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平成２２年第１回大仙市議会定例会会議録第１号

平成２２年２月２６日（金曜日）

議 事 日 程 第 １ 号

平成２２年２月２６日（金曜日）午前１０時開議

第 １ 会議録署名議員の指名

第 ２ 会期の決定 （１９日間）

第 ３ 議長報告 ・専決処分報告（法第１８０条関係）

・平成２１年度定期監査報告書

第 ４ 施政方針演説

第 ５ 議案第 ８号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて

（説明・質疑・討論・表決）

第 ６ 議案第 ９号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて

（説明・質疑・討論・表決）

第 ７ 議案第１０号 工事請負契約の変更について

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ８ 議案第１１号 平成２１年度大仙市介護老人保健施設介護サービス事業特別会

計への繰入額の変更について

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）

第 ９ 議案第１２号 平成２１年度大仙市一般会計補正予算（第１２号）

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）

第１０ 議案第１３号 平成２１年度大仙市介護老人保健施設介護サービス事業特別会

計補正予算（第４号）

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）

第１１ 議案第１４号 平成２１年度大仙市老人デイサービス事業特別会計補正予算

（第４号）

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）
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第１２ 議案第１５号 平成２１年度大仙市スキー場事業特別会計補正予算（第５号）

（説明・質疑・委員会付託・委員長報告・質疑・討論・表決）

第１３ 議案第１６号 大仙市地域自治区の設置等に関する条例の一部を改正する条例

の制定について （説 明）

第１４ 議案第１７号 大仙市移動通信用鉄塔設置条例の一部を改正する条例の制定に

ついて （説 明）

第１５ 議案第１８号 大仙市職員定数条例の一部を改正する条例の制定について

（説 明）

第１６ 議案第１９号 大仙市議会の議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部

を改正する条例の制定について （説 明）

第１７ 議案第２０号 大仙市長及び副市長の給与及び旅費に関する条例の一部を改正

する条例の制定について （説 明）

第１８ 議案第２１号 大仙市教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例

の一部を改正する条例の制定について （説 明）

第１９ 議案第２２号 大仙市監査委員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一

部を改正する条例の制定について （説 明）

第２０ 議案第２３号 大仙市中仙地域農業総合管理施設条例の一部を改正する条例の

制定について （説 明）

第２１ 議案第２４号 大仙市立太田緑地広場条例の一部を改正する条例の制定につい

て （説 明）

第２２ 議案第２５号 大仙市肉用牛特別導入事業基金条例の一部を改正する条例の制

定について （説 明）

第２３ 議案第２６号 大仙市児童館及び児童センターに関する条例の一部を改正する

条例の制定について （説 明）

第２４ 議案第２７号 大仙市老人憩の家条例の一部を改正する条例の制定について

（説 明）

第２５ 議案第２８号 大仙市公園条例の一部を改正する条例の制定について

（説 明）

第２６ 議案第２９号 大仙市小種共同墓地条例の一部を改正する条例の制定について

（説 明）
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第２７ 議案第３０号 大仙市奨学資金貸与条例の一部を改正する条例の制定について

（説 明）

第２８ 議案第３１号 大仙市公民館条例の一部を改正する条例の制定について

（説 明）

第２９ 議案第３２号 大仙市協和林業研修集会宿泊施設設置等に関する条例を廃止す

る条例の制定について （説 明）

第３０ 議案第３３号 大仙市国民健康保険出産費資金貸付基金条例を廃止する条例の

制定について （説 明）

第３１ 議案第３４号 内小友財産区財産維持管理基金条例及び大川西根財産区財産維

持管理基金条例の一部を改正する条例の制定について

（説 明）

第３２ 議案第３５号 大仙市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び大仙市一般職

の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て （説 明）

第３３ 議案第３６号 大仙市大曲地域農業集落排水事業受益者分担金に関する条例の

制定について （説 明）

第３４ 議案第３７号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について

（説 明）

第３５ 議案第３８号 高速自動車国道活用施設ぬく森プラザの指定管理者の指定につ

いて （説 明）

第３６ 議案第３９号 大仙市協和モーターサイクル場の指定管理者の指定について

（説 明）

第３７ 議案第４０号 奥羽本線大曲駅構内中通こ道橋（仮称）新設工事の施行に関す

る協定の変更について （説 明）

第３８ 議案第４１号 市道の路線の認定及び廃止について （説 明）

第３９ 議案第４２号 平成２１年度大仙市簡易水道事業特別会計への繰入額の変更に

ついて （説 明）

第４０ 議案第４３号 平成２１年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計への

繰入額の変更について （説 明）
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第４１ 議案第４４号 平成２２年度大仙市宅地造成事業特別会計への繰入れについて

（説 明）

第４２ 議案第４５号 平成２２年度大仙市簡易水道事業特別会計への繰入れについて

（説 明）

第４３ 議案第４６号 平成２２年度大仙市公共下水道事業特別会計への繰入れについ

て （説 明）

第４４ 議案第４７号 平成２２年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計への

繰入れについて （説 明）

第４５ 議案第４８号 平成２２年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計への繰

入れについて （説 明）

第４６ 議案第４９号 平成２２年度大仙市農業集落排水事業特別会計への繰入れにつ

いて （説 明）

第４７ 議案第５０号 平成２２年度大仙市介護老人福祉施設介護サービス事業特別会

計への繰入れについて （説 明）

第４８ 議案第５１号 平成２２年度大仙市介護老人保健施設介護サービス事業特別会

計への繰入れについて （説 明）

第４９ 議案第５２号 平成２２年度大仙市老人デイサービス事業特別会計への繰入れ

について （説 明）

第５０ 議案第５３号 平成２２年度大仙市スキー場事業特別会計への繰入れについて

（説 明）

第５１ 議案第５４号 平成２１年度大仙市一般会計補正予算（第１３号）（説 明）

第５２ 議案第５５号 平成２１年度大仙市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４

号） （説 明）

第５３ 議案第５６号 平成２１年度大仙市老人保健特別会計補正予算（第２号）

（説 明）

第５４ 議案第５７号 平成２１年度大仙市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号） （説 明）

第５５ 議案第５８号 平成２１年度大仙市土地区画整理事業特別会計補正予算（第３

号） （説 明）
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第５６ 議案第５９号 平成２１年度大仙市奨学資金特別会計補正予算（第１号）

（説 明）

第５７ 議案第６０号 平成２１年度大仙市宅地造成事業特別会計補正予算（第１号）

（説 明）

第５８ 議案第６１号 平成２１年度大仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第６号）

（説 明）

第５９ 議案第６２号 平成２１年度大仙市公共下水道事業特別会計補正予算（第３

号） （説 明）

第６０ 議案第６３号 平成２１年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正

予算（第３号） （説 明）

第６１ 議案第６４号 平成２１年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計補正予

算（第２号） （説 明）

第６２ 議案第６５号 平成２１年度大仙市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３

号） （説 明）

第６３ 議案第６６号 平成２１年度大仙市淀川財産区特別会計補正予算（第２号）

（説 明）

第６４ 議案第６７号 平成２１年度大仙市上水道事業会計補正予算（第６号）

（説 明）

第６５ 議案第６８号 平成２２年度大仙市一般会計予算 （説 明）

第６６ 議案第６９号 平成２２年度大仙市国民健康保険事業特別会計予算（説 明）

第６７ 議案第７０号 平成２２年度大仙市老人保健特別会計予算 （説 明）

第６８ 議案第７１号 平成２２年度大仙市後期高齢者医療特別会計予算 （説 明）

第６９ 議案第７２号 平成２２年度大仙市土地取得特別会計予算 （説 明）

第７０ 議案第７３号 平成２２年度大仙市土地区画整理事業特別会計予算（説 明）

第７１ 議案第７４号 平成２２年度大仙市学校給食事業特別会計予算 （説 明）

第７２ 議案第７５号 平成２２年度大仙市奨学資金特別会計予算 （説 明）

第７３ 議案第７６号 平成２２年度大仙市宅地造成事業特別会計予算 （説 明）

第７４ 議案第７７号 平成２２年度大仙市簡易水道事業特別会計予算 （説 明）

第７５ 議案第７８号 平成２２年度大仙市公共下水道事業特別会計予算 （説 明）
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第７６ 議案第７９号 平成２２年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計予算

（説 明）

第７７ 議案第８０号 平成２２年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計予算

（説 明）

第７８ 議案第８１号 平成２２年度大仙市農業集落排水事業特別会計予算（説 明）

第７９ 議案第８２号 平成２２年度大仙市介護老人福祉施設介護サービス事業特別会

計予算 （説 明）

第８０ 議案第８３号 平成２２年度大仙市介護老人保健施設介護サービス事業特別会

計予算 （説 明）

第８１ 議案第８４号 平成２２年度大仙市老人デイサービス事業特別会計予算

（説 明）

第８２ 議案第８５号 平成２２年度大仙市スキー場事業特別会計予算 （説 明）

第８３ 議案第８６号 平成２２年度大仙市内小友財産区特別会計予算 （説 明）

第８４ 議案第８７号 平成２２年度大仙市大川西根財産区特別会計予算 （説 明）

第８５ 議案第８８号 平成２２年度大仙市荒川財産区特別会計予算 （説 明）

第８６ 議案第８９号 平成２２年度大仙市峰吉川財産区特別会計予算 （説 明）

第８７ 議案第９０号 平成２２年度大仙市船岡財産区特別会計予算 （説 明）

第８８ 議案第９１号 平成２２年度大仙市淀川財産区特別会計予算 （説 明）

第８９ 議案第９２号 平成２２年度市立大曲病院事業会計予算 （説 明）

第９０ 議案第９３号 平成２２年度大仙市上水道事業会計予算 （説 明）

出席議員（２９人）

１番 大 野 忠 夫 ２番 佐 藤 文 子 ３番 後 藤 健

４番 佐 藤 隆 盛 ５番 藤 井 春 雄 ６番 杉 沢 千恵子

７番 茂 木 隆 ９番 小 松 栄 治 １０番 冨 岡 喜 芳

１１番 佐 藤 清 吉 １２番 石 塚 柏 １３番 金 谷 道 男

１４番 武 田 隆 １５番 渡 邊 秀 俊 １６番 高 橋 敏 英

１７番 菊 地 幸 悦 １８番 佐 藤 芳 雄 １９番 大 山 利 吉

２０番 北 村 稔 ２１番 高 橋 幸 晴 ２２番 本 間 輝 男

２３番 橋 本 五 郎 ２４番 藤 田 君 雄 ２５番 橋 村 誠
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２６番 佐 藤 孝 次 ２７番 千 葉 健 ２８番 鎌 田 正

２９番 竹 原 弘 治 ３０番 児 玉 裕 一

欠席議員（１人）

８番 小 山 緑 郎

説明のため出席した者

市 長 栗 林 次 美 副 市 長 久 米 正 雄

副 市 長 山王丸 愛 子 教 育 長 三 浦 憲 一

代 表 監 査 委 員 福 原 堅 悦 総 務 部 長 老 松 博 行

企 画 部 長 小 松 辰 巳 市 民 生 活 部 長 元 吉 峯 夫

健 康 福 祉 部 長 武 藤 芳 和 農 林 商 工 部 長 藤 原 薫

建 設 部 長 中 嶋 喜代博 病 院 事 務 長 伊 藤 和 保

水 道 局 長 藤 田 良 雄 教 育 次 長 髙 橋 修 司

教 育 次 長 藤 原 保 子 総 務 課 長 進 藤 雅 彦

議会事務局職員出席者

局 長 田 口 誠 一 参 事 髙 橋 薫

主 幹 伊 藤 雅 裕 主 査 菅 原 直 久

主 事 中 川 智 晴

午前１０時００分 開 会

○議長（児玉裕一君） おはようございます。

これより平成２２年第１回大仙市議会定例会を開会いたします。

市長から招集のあいさつがあります。栗林市長。

○市長（栗林次美君）【登壇】 おはようございます。

本日、平成２２年第１回大仙市議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位にお

かれましては、ご参集をいただきまして誠にありがとうございます。

今次定例会におきましては、平成２２年度の市政運営に関する基本方針を申し述べ、

議員各位のご意見をいただきたいと存じます。
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また、今次定例会でご審議をお願いいたします案件は、条例案２１件、単行案１９件、

補正予算案１８件、当初予算案２６件、人事案２件の合計８６件となっております。

このほか、会期中に準備が整い次第、国の農業政策転換などに伴う市独自の助成金に

係る平成２２年度一般会計補正予算案１件、太田中学校校舎並びに体育館の耐震化工事

請負契約に係る単行案１件を追加提案させていただく予定であります。

なお、本日上程いたします議案第１０号につきましては、大曲中学校屋内体育館建設

工事の請負契約について、構造補強などの設計変更に伴い、契約金額を増額するもので

あります。

この度、設計段階において建物構造に関する検証が不十分であったことから、構造補

強などの設計変更に至り、建築確認が大幅に遅れる事態となりました。

市民並びに議員の皆様をはじめ、施工者である建設共同企業体など多くの関係者の

方々に多大なご心配やご迷惑をおかけし、改めて深くお詫びを申し上げる次第でありま

す。

これまで構造補強などに係る設計内容や工事の進め方に関し、関係者間で精査を行っ

てまいりましたが、この度、設計変更の内訳と金額並びにその負担について協議が整っ

たところであります。

現在のところ、工事は当初契約に基づき進められておりますが、変更契約の締結など

早急に今後の施工体制を整える必要があること、また、これにより市民の皆様や関係者

のこの件に対するご心配などを払拭する必要があるものと考えております。

つきましては、速やかに変更契約を締結させていただき、今後の施工体制を整えたく、

本日議決を賜りますようお願い申し上げます。

また、議案第１１号から議案第１５号までの５件につきましては、きめ細かな臨時交

付金に係る事業費の補正などを行うものでありますが、早期に事業効果を地域に波及さ

せる必要があることから、人事案件と併せて、これらも本日の議決をお願いするもので

あります。

各案件につきまして、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げまして、招集のご

あいさつにかえさせていただきます。

○議長（児玉裕一君） 欠席の届け出は、８番小山緑郎君です。
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午前１０時０４分 開 議

○議長（児玉裕一君） これより本日の会議を開きます。

○議長（児玉裕一君） 本日の議事は、議事日程第１号をもって進めます。

○議長（児玉裕一君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、議長において、１４番武田隆君、

１５番渡邊秀俊君、１６番高橋敏英君を指名いたします。

○議長（児玉裕一君） 次に、日程第２、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日から３月１６日までの１９日間といた

したいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） ご異議なしと認めます。よって、会期は１９日間と決定いたしま

した。

○議長（児玉裕一君） 次に、日程第３、この際、諸般の報告をいたします。

議会の委任による専決処分報告５件が市長から、平成２１年度定期監査報告書が市代

表監査委員からそれぞれ提出されましたので、これらを別添お手元に配付のとおり報告

いたします。

○議長（児玉裕一君） 次に、日程第４、市長から施政方針演説のため発言の申し出があ

ります。これを許します。栗林市長。

○市長（栗林次美君）【登壇】 平成２２年第１回大仙市議会定例会にあたり、施政の基

本方針と施策の概要を申し述べ、市民の皆様をはじめ、議員各位のご理解とご協力を賜

りたいと存じます。

昨年４月の市長選において、議員の皆様をはじめ多くの皆様の市民のご支援により、

引き続き大仙市長として市政の舵取を担わせていただくことになってから早くも１年が

経過しようとしております。

私は、市長就任以来、「市政は市民のために」を基本理念に、「住民にとって相談し
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やすく、頼れる市役所を目指し、共に汗を流しながらまちづくりに取り組む」とし、常

に市民の目線に立ち、現場に足を入れ、市民と一緒に汗をかくことを第一に行動するよ

う職員を指導してまいりました。

市政運営にあたっては、私の政治信条であります「弱い立場にある人たちに、いかに

政治の光をあてるか」を原点として、「市民との協働によるまちづくり」を目指してま

いりました。

また、合併により誕生した新市の基礎を固め、軌道に乗せることが私に課せられた最

大の責務であると考え、旧市町村が築いてきた産業・文化・伝統・地域の特性を活かし、

さらには、それぞれのまちづくりの方針を大切にし、本市全域が地域の特性と独自性を

発揮しながら、新市としての一体感を醸成し、人が活き・集うような魅力のある地域、

安心して暮らせる地域の創造に向け、持てる最大限の力を出し、誠心誠意努めてきたと

思っております。

本市は、この３月２２日で誕生から満５年を迎えることとなり、同日には「大仙市誕

生５周年記念式典」を開催し、市民の皆さんとお祝いしたいと準備を進めておりますが、

これを契機に、これまで造り上げてきた本市の基盤をより強固にし、より発展させ、市

民一人一人が「安心し安全に暮らせる地域」、子供たちが「未来においても誇れる郷

土」を市民及び議員の皆様と共に造り上げてまいりたいと考えておりますので、今後と

もご支援をお願い申し上げたいと存じます。

それでは、はじめに、本市の主要課題についてご説明申し上げます。

はじめに、仙北組合総合病院の改築についてであります。

当圏域の地域医療の中核をなす仙北組合総合病院の改築については、市の最重要課題

の一つと捉え、早期実現を厚生連及び県に機会ある都度訪問し要望してまいりましたが、

厚生連の財務状況等から改築計画が示されない状況が続いておりました。

このような中、国の平成２１年度補正予算に「地域医療再生臨時特例交付金」が創設

され、県では大仙・仙北２次医療圏の医療機関の機能分化と連携により、急性期・回復

期・維持期を通して切れ目ない医療を提供できる体制を整備するため、仙北組合総合病

院を急性期医療を中心とした「救急医療やがん・脳卒中」など高度専門医療を提供する

病院に改築することを主な内容とする「地域医療再生計画」を国に提出し、本年１月

２９日付けで交付決定を受けたところであり、病院改築の実現に向け、県及び厚生連等

と協議を重ねてまいりました。
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病院の移転改築の場所については、これまでは現病院の近隣で確保することが困難な

ため国道１３号線沿いの農地等を想定しておりましたが、新たな候補地として旧ジョイ

フルシティ大曲周辺を検討してきたところであります。

この区域は、近年、空き店舗や低・未利用地が多くなってきていることに加え、ジョ

イフルシティ大曲が平成２０年１０月２９日に閉店したことから、市街地の衰退が懸念

されている地域であります。

しかしながら、秋田新幹線停車駅であり、在来線との乗り換えが可能な大曲駅やバス

ターミナルなどによる交通の利便性が高いため、高齢者などの交通弱者にもやさしく、

周辺には「ねむの木駐車場」や民間駐車場などが多いことから、中心市街地の利用者や

病院利用者に対応できる機能集約型都市の基盤が確保されていると考えられるほか、大

曲駅前第二地区土地区画整理事業や都市計画道路などにより新たな街並みが形成されつ

つあり、鉄道をアンダーパスし駅東西を結ぶ幹線道路が完成すれば国道１３号バイパス

からのアクセスが向上し、より利便性の高い区域となるものと考えられます。

新病院の移転改築と併せ、移転後の現病院の跡地をどのように活用するかがまちづく

りの大きな課題となることから、旧ジョイフルシティ大曲周辺と現病院の区域を事業区

域とする「市街地再開発事業」により病院改築の実現を図るべく、県及び国土交通省東

北整備局等関係機関との協議を進めております。

市では現在、当該区域を含めた地区を対象に「中心市街地活性化基本計画」の策定を

進めておりますが、仙北組合総合病院を核とした、医療・福祉・健康・交通などの機能

を集約した整備を行うことにより、益々進展する高齢社会に対応できる機能的で利便性

の高い中心市街地の実現が可能となるものと考えております。

市街地再開発事業につきましては、再開発事業組合による施行を想定し、平成２３年

１月の本組合認可を目指しており、随時、市議会の皆様にご報告しながら事業を進めて

まいりたいと存じます。

病院を市街地において改築し、中心市街地の活性化と高齢社会に対応したまちづくり

を目指す本市の再開発構想に対しては、国や県の関係機関から評価を得ており、自信を

持って本事業を推進していけるものと思っているところであります。

今後とも県及び厚生連、仙北市、美郷町など関係機関と情報を共有しつつ、地権者の

方々を含めた関係者等からご協力を得ながら、事業実現に向け最大限の努力をしてまい

りたいと存じます。
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次に、農業政策についてであります。

国では、これまでの減反政策から食料自給率向上に力点を置き、大豆・麦・米粉用米

などの生産拡大を促す対策と、水田農業の経営安定を図るための「米所得補償制度」へ

と政策が大きく変わってまいりました。

稲作農業が基幹産業である本市におきましては、今まさに変わろうとしている国の施

策をしっかりと捉え、農家、地域農業の振興に役立てていくことが求められております。

これまでは、助成体系が複雑な分、きめ細かな助成を地域の判断で行うことが可能で

ありましたが、今後は単価が全国一律となり、地域での弾力的な運用ができなかったり、

大きく助成単価が下がるケースも生じてまいります。

本市といたしましては、これまで進めてきた集落営農組織や法人等が核となり生産振

興に努めてきた大豆等については、市独自の助成をしてまいりたいと考えております。

なお、激変緩和対策の詳細や県の独自対策が明らかになり次第、市独自の助成案を取

りまとめ、今次定例会に関連補正予算を追加提案させていただきますので、よろしくお

願い申し上げます。

また、農業農村整備事業につきましては、平成２２年度の政府予算案が前年度に比べ

６割以上減額されたことにより、特に整備率で県平均を大きく下回るほ場整備事業につ

いては、継続中の地区や新規採択予定地区の事業期間が延長されるなど、事業推進に大

きな支障が生ずることが懸念されたところであります。幸い本市では、要望等の働きか

けにより、ほぼ計画どおりの見込みとなっておりますが、県の情報によりますと未だ不

透明な状況もあると伺っております。

今後とも、かんがい排水事業など他の事業も含め、引き続き国や関係機関と連携をと

り、農業農村整備事業の計画的な推進と必要な予算の確保に努めてまいりたいと存じま

す。

主要課題の最後に、経済・雇用・生活緊急対策について申し上げます。

地域経済の情勢は、未だに明るさが見えないことから、昨年１月から積極的に取り

組んできた経済・雇用・生活緊急対策の第１次行動計画に引き続き、第２次行動計画に

沿い、切れ目なく対策を実施してまいります。

中小企業支援については、本市が実施している中小企業に対する振興融資制度は、国

・県の融資制度より有利で利用しやすい制度となっており、東北６県の市町村と比較し

ても常に高いレベルに位置しているものと思っております。
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具体的な対策としては、マル仙融資制度の限度額を３，０００万円とした上で、設備

資金並びに経営安定資金の融資に係る利子補給制度と信用保証料を全額負担する制度を

第２次行動計画期間も継続して実施してまいります。

また、中小企業融資預託金をさらに３億円積み増ししたことにより、預託総額が１０

億３，０００万円となり、８５億円程度までの融資枠が確保されるものと見込んでおり

ます。

雇用対策につきましては、雇用機会の拡大を図り、若年層をはじめとした地域就職を

支援する緊急措置として緊急雇用助成金制度を継続することに加え、新規制度として仙

北市及び美郷町の圏域における市民の新規雇用に対する雇用助成金制度を創設し、一人

でも多くの就労支援に結びつけたいと考えております。

また、経済の先行きがはっきりと見えない状況などから採用時期を遅らせる事業所も

あることから、地域の貴重な人材である若者の定着確保を図る新たな対策として、高校

・短大・大学などの新卒者の未就職者を対象に、３カ月間にわたり就職までの経済的負

担軽減を図ることを含めた社会教養の講座を新たに市単独事業として開設してまいりた

いと存じます。

平成２２年度当初予算（案）について、財政方針を含めてご説明申し上げます。

平成２２年度は、地方交付税及び地方交付税の代替財源である臨時財政対策債が前年

度を上回る額を確保できることになりましたので、経費の節減を図りながら市民ニーズ

や社会経済情勢を的確に捉えた予算を編成しております。

平成２２年度の一般会計予算の総額は４３５億６，０３２万７千円で、前年度に比べ

１４億４，４８５万９千円の増、率にして３．４％の増としており、前年度に引き続き

「積極型予算」となっております。

さらに、国の経済対策として、平成２１年度から繰り越しして実施する「学校の耐震

化などを行うきめ細かな臨時交付金」、「光ケーブルの整備などを行う公共投資臨時交

付金」、「住宅リフォーム支援事業を行う経済危機対策臨時交付金」の３つの交付金事

業を加えた１４カ月予算の総額は４７０億３，４２３万４千円となり、前年度の生活対

策臨時交付金事業を加えた一般会計予算額と比較して９．１％の増となるものであり、

地域の経済対策、雇用対策を重視した予算となっております。

また、特別会計予算は２３会計で２１２億５，３２８万２千円、企業会計予算は２事

業で２３億３，１６４万３千円で、本市の予算全体では６７１億４，５２５万２千円と
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なり、前年度との比較で６億１，４９１万６千円の増、率にして０．９％の増となって

おります。

市債の発行については、「公債費負担適正化計画」における市債発行額の範囲内に抑

えることを基本に予算編成に取り組んでおり、地方交付税の代替財源である臨時財政対

策債を除いた建設事業債については、各種事業の見直しなどにより、計画額を４億

１，１９０万円下回る予算計上となっております。

今後についても平成２８年度までの計画期間内における市債発行額を元金償還額の８

割以内に抑制して、実質公債費比率の改善に努めてまいります。

財政調整基金については、長期的視野による計画的な財政運営を図ることを目的に、

経済事情の変動や災害復旧など不測の事態による財源不足が生じた際に対応するための

財源として積み立てしているものであり、平成２０年度までは毎年取り崩しを行って予

算編成を行ってまいりましたが、平成２１年度からは取り崩しを行わず、平成２２年度

においては当初予算で２億円の積み立てを予定していることから、年度末残高で１２億

５，０００万円を確保できる見込みであります。

市債発行額を除いた歳入予算が市債償還額を除いた歳出予算を上回っていることから、

基礎的な財政収支であるプライマリーバランスは黒字に保たれております。

地域の特色、独自性を活かしつつ地域課題に対応するための「地域枠予算」について

は、総額で５００万円を増額し、大曲地域以外の７地域に人口を基準にして従来の予算

額に上乗せして配分することとしております。

この上乗せ分については、地域での各種イベントや地域おこしを行っている団体に対

する活動費補助対応分と捉えており、予算の使い方については地域協議会で決定してい

ただいた上で、地域が主体となって様々な課題などに取り組んでいただけるよう、さら

に一歩進んだ地域主体の予算として位置付けたいと考えております。

政権交代により国の政策も大きく変わってきておりますが、市の判断で行うことがで

きる市単独の施策については、単年度で完結させるものではなく、継続性を持って進め

ており、特に本市の重点施策である子育て支援及び教育の充実については、国に先駆け

て実施している各施策により、合計特殊出生率の上昇という形でその効果が顕著に現れ

ており、子育て環境、教育環境に優しい大仙市として、子育て世代や次世代を担う子供

たちが希望を持って安心して暮らせるよう積極的な予算を編成したところであります。

次に、平成２２年度の主な施策の概要について、総合計画の施策の体系順にご説明い
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たします。

はじめに、健康福祉分野についてであります。

平成２１年度に策定及び見直しを進めてまいりました「大仙市災害時要援護者避難支

援プラン」、「大仙市次世代育成支援行動計画」の後期計画については、年度内に各計

画書をお示ししたいと考えております。

今後は、市民への周知を図るとともに、自然災害時における人的被害を最小限に食い

止める自主防災組織の普及啓発や、次世代を担う子供たちが健やかに生まれ育つことの

できる社会の形成を目指し、計画を推進してまいります。

また、平成１８年３月に策定した「健康大仙２１計画」については、平成２３年から

の計画について見直し作業を行っております。

保健・医療の充実については、自殺予防対策、食育推進、フッ素洗口事業、がん検診

など市民の健康づくりへの支援を充実させてまいります。さらに、身近な地域で安心し

て出産できるよう、市内の分娩を取り扱う医療機関へ財政支援をする「産科医等確保支

援事業」を実施いたします。

また、新型インフルエンザ対策については、大曲仙北医師会をはじめとする関係機関

と密接な連携をとりながら、適切かつ迅速な対応をしてまいります。

母子保健に係る乳幼児健康診査については、多様化する親子のニーズへの総合的な支

援と健診の質的向上を図るため、健診会場を３ブロックに分け、集団健康診査を毎月実

施してまいります。

子育て支援の充実については、国の施策として次世代を担う子供一人一人の成長を社

会全体で応援する観点から、「子ども手当」を中学校修了までの児童を対象に、所得制

限を設けず、平成２２年度は月額１万３千円を支給してまいります。

また、育児の援助を受けたいファミリー会員と育児の援助を行うサポート会員の相互

援助活動を支援する「ファミリー・サポート・センター事業」を実施し、仕事と育児の

両立ができる環境を整備いたします。

放課後児童クラブについては、大曲地域の内小友小学校と角間川小学校内に新たに開

設いたします。

幼保一体施設となっている中仙西保育園と中仙幼稚園については、認定こども園「な

かせんワイワイらんど」として、教育・保育・子育て支援を一体的に提供してまいりま

す。
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また、障がいがある児童が保育所に入所した場合には、保育支援員を配置して保育体

制を充実させておりますが、何らかの支援を要する児童に対しても支援員を増員して配

置し、より一層の充実を図ってまいります。

市内の児童館については、現在、国庫児童館が１３館、県単児童館が３１館、市単児

童館が２館の合わせて４６館ありますが、このうち県単児童館については、その利用形

態が自治会館的なものとなっている現状にあることから、これまで地元自治会等と協議

しながら、所要の修繕を行った上での無償譲渡を進めております。平成２０年度には大

曲地域の大戸児童館を無償譲渡したほか、本年度末までには大曲地域の２児童館、西仙

北地域の１児童館を無償譲渡することで合意しており、今後も年次計画により地元自治

会等への無償譲渡を進めてまいりたいと考えております。

高齢者福祉の充実については、市の高齢者プランに沿い、大仙市社会福祉協議会にお

いて「地域包括支援センター」を新たに２カ所開設し、全市を５カ所でカバーすること

によって、高齢者の介護予防や権利擁護等の総合相談及び支援事業の充実を図ってまい

ります。

市内の社会福祉法人が神岡地域で進めている障がい者支援施設の建設事業については、

市の障がい者福祉の拡充及び地域雇用の確保の観点から建設費等を支援してまいります。

社会福祉施設等の法人化については、特別養護老人ホーム峰山荘を社会福祉法人「大

仙ふくし会」に、また、みつば保育園と淀川保育園を「大空大仙」にそれぞれ移譲いた

します。

国民健康保険事業については、「大仙市国民健康保険事業運営安定化計画」に基づき、

健全化に向けた総合的な取り組みを進めておりますが、平成２２年度の国保税率は「据

え置く」こととしております。

３年目を迎えた後期高齢者医療については、被保険者数の増加や医療費の伸びにより、

平成２２年度と２３年度の保険料の再算定が行われ、秋田県後期高齢者医療広域連合で

は、保険料の均等割を４９９円アップの３万８，９２５円、所得割については０．０６

ポイントアップの７．１８％としております。

また、本市では７５歳以上の方々の健康管理を図る目的から、人間ドック検診費の一

部助成を平成２２年度から実施いたします。

次に、教育分野についてであります。

学校教育の充実については、全国学力・体力・運動能力調査において全国トップクラ
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スの状況にある児童生徒の、より望ましい学習・生活・運動習慣の形成を目指し、市の

ＰＴＡ連合会や学校支援地域本部事業などと連携しながら支援してまいります。

また、様々な課題を抱える園児・児童生徒が在籍する学校（園）に対し、支援を要す

る子供の実態や学校の事情に応じて、学校生活支援員等を合わせて５０名配置し、効果

的な支援を行ってまいります。

新規事業として実施するこころのプロジェクト「夢の教室」事業については、著名な

アスリートやアーティストの小学校訪問により、児童が夢を持つことの素晴らしさや努

力することの大切さを学ぶことができるものと考えております。

学校施設耐震化事業については、国の経済危機対策臨時交付金事業などを活用し耐震

化を図ってまいりますが、太田中学校の耐震補強工事請負契約については、議会の議決

をいただく必要があることから、準備が整い次第、今次定例会に追加提案させていただ

きたいと存じます。

大曲中学校屋内体育館建設事業については、先程招集のあいさつで現在の状況と今後

の方針等についてご説明申し上げ、関連議案の本日の議決についてお願い申し上げまし

たが、今後、工事関係者や設計関係者等と密接な連携を図りながら、同校の平成２２年

度卒業式が新体育館で挙行できるよう工事を進めてまいりますので、議員各位のご理解

とご協力をお願い申し上げます。

芸術文化の振興については、４つの市民会館の自主事業により、芸術鑑賞の機会を提

供していくこととしており、大曲市民会館では７月に松竹大歌舞伎の公演、１１月に辻

井伸行氏のピアノリサイタルなどを予定しているところであります。

また、神岡地域の秋田飴売り節大会については、秋田おばこ節、秋田おはら節に続く

３つ目の全国大会として開催するとともに、出前民謡「ふるさと民謡めぐり」をこれま

でどおり継続し、若手の育成を図りながら民謡文化の継承と普及に努めてまいります。

公民館事業の推進については、大曲地域の公民館業務を見直すとともに、職員体制に

ついても民間人の登用など、地域づくりの拠点としての活動を実施してまいります。

総合図書館事業につきましては、赤ちゃんと保護者を対象に、絵本にふれる楽しい体

験をしていただくため、４カ月健診時に絵本を手渡し、その後の読書に親しむ習慣づく

りを図ることを目的とした「ブックスタート事業」を開始いたします。

文化財の保護・整備については、池田氏庭園洋館修復工事がこの秋に完了予定であり、

現在は金唐革紙の復元や照明器具の修理も山場を越え、往時の姿や輝きを取り戻してお
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ります。５年間の修復工事の成果を皆様に見ていただくため、修復後は従来の特別公開

に加え、新たに洋館特別公開日を設けるなど、公開機会の拡大に努めてまいります。

法隆寺金堂壁画模写を行った太田地域出身の鈴木空如の調査研究事業については、平

成２１年度に東北大学名誉教授の有賀祥隆氏の指導のもと、空如の生家である鈴木覚氏

や箱根吉池旅館会長の鈴木壮治氏、平木浮世絵財団の皆様のご理解とご協力をいただき、

吉池旅館所蔵の模写と東京国立博物館寄託保管模写の調査を行ったところ、大仙市所蔵

資料との相違点や３組の模写の制作順が判明するなど、大きな成果を上げております。

平成２２年度においては、これらの成果を踏まえて、さらなる詳細な調査研究を進め、

鈴木空如の功績を顕彰してまいります。

昨年１２月２６日にリニューアルオープンした協和スキー場については、近年にない

賑わいを見せているところでありますが、今後も安全・安心で喜ばれるスキー場運営を

目指してまいります。

次に、産業分野についてであります。

農林水産業の振興については、平成２２年産米の生産数量目標について、県における

市町村配分の算定方針が米の戸別所得補償制度導入に伴う国からの指導により変更とな

り、これまで行ってきた生産調整未達成に対するペナルティ措置が廃止されたことによ

り、本市の配分数量の減少率は県全体の減少率１．１％を上回る２．５％となったとこ

ろであります。

しかし、農家が米の戸別所得補償等を受けるためには着実な生産調整の実施が求めら

れますので、国・県の助成制度等の詳細をお知らせしながら、転作田における大豆や麦、

野菜など複合部門の取り組みを一層推進してまいります。

また、市内で栽培・収穫された地元産の菜種を昨年完成した協和地域の搾油施設で搾

り、協和、西仙北、神岡の各地域の学校給食センターで揚げ油やサラダ油として利用し

ていただくモデル事業を実施いたします。

農村の持つ地域資源や伝統文化を活かし、都市と農村の交流を一層推進するため、各

地域の農家や関係機関、団体等で構成する「新たな協議会」を設置し、農家相互の連携

をはじめ、農業体験、民泊の積極的な受け入れを進めてまいります。

畜産振興については、現在、大曲地域、神岡地域、西仙北地域、協和地域の４カ所に

放牧場がありますが、市の公共施設の見直し計画において平成２１年度をもって大曲地

域の松倉放牧場を廃止し、続いて平成２２年度には西仙北地域の黒森山放牧場を廃止と
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し、将来的には神岡地域の笹倉放牧場と協和地域の協和放牧場の２カ所に集約する計画

でありました。

しかしながら、西仙北地域の黒森山放牧場については、ここ数年来、放牧頭数、関係

農家数ともに増加傾向にあるほか、草地環境や地理的条件に恵まれており、さらには農

家の皆様からの要望もあることから、当初計画を変更し、当分の間、同放牧場を存続さ

せ、３カ所で放牧を行ってまいります。

農村整備事業については、県営土地改良事業を主体に１２地区のほ場整備を継続実施

するとともに、新たに国営農業用水再編対策事業田沢二期地区の地域用水機能増進事業

を実施してまいります。

林業振興については、地球温暖化防止に向けた森林の多面的な機能の維持・保全のた

め、大仙市特定間伐等促進計画による間伐等の実施を支援してまいります。また、森林

はその恩恵を受けている市民全体で支えるという視点に立ち、環境や公益性を重視した

森づくりを推進するため、「秋田県水と緑の森づくり税関連事業」を積極的に実施して

まいります。

雇用の安定と就労促進につきましては、県の緊急雇用創出臨時対策基金事業及びふる

さと雇用再生臨時対策基金事業を活用し、直接的または間接的な雇用機会をできるだけ

確保できるよう努めてまいります。

商業の振興と地域の活性化については、大仙市商品券事業協議会が本年度に実施した

「地域商品券事業」の成果を十分に踏まえ、市内の商店団体やグループの販売拡大と消

費者の購買意欲を高め地域生活を支える活動に対する新たな制度として「がんばる商店

等支援事業費補助金制度」を創設し、消費の下支えと商店等の支援を図ってまいります。

工業の振興については、一昨年来の経済不況のため、今なお厳しい経営環境にある製

造業者を応援する観点から、大仙市企業連絡協議会の独自の取り組みを支援するととも

に、市内事業所の情報をデータベース化し、市ホームページに掲載し、企業間の受発注

の促進を図ります。

産学官連携事業につきましては、秋田大学との連携により、ものづくり振興を進める

ため、今後大学と締結予定の協定に基づき、大仙市企業連絡協議会の活動とも連携を図

りながら、大学と企業が共同で取り組む研究・開発を支援してまいります。

企業誘致活動については、今後の新規誘致に向けて、全国の企業の中から条件を設定

し、事業規模拡大の意向調査を実施いたします。トップセールスによる企業訪問につい
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ては、昨年の成果として、数年後の本市進出を見込み、地元高校生を先行採用した首都

圏企業があったことから、訪問を継続し、市の姿勢・施策を一層理解していただくよう

努めてまいります。

神岡地域で進められている県の大規模工業団地整備事業については、現在調査中の環

境アセスメント並びにその後の計画について、県と連絡を密にし、事業促進に向けて支

援・協力してまいります。

観光振興については、全国花火競技大会が本年で１００周年を迎えることから、「大

曲の花火１００年フェスタ実行委員会」において記念事業に関する検討がなされている

ところですが、市といたしても、この記念事業に協賛してまいります。

次に、都市基盤分野についてであります。

市道整備の地域活力基盤創造交付金事業については、美郷町六郷地域と国道１３号及

び大曲西道路を結ぶ古四王際飯詰線、国道１０５号と清水地区のふるさと農道を結ぶ中

仙４号線のほか、大規模地震による落橋の二次的被害が大きいと予想される秋田新幹線

を跨ぐ西仙北地域の愛宕下跨線橋の落橋防止工事を引き続き実施してまいります。

道路維持管理については、「道路を造ることから道路を活かすことへ」を基本理念に、

既存道路の機能充実を図ってまいります。各総合支所管内の道路の面積及び延長の割合

を基準に予算の配分を行い、市民の要望に迅速に対応するとともに適正な道路維持管理

と交通安全施設整備を実施いたします。

道路改良については、合併前３年間の道路予算・市道延長・市道の未改良延長のほか、

新たに「人口の割合」の項目を加えた基準により、他事業で行っている道路事業との調

整を図りながら、個々の路線の必要性や緊急度を勘案した予算配分としております。

なお、「大仙市経済・雇用・生活緊急対策本部」の第２次行動計画に基づき、内小友

小学校の通学路となっている宮林線については、地方特定道路整備事業により債務負担

行為を設定し、前倒しで発注しております。

西仙北インターチェンジについては、無人でＥＴＣ専用のスマートインターチェンジ

に転換するにあたり、昨年６月３０日に国土交通大臣から事業の許可を受け、道路工事

や電気設備工事等を進めてまいりましたが、今後も平成２２年度中の供用開始に向け、

東日本高速道路株式会社と連携を図りながら整備を進めてまいります。

大曲駅前第二地区土地区画整理事業については、仮換地指定に伴う建物移転や借家人

補償などを行い、都市計画道路通町線の新設工事、大曲通町地区・大曲黒瀬町地区の整
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地工事及び大花町地区の区画整理道路新設工事を実施いたします。これにより大曲中通

町をはじめとするＪＲ奥羽本線西側の地区については、予定していた支障物件の移転が

すべて完了する見通しであります。

また、都市計画道路中通線については、鉄道をアンダーパスする区間の早期供用開始

を目指し、大曲黒瀬町側の整備を進めてまいります。

まちづくり交付金事業については、事業最終年度を迎える大曲駅周辺地区において、

幹線道路福田西線の道路整備のほか、地区内の良好な居住環境を創出するための「しあ

わせ公園」の施設工事、また、継続費による「地域交流センター」の建築工事を実施い

たします。

上水道事業については、「大仙市経済・雇用・生活緊急対策本部」の第２次行動計画

に基づき、平成２２年度事業として予定していた配水管拡張改良工事４件を前倒しで発

注しております。

また、継続事業として秋田県が実施する大曲橋架け替えに伴う上水道施設の移転につ

いては、取水口躯体工事、管理棟・車庫棟建設工事、取水施設機械電気設備工事及び導

・配水管布設工事を実施する予定となっております。

簡易水道事業については、継続補助事業の西仙北地域大沢郷地区が配水管布設工事と

第２送水ポンプ設備工事、第２配水池築造工事及び電気計装設備工事を実施いたします。

平成２１年度までの事業費ベースでの進捗率は約６６％となる見込みで、昨年１２月末

時点での加入率は７６．７％、実際に接続して給水を開始している戸数は２２１戸であ

り、計画区域内全戸数の４５．６％となっております。継続費の一括工事として発注し

ていることから、現地の工事は予定よりかなり早く進捗しており、平成２２年度前半に

は第２配水区も含めた全域への給水が可能となる見込みであります。

また、平成２２年度が最終年度の仙北地域戸地谷地区については、配水管布設工事を

実施し、給水管接続工事の進捗に合わせて順次給水を開始いたします。

なお、平成２１年第３回市議会定例会でご承認いただいた改定水道料金については、

市民の皆様への周知活動を行い、本年７月１日から適用することとしております。今後

とも安全で安心な水道水を安定的に供給するため、施設の維持及び経営基盤の強化を

図ってまいります。

下水道等の整備については、水質の保全を図り、快適で環境にやさしい生活環境を創

出するため、公共下水道事業により大曲、神岡、中仙、南外の４地域の管路工事を引き
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続き進めてまいります。

農業集落排水事業については、太田地域の三本扇地区において、平成２３年度の供用

開始を目指し、処理施設の建設工事と管路工事を進めてまいります。また、大曲地域の

角間川地区においては、処理施設の下部工事と管路工事を引き続き実施してまいります。

地域公共交通については、平成２０年２月に「大仙市の新しい地域公共交通計画」を

策定し、乗り合いタクシーやコミュニティバスなどの運行により、高齢者等交通弱者の

足の確保に努めておりますが、本市における主な公共交通機関である生活バス路線も利

用者の大幅な減少から路線の廃止や減便が相次いでおります。このため、平成２２年度

においては、廃止３路線の代替として乗り合いタクシーを実証運行してまいります。

また、鉄道に関しては、奥羽本線及び田沢湖線の利用者の意見等を踏まえ、定期的に

関係機関へ要望しながら、ダイヤの改正や列車の増発、到達時間の短縮などの実現に努

めてまいります。

なお、同計画は平成２２年度で終了することから、これまでの運行実態を検証すると

ともに今後の地域公共交通のあり方について、各地域協議会からの意見等も踏まえなが

ら検討を加え、平成２７年度までを期間とする新たな計画を策定いたします。

次に、環境・安全分野についてであります。

桜守プロジェクト事業については、市の誕生以来、「市民との協働のまちづくり」を

積極的に進めてまいりましたが、新たな市民と行政の協働のモデルケースとして取り

組んでいこうとする事業であります。

市全域を対象に、地域住民やボランティアのほか、事業者、行政の連携により、樹勢

の衰えが見られる桜を守り育む仕組みづくりを進めるとともに、八乙女公園周辺の桜再

生事業を実施するほか、地域の身近な桜の保全活動を啓発するとともに桜の手入れに関

する講習会等を開催し、市民の桜に関する関心を高め、幅広くプロジェクトへの参加を

呼びかけてまいります。

生物実態調査については、自然と人間の共生のため、県の緊急雇用創出臨時対策基金

事業を活用して市内全地域で動植物の調査を行い、今後のまちづくりや環境学習などの

環境施策に活かしてまいります。

住宅環境の整備については、大仙市耐震改修促進計画に基づき、地震による木造住宅

の倒壊等の災害を未然に防止し、市民生活の安全を確保するため、建築物耐震診断等事

業を引き続き推進してまいります。
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また、継続費の設定により本年度から取り組んでいる住宅マスタープランの策定につ

いては、平成２２年度の完成に向け作業を進めてまいります。

地域住宅交付金事業については、西仙北地域の北ノ沢市営住宅２棟４戸の建築工事、

外構工事及び駐車場の整備を引き続き実施いたします。

また、住宅関連における建築確認申請事務については、昨年９月より準備室を立ち上

げ作業を進めてまいりましたが、本年４月１日から業務を開始いたします。

事業最終年度となる仙北ふれあい公園の整備については、第２駐車場及び体育館周辺

の整備を進めてまいります。また、市単独事業として実施している大曲地域の飯田沼つ

り公園の整備については、地権者と沼地部分の無償譲渡契約を本年度締結しており、引

き続き板柵護岸工事を実施してまいります。

粗大ごみ収集については、高齢社会が進行していることから、高齢者世帯へ配慮した

戸別収集体制を導入いたします。また、排出者責任の明確化、負担の公平性の観点から、

一部地域で実施している有料化を全市に拡大し、ごみの減量化に努めてまいります。

家庭系廃食用油回収については、限りある資源を大切にするため全地域で実施し、バ

イオディーゼル燃料に精製し、軽油の代替燃料として活用してまいります。

交通安全対策については、交通事故の件数、死傷者ともに前年に比べ増加しているこ

とから、大仙警察署等関係機関・団体との連携を強化して、事故撲滅に向け取り組んで

まいります。

交通安全推進集会については、開催を各地域持ち回りとしておりますが、第２回目と

なる本年は神岡地域で開催し、交通事故のない安全・安心なまちづくりを目指します。

また、高齢者等歩行者の道路横断時の注意点を確認いただくため、秋田大学工学資源

学部と市内の電子部品製造・検査企業でありますエーピーアイ株式会社が共同開発し、

製品化した、３面スクリーンでバーチャル・リアリティにより道路横断が体験できる

「歩行環境シミュレータ」を導入いたします。この仕組みは、動きを記録するモー

ションキャプチャー技術を使い、体験者に付けたセンサーで横断中の頭部の動きなどを

正確に記録し、安全確認の様子などを再生し検証することで、体験者自らが注意点を理

解し、実際の道路の横断に活かしてもらうものであります。

第３回目となる安全安心まちづくり推進大会については、市民協働による安全で安心

なまちづくりを目指し、７月に大曲市民会館小ホールで開催いたします。

消防団員の確保については、消防団協力事業所制度の周知、女性の入団促進や退団Ｏ
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Ｂの活用を図る消防団協力員の取り組みを進めてまいります。

老朽化が進む火の見櫓については、大曲地域において５カ所撤去するとともに、西仙

北地域において老朽化した小型動力ポンプ１台を更新してまいります。

地域情報化の推進につきましては、国庫補助事業である地域情報通信基盤整備推進交

付金及び地域活性化・公共投資臨時交付金を活用し、市内の未整備地域を対象に光ケー

ブルを敷設して情報通信基盤の環境整備を行い、超高速・大容量のデータ通信ができる

ネットワークサービスの提供と地上デジタルテレビ放送の難視聴地域の解消を図ってま

いります。市が整備する区域については、大曲地域の内小友・大川西根・角間川・藤木

地区、西仙北地域の土川地区の一部と大沢郷・強首地区、中仙地域の豊岡地区、協和地

域と南外地域の全域、仙北地域の払田・堀見内・板見内・横堀地区、太田地域の全域と

しており、それ以外の区域については通信事業者が整備する予定となっております。

携帯電話の不感地域解消事業については、西仙北地域の土川鬼頭地区と大沢郷立倉・

上戸川地区及び南外地域の十二ヶ沢地区に移動通信用鉄塔施設を整備し、「いつでも、

どこでも、だれでもが」情報通信技術の恩恵を受けられるよう、格差のない情報化社会

の構築を目指してまいります。

男女共同参画については、市民や事業所を対象に意識高揚や知識習得のための啓発活

動を推進するほか、講座や研修会を通じて男女共同参画のまちづくりに努めてまいりま

す。

国際交流の促進については、韓国青少年北ソウル連盟や韓国ＬＡＢＯから派遣される

青少年を受け入れるほか、友好交流都市の唐津郡へ中学生を派遣するなど学校交流の実
たんじんぐん

施や次世代の担い手交流を視野に入れた大綱引き交流を進めてまいります。また、「国

際交流に関する連携プログラム協定書」に基づき、国際教養大学の留学生と市内小・中

学校の児童生徒並びに幼稚園・保育園の園児が、学校行事などを通した交流を進めてま

いります。

大仙市総合計画については、その基本計画部分に係る期間が平成２２年度をもって終

了することから、これまでの５カ年を検証し、今後を見据えた平成２７年度までの後期

基本計画並びに実施計画を策定してまいります。

旅券発給申請事務については、旅券法の改正に伴い、旅券事務の一部が県から市に権

限移譲されることから、平成２２年１０月に発給申請の受理と交付の窓口を市役所大曲

庁舎の市民課に設置いたします。現在、申請手続きについては、戸籍謄本などの諸証明
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を市役所で発行を受けてから仙北地域振興局などの県の窓口に申請することになってお

りますが、今後は市民課１カ所で手続きが完了する「ワン・ストップサービス」が可能

となるほか、県とのオンライン接続の都合により、申請は午後５時までとなるものの、

交付については市民課窓口が平日の午後７時まで時間延長しておりますので、市民の利

便性が一層図られるものと考えております。

小規模集落コミュニティ対策については、昨年１２月に小規模集落コミュニティ対策

会議から提出された提言を受け、試験的に集落支援員を設置し、集落点検や話し合いに

よって、コミュニティ機能の再生・活性化につながる支援策を検討・実施することで集

落の維持・活性化を目指してまいります。また、隣接集落との連携によるコミュニティ

機能の維持・活性化や災害時における孤立化を防止するため、平成２１年度から工事に

着手している協和地域宮田集落を通る市道の整備は、平成２３年度の完成を目指し、引

き続き実施してまいります。

ふるさと納税については、関係各位のご理解とご協力により、平成２１年度に寄せら

れた寄附金額は１月末現在で４２件の６２８万３千円であり、県内の自治体の中では最

も多い金額となっております。このご協力をいただいた寄附金を積み立てている「ふる

さと応援基金」については、平成２０年度分と合わせますと約１，１５２万円となるこ

とから、平成２２年度においては、基金条例に定めた目的に沿って使途を慎重に検討す

る作業を進めてまいります。

平成２２年度の施政方針及び施策の概要については以上でありますが、日本経済は一

昨年のアメリカの金融危機に端を発する世界的な経済危機から徐々に立ち直りつつある

と言われておりますが、本市を含む地方都市ではまだまだ厳しい状況にあり、市が「今

できること」、市が「今やらなければならないこと」を一つ一つ実施しながら「市民の

生活の安定」、「地域経済の安定」に取り組んでまいりたいと存じます。

「大事をなさんと欲せば、小なる事をおこたらず勤むべし、小積りて大となればな

り」、これは江戸時代末期の篤農家であり改革者であった二宮尊徳の言葉でありますが、

大きな事を成し遂げるためには日々の小さな事の積み重ねが大切であることを説いてお

ります。市政運営においても「安心して暮らせる地域」、「誇りをもてる地域」を創造

するため、市民の声に常に耳を傾け、市民本位・市民主体の市政の推進に努めながら、

市民が安心して暮らせる郷土を未来に残してまいりたいと考えておりますので、市民の
あ す

皆様並びに議員各位のご支援・ご協力をお願い申し上げまして施政の方針とさせていた
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だきます。ありがとうございます。

○議長（児玉裕一君） 申し上げます。この際、暫時休憩いたします。本会議は午前１１

時２０分に再開いたします。

午前１１時１１分 休 憩

…………………………………………………………………………………………………………

午前１１時２０分 再 開

○議長（児玉裕一君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

○議長（児玉裕一君） 日程第５、議案第８号及び日程第６、議案第９号の２件を一括し

て議題といたします。

提案理由の説明を求めます。栗林市長。

○市長（栗林次美君）【登壇】 議案第８号及び議案第９号の人権擁護委員の候補者の推

薦につき意見を求めることについて、ご説明申し上げます。

本２件は、当市人権擁護委員のうち、高橋昭彦氏並びに小林和子氏の任期が、来る平

成２２年６月３０日をもって満了することから、その後任候補者について秋田地方法務

局から推薦の依頼がありましたので、両氏とも再推薦いたしたく、人権擁護委員法第６

条第３項の規定により、議会の意見を求めるものであります。

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご同意賜りますようお願い申

し上げます。

○議長（児玉裕一君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。議案第８号及び議案第９号の２件については、会議規則第３７条

第３項の規定により、委員会の付託を省略したいと思います。これにご異議ありません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） ご異議なしと認めます。よって本２件については、委員会の付託

を省略することに決しました。

これより討論に入ります。討論はありませんか。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） 討論なしと認めます。

これより議案第８号及び議案第９号の２件を一括して採決いたします。本２件は同意

と決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） ご異議なしと認めます。よって本２件は、同意することに決しま

した。

○議長（児玉裕一君） 次に、日程第７、議案第１０号から日程第１２、議案第１５号ま

での６件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。老松総務部長。

○総務部長（老松博行君）【登壇】 それでは、ご説明申し上げます。

はじめに、お手元の資料Ｎｏ．１の議案書をご覧いただきたいと思います。

議案書の３ページになります。

議案第１０号、工事請負契約の変更について、ご説明申し上げます。

本案は、大曲中学校屋内体育館建設（建築）工事につきまして、建築確認申請の際に

行った構造計算等の再検証の結果、構造補強等の設計変更を行ったところであり、これ

に伴い工事費を当初契約の７億１，８２０万円から７億５，６３５万９，１００円に増

額する必要が生じたことから、大仙市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処

分に関する条例第２条の規定により、議会の議決をお願いするものであります。

次に、４ページになります。

議案第１１号、平成２１年度大仙市介護老人保健施設介護サービス事業特別会計への

繰入額の変更について、ご説明申し上げます。

本案は、平成２１年度大仙市介護老人保健施設介護サービス事業特別会計に対し、平

成２１年度大仙市一般会計から繰り入れる額を、既に議会の議決をいただいている１億

２８１万５千円以内から１億７，８０８万８千円以内に改めることについて、地方財政

法第６条の規定により議会の議決をお願いするものであります。

続きまして、お手元の資料Ｎｏ．２の大仙市補正予算書〔３月補正〕、薄い方の補正

予算書をご覧いただきたいと思います。

１ページになります。
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議案第１２号、平成２１年度大仙市一般会計補正予算（第１２号）について、ご説明

申し上げます。

今回の補正予算は、国の平成２１年度第２次補正予算で創設された「地域活性化・き

め細かな臨時交付金」で実施する事業及び除雪経費について補正を行うものであり、歳

入歳出予算の総額に、それぞれ１０億５５９万円を追加し、補正後の予算総額を４９８

億６，６６０万１千円とするものであります。

なお、繰越明許費の補正につきましては、市庁舎整備事業費（きめ細かな分）ほか

２１件を設定するものであります。

それでは、補正予算の概要について、事項別明細書により歳入から順にご説明申し上

げます。

９ページになります。

１０款地方交付税は、特別交付税として２億１７６万１千円の補正。

１４款国庫支出金は、８億３８２万９千円の補正。

総務費国庫補助金は、地域活性化・きめ細かな臨時交付金として６億４，４４４万７

千円の補正であります。

教育費国庫補助金は、小学校費及び中学校費の耐震化事業における安全・安心な学校

づくり交付金として１億５，９３８万２千円の補正であります。この補助金は、きめ細

かな臨時交付金の対象事業の財源となっているものであります。

１０ページになります。

歳出についてご説明申し上げます。

なお、歳出の各事業の名称の終わりには「（きめ細かな分）」と記載されております

が、説明の際には読み上げを割愛させていただきますので、ご了承いただきたいと存じ

ます。

２款総務費は、３，７３０万６千円の補正であります。

内容といたしまして、市庁舎整備事業費は、大曲庁舎の屋上改修及び南庁舎のエア

コン更新工事などとして６９０万１千円の補正、健康文化活動拠点センター改修事業費

は、ペアーレ大仙の工芸室及び調理室に係る改修費として３，０４０万５千円の補正で

あります。

３款民生費は、７，７０３万２千円の補正であります。

内容といたしまして、世代交流福祉施設管理費は、協和地域の中淀川世代交流福祉館
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の浴槽改修経費として５１万８千円の補正、介護老人保健施設介護サービス事業特別会

計繰出金は、幸寿園及び八乙女荘のスプリンクラー設置工事費などに係る繰出金として

７，５７４万２千円の補正、老人デイサービス事業特別会計繰出金は、協和支援ハウス

デイサービス棟冷温水発生装置の修繕に係る繰出金として７７万２千円の補正でありま

す。

１２ページになります。

４款衛生費は、大曲保健センターの消防設備・天井・床などの改修工事費に係る保健

センター整備事業費として１１１万１千円の補正であります。

６款農林水産業費は、２，５５５万４千円の補正であります。

主な内容といたしまして、快適居住環境整備事業費は、大曲地域及び南外地域の農業

用用排水路等の水質保全などに係る経費として４４１万３千円の補正、農業者研修施設

等整備事業費は、南外地域及び太田地域の農業者研修施設等の下水道接続工事などに係

る経費として４１９万円の補正、就業改善センター改修事業費は、太田地域中里温泉の

空調設備の改修工事費などとして９００万６千円の補正、林道整備事業費は、協和地域

及び南外地域の林道改良工事に係る経費として７００万円の補正であります。

１４ページになります。

７款商工費は、５，８７０万円の補正であります。

内容といたしまして、産業展示館改修事業費は、屋根改修などに係る経費として

１０９万７千円の補正、観光施設整備事業費は、神岡地域の嶽の湯、西仙北地域のユメ

リアなど６カ所の観光施設の改修に係る経費として５，７６０万３千円の補正でありま

す。

８款土木費は、３億８７２万５千円の補正であります。

主な内容といたしまして、除雪対策費は出動回数の増見込みにより１億５，０１３万

８千円の補正、道路維持管理費は、各地域における側溝改良及び舗装補修工事に係る経

費として１億１，０１７万３千円の補正、橋梁維持費は橋梁塗装及び補修に係る経費と

して１，８０７万７千円の補正、交通安全施設整備費は、道路区画線工事などに係る経

費として２，１７５万円の補正。１６ページになります。市営住宅維持管理費は、大曲

地域及び協和地域の市営住宅に係る改修工事費として４０８万９千円の補正であります。

９款消防費は、大曲地域及び西仙北地域の防火水槽設置工事費及び協和地域の消防サ

イレン塔設置工事費として、消防施設・設備整備費について１，２５３万円の補正であ



- 30 -

ります。

１８ページになります。

１０款教育費は、４億８，４６３万２千円の補正であります。

主な内容といたしまして、小・中学校費における校舎等維持補修及び施設整備費は、

校舎等修繕及びプール改修工事費などとして、小学校費において８，６５０万円、中学

校費においては６，４５０万円の補正、学校施設耐震化事業費は、小学校費において大

曲小学校第１体育館・藤木小学校体育館・中仙小学校体育館・豊岡小学校体育館・清水

小学校校舎、中学校費におきましては平和中学校体育館・豊成中学校体育館・協和中学

校校舎及び体育館・仙北中学校体育館のそれぞれの耐震化補強工事に係る経費として、

小学校費は１億４，７８３万２千円、中学校費では１億１，７７２万７千円の補正であ

ります。公民館維持補修及び施設整備費は、サンクエスト大曲及び西仙北中央公民館な

どの維持補修経費として１，０７７万円の補正、体育施設維持補修及び施設整備費は、

協和野球場改修工事及び南外体育館改修工事費などとして３，３８７万７千円の補正で

あります。

以上が一般会計分です。

次に、議案第１３号、平成２１年度大仙市介護老人保健施設介護サービス事業特別会

計補正予算（第４号）につきましては、地域活性化・きめ細かな臨時交付金による幸寿

園と八乙女荘へのスプリンクラー設置工事費及び八乙女荘の暖房機等の修繕経費につい

て補正するものであります。

歳入歳出予算の総額に、それぞれ７，５７４万２千円を追加し、補正後の予算総額を

９億６５０万５千円とするものであります。

なお、あわせて繰越明許費の設定をするものであります。

２５ページをご覧いただきたいと思います。

歳入４款繰入金は、一般会計繰入金として７，５７４万２千円の補正。

２６ページになります。

歳出１款総務費は、地域活性化・きめ細かな臨時交付金を活用し、幸寿園及び八乙女

荘のスプリンクラー設置工事などに係る一般管理費として７，５７４万２千円の補正で

あります。

次に、議案第１４号、平成２１年度大仙市老人デイサービス事業特別会計補正予算

（第４号）につきましては、地域活性化・きめ細かな臨時交付金による協和支援ハウス
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デイサービス棟の冷温水発生装置の修繕経費について補正するものであります。

歳入歳出予算の総額に、それぞれ７７万２千円を追加し、補正後の予算総額を１億

６，４６６万１千円とするものであります。

なお、あわせて繰越明許費の設定をするものであります。

３３ページをご覧いただきたいと思います。

歳入４款繰入金は、一般会計繰入金として７７万２千円の補正であります。

３４ページになります。

歳出１款総務費は、地域活性化・きめ細かな臨時交付金を活用し、協和支援ハウスの

デイサービス棟の冷温水発生装置の修繕に係る一般管理費として７７万２千円の補正で

あります。

次に、議案第１５号、平成２１年度大仙市スキー場事業特別会計補正予算（第５号）

につきましては、協和スキー場の入込客数の増加見込みに伴う運営経費等の補正であり

ます。

歳入歳出予算の総額に、それぞれ３７１万６千円を追加し、補正後の予算総額を２億

４，８４４万円とするものであります。

４０ページをご覧いただきたいと思います。

歳入１款使用料及び手数料は、スキーリフト運賃などとして２００万８千円の補正。

４款諸収入は、売店収入及び食堂収入などとして１７０万８千円の補正であります。

歳出２款事業費は３７１万６千円の補正であります。

内容といたしまして、スキー場運営費は協和スキー場の入込客数の増加見込みに伴う

運営経費として２８９万８千円の補正、リフト運転費は協和スキー場リフト修繕等に係

る経費として８１万８千円の補正であります。

以上、提出議案につきまして一括してご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、

ご承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（児玉裕一君） これより質疑に入ります。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） 質疑なしと認めます。

ただいま議題となっております議案第１０号から議案第１５号までの６件は、お手元

に配付の議案付託表のとおり、それぞれ所管の常任委員会に付託いたします。

各常任委員会審査のため、暫時休憩いたします。
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なお、本会議の再開時刻は追って連絡いたします。

午前１１時３６分 休 憩

…………………………………………………………………………………………………………

午後 ２時１９分 再 開

○議長（児玉裕一君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

○議長（児玉裕一君） 日程第７、議案第１０号及び日程第８、議案第１１号の２件を一

括して再び議題といたします。

本２件に関し、委員長の報告を求めます。教育福祉常任委員長１３番金谷道男君。は

い、１３番。

○教育福祉常任委員長（金谷道男君）【登壇】 休憩前の本会議において、当常任委員会

に審査付託となりました事件につき、委員会を開催し、慎重審査いたしましたので、そ

の経過及び結果についてご報告いたします。

議案第１０号「工事請負契約の変更について」につきましては、当局からの内容説明

に対し、質疑において「最終的に確認申請が下りるまで何カ月の期間があったのか。ま

た、工事がストップしている間の補償については、今回増額された金額の中に算定され

ているのか。」との質問があり、当局からは「当初は５月１日付けとなっていたものが

１０月７日に変更となり、５カ月延びたことになる。なお、その間の補償については、

今回の増額の中には含まれていない。」との答弁がありました。

その他に質疑等はなく、採決の結果、出席委員の一致をもって、本件は同意すべきも

のと決しました。

次に、議案第１１号「平成２１年度大仙市介護老人保健施設介護サービス事業特別会

計への繰入額の変更について」につきましては、当局からの内容説明を了とし、採決の

結果、出席委員の一致をもって、本案は原案のとおり可決すべきものと決しました。

以上で報告を終わります。

○議長（児玉裕一君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論はありませんか。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） 討論なしと認めます。

これより、ただいま議題となっております案件中、議案第１０号を採決いたします。

本件に対する委員長報告は同意であります。本件は、委員長報告のとおり決することに

ご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） ご異議なしと認めます。よって本件は、同意することに決しまし

た。

次に、ただいま議題となっております案件中、議案第１１号を採決いたします。本件

に対する委員長報告は原案可決であります。本件は、委員長報告のとおり決することに

ご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） ご異議なしと認めます。よって本件は、原案のとおり可決されま

した。

○議長（児玉裕一君） 次に、日程第９、議案第１２号を再び議題といたします。

本件に関し、各委員長の報告を求めます。はじめに、総務民生常任委員長１４番武田

隆君。はい、１４番。

○総務民生常任委員長（武田 隆君）【登壇】 総務民生常任委員会に審査付託となりま

した事件について、本会議休憩中に委員会を開催し、慎重審査いたしましたので、その

経過及び結果についてご報告いたします。

議案第１２号「平成２１年度大仙市一般会計補正予算（第１２号）」のうち、当委員

会に付託となりました所管する歳入歳出予算につきましては、当局からの補正予算の内

容説明に対し、質疑において「きめ細かな臨時交付金事業については、市内の業者に仕

事が下りる予算と思うが、発注の基準はあるのか。」との質問があり、当局からは「現

時点では、はっきりした基準は持っていないが、小さな金額の事業については市内の小

規模修繕契約業者を対象とした発注を考えている。」との答弁がありました。

なお、委員から「予算書の歳出の説明について、事業内容が具体的にわかる説明書を

提出してほしい。」との要望があり、当局からは「今後は資料を提出する。」との説明

がありました。
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討論はなく、採決の結果、出席委員の一致をもって、本件は原案のとおり可決すべき

ものと決した次第であります。

以上で報告を終わります。

○議長（児玉裕一君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） 質疑なしと認めます。

次に、企画産業常任委員長２５番橋村誠君。はい、２５番。

○企画産業常任委員長（橋村 誠君）【登壇】 休憩前の本会議において、当常任委員会

に審査付託となりました事件につきまして、委員会を開催し、慎重審査いたしましたの

で、その経過及び結果についてご報告いたします。

議案第１２号「平成２１年度大仙市一般会計補正予算（第１２号）」につきましては、

当局からの内容説明に対し、質疑において、委員から「健康文化活動拠点センター改修

事業では、ペアーレ大仙の駐車場部分に増築を行うとしているが、利用者の不便となる

ことはないか。」との質問があり、それに対して当局からは「増築により減る駐車ス

ペースは６台分であり、大きな影響はないと考えている。料理教室・陶芸教室等に利用

できる作業室に改修することにより利用者増を図りたい。」との答弁がありました。

また、「西仙北ぬく森温泉ユメリア空調機器改修工事では、機能低下・動作不能を起

こした室外機４台を全面改修するとしているが、適切な維持管理をしていればこのよう

な事態を防げたのではないか。」との質問があり、それに対して当局からは「適切な管

理を行ってきたが、現在のメーカーが撤退したことにより、部品の供給ができなくなっ

た状況のため今回改修するものである。今後とも適正な維持管理に努めたい。」との答

弁がありました。

また、「この工事は３，０００万円を超える予算が計上されているが、業者の選定は

どのように行うのか。」との質問があり、それに対して当局からは「工事の発注業務を

総合支所で行うことになるが、本庁でも精査し、契約検査課と協議しながら適正に行い

たい。」との答弁がありました。

その他、２、３の質問がありましたが、当局説明を了とし、討論はなく、採決の結果、

本件は出席委員の一致をもちまして、原案のとおり可決すべきものと決した次第であり

ます。
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以上、報告を終わります。

○議長（児玉裕一君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） 質疑なしと認めます。

次に、教育福祉常任委員長１３番金谷道男君。はい、１３番。

○教育福祉常任委員長（金谷道男君）【登壇】 ご報告いたします。

議案第１２号「平成２１年度大仙市一般会計補正予算（第１２号）」のうち、当委員

会に審査付託となりました所管する予算につきましては、当局からの補正内容の説明に

対し、質疑において「体育館の耐震補強について、補強後のＩｓ値はどのくらいか。ま

た、どのような形で補強を行うのか。」との質問があり、当局からは「補強後のＩｓ値

はそれぞれの施設によって異なるが、今後進めるすべての施設については、文部科学省

の耐震基準である０．７以上となるように設定している。ただ、南外西小学校の体育館

については補強が難しく、Ｉｓ値は０．６１５となるが、国土交通省の耐震基準である

０．６以上となっており、通常の耐力としては妥当なものである。また、補強の方法に

ついては、ほとんどの体育館の場合、柱脚の補強と壁や屋根に入っている筋交いを増や

す工事となっている。」との答弁がありました。

その他、２、３の質疑がありましたが、いずれも当局説明を了とし、採決の結果、出

席委員の一致をもって、本案は原案のとおり可決すべきものと決しました。

以上で報告を終わります。

○議長（児玉裕一君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） 質疑なしと認めます。

次に、建設水道常任委員長１８番佐藤芳雄君。はい、１８番。

○建設水道常任委員長（佐藤芳雄君）【登壇】 ご報告いたします。

休憩前の本会議において、当委員会に審査付託になりました事件につき、委員会を開

催し、慎重審査いたしましたので、その経過及び結果についてご報告いたします。

議案第１２号「平成２１年度大仙市一般会計補正予算（第１２号）」のうち、当委員

会に審査付託となりました所管する歳出予算につきましては、当局からの補正予算の内
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容説明後、質疑において「市道の舗装修繕や側溝修繕等の発注方法は、どのような考え

を持っているのか。」との質問があり、当局からは「小規模な工事発注というものを前

提にしており、１件当たり５０万円以上２００万円程度を目途として工区を設定し、そ

れに基づいて各総合支所から箇所付けをしていただいた。道路修理や側溝改良などはも

ちろんであるが、地域からの要望の多いオーバーレイなどの舗装工事は業者が特定され

てくるが、土工などの工種がある場合は地元の業者も仕事ができるよう指導していきた

い。」との答弁でした。

また、委員からは「平成２０年度決算特別委員会で審査意見として述べたとおり、工

事費の請負差額などで地域からの要望の多い側溝改良や交通安全施設工事に流用できる

のか。」との質問には「２１年度道路維持管理費の不用額になるものについては、緊急

性に応じて対応するように各総合支所に指示している。」との答弁でした。

討論はなく、採決の結果、出席委員の一致をもって、本件は原案のとおり可決すべき

ものと決した次第であります。

報告を終わります。

○議長（児玉裕一君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） 討論なしと認めます。

これより、議案第１２号を採決いたします。本件に対する各委員長報告は原案可決で

あります。本件は、各委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） ご異議なしと認めます。よって本件は、原案のとおり可決されま

した。

○議長（児玉裕一君） 次に、日程第１０、議案第１３号から日程第１２、議案第１５号

までの３件を一括して再び議題といたします。

本３件に関し、委員長の報告を求めます。教育福祉常任委員長１３番金谷道男君。は
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い、１３番。

○教育福祉常任委員長（金谷道男君）【登壇】 ご報告いたします。

議案第１３号「平成２１年度大仙市介護老人保健施設介護サービス事業特別会計補正

予算（第４号）」及び議案第１４号「平成２１年度大仙市老人デイサービス事業特別会

計補正予算（第４号）」の２議案につきましては、関連があるため一括審査いたしまし

た。

当局からの補正予算の内容説明に対し、質疑において「今回、八乙女荘と幸寿園にス

プリンクラーを設置する予算を計上しているが、その他の施設はどうなっているの

か。」との質問に対し、当局からは「民営施設については国の補助が適用されるが、市

営の施設については補助の対象外となる。市営施設のうち峰山荘については、来年度、

大仙ふくし会に移行するが、消防署の指導によって新設までの間、特例基準により設置

義務が猶予されることになっている。また、もう一つの直営施設である南外地域の福寿

園については、２３年度に法人に移行するため、法人において国の補助事業を適用して

スプリンクラーを設置する予定である。」との答弁がありました。

その他、２、３の質疑がありましたが、いずれも当局説明を了とし、採決の結果、出

席委員の一致をもって、本２案は原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、議案第１５号「平成２１年度大仙市スキー場事業特別会計補正予算（第５

号）」につきましては、当局からの補正内容の説明に対し、質疑において「入込数が大

幅に増加した原因について」の質問があり、当局からは「シングルリフトをペアリフト

に替えたことにより、親子や友人同士で一緒に乗って滑ることができるという点や美山

荘の食堂、休憩室、トイレ等を改修したことによって環境が整備され、リピーターが増

えたこと、また、今シーズンは特に土日の天候に恵まれたことなどが考えられる。」と

の答弁がありました。

その他、２、３の質疑がありましたが、いずれも当局説明を了とし、採決の結果、出

席委員の一致をもって、本案は原案のとおり可決すべきものと決しました。

以上で報告を終わります。

○議長（児玉裕一君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） 質疑なしと認めます。
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これより討論に入ります。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） 討論なしと認めます。

これより、議案第１３号から議案第１５号までの３件を一括して採決いたします。本

３件に対する委員長報告は原案可決であります。本３件は、委員長報告のとおり決する

ことにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） ご異議なしと認めます。よって本３件は、原案のとおり可決され

ました。

○議長（児玉裕一君） 次に、日程第１３、議案第１６号から日程第６３、議案第６６号

までの５１件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。老松総務部長。

○総務部長（老松博行君）【登壇】 それでは、ご説明申し上げます。

最初に、お手元の資料のうち、資料Ｎｏ．１の議案書をご覧いただきたいと思います。

５ページと６ページになります。

議案第１６号、大仙市地域自治区の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定

について、ご説明申し上げます。

本案は、大曲総合支所出張所につきまして、公共施設の見直しの一環として、花館、

内小友、大川西根、藤木、四ツ屋及び角間川の６出張所すべてを廃止するものであり、

平成２２年４月１日から施行することとしております。

次に、７ページ・８ページになります。

議案第１７号、大仙市移動通信用鉄塔設置条例の一部を改正する条例の制定につきま

しては、西仙北地域並びに協和地域に整備中の移動通信用鉄塔を平成２２年度から供用

を開始するため、名称及び位置を条例規定するもので、平成２２年４月１日から施行す

ることとしております。

また、西仙北大沢郷八木山円行寺無線局の位置について、敷地の分筆登記の完了に伴

い地番を変更するものであり、これについて公布の日から施行することとしております。

次に、９ページ・１０ページになります。

議案第１８号、大仙市職員定数条例の一部を改正する条例の制定について、ご説明申
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し上げます。

本案は、市の職員定数につきまして、大仙市第１次定員適正化計画に基づくこれまで

の削減成果を踏まえ、病院事業以外の市長部局にあっては１５６人、教育委員会の事務

部局にあっては３１人、それぞれ定数を減ずるものであります。

また、市立大曲病院につきましては、診療報酬に係る施設基準を安定的に満たすこと

などのため、現在、嘱託職員や臨時職員である医師、看護師及び介護職員について、定

数に算入される正職員を配置するとともに、精神保健福祉士を増員する必要があること

から、定数を１４人増加させるものであります。

これによりまして現行の１，４９０人の定数を１，３１７人とするものであり、平成

２２年４月１日から施行することとしております。

次に、１１ページと１２ページになります。

議案第１９号、大仙市議会の議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部を改正

する条例の制定について、ご説明申し上げます。

本案は、市議会議長、副議長及び議員の議員報酬月額につきまして、平成２１年度に

おきましてはそれぞれ３万６千円、３万３千円、３万１千円を減じておりますが、平成

２２年度におきましてもそれぞれ同額を減ずるものであり、平成２２年４月１日から施

行することとしております。

次に、１３ページから１８ページまでとなります。

議案第２０号から議案第２２号までの３件につきましては、関連がありますので一括

してご説明申し上げます。

市長、副市長、教育長並びに常勤監査委員の給料月額につきましては、平成２１年度

におきまして、市長にあっては１２万７千円、副市長にあっては８万５千円、教育長に

あっては５万６千円、常勤監査委員にあっては４万４千円をそれぞれ減ずる単年度の臨

時措置を講じておりますが、平成２２年度からは減額後の額を本則の給料月額とするも

のであり、平成２２年４月１日から施行することとしております。

次に、１９ページから２２ページまでになります。

議案第２３号、大仙市中仙地域農業総合管理施設条例の一部を改正する条例の制定に

ついて、ご説明申し上げます。

本案は、道の駅なかせんに併設している中仙地域農業総合管理施設、通称「こめこめ

プラザ」につきまして、管理運営を指定管理者に行わせるにあたり、平成２２年度から
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利用料金制度を導入するため必要な事項を定めるほか、所要の規定の整備を行うもので

あり、平成２２年４月１日から施行することとしております。

次に、２３ページ・２４ページになります。

議案第２４号、大仙市立太田緑地広場条例の一部を改正する条例の制定について、ご

説明申し上げます。

本案は、むらづくり交付金事業により太田地域に整備が完了した太田大清水、太田孫

清水、太田永代の３つの緑地広場について、平成２２年度から供用を開始するため、名

称及び位置を条例規定するものであり、平成２２年４月１日から施行することとしてお

ります。

次に、２５ページ・２６ページになります。

議案第２５号、大仙市肉用牛特別導入事業基金条例の一部を改正する条例の制定につ

いて、ご説明申し上げます。

本案は、国の三位一体改革に従い、この基金を構成する国の交付金相当分を平成１８

年から順次国に返還しておりますが、平成２１年度分の返還分である３８１万２千円を

基金の額から減ずるもので、平成２２年４月１日から施行することとしております。

次に、２７ページ・２８ページになります。

議案第２６号、大仙市児童館及び児童センターに関する条例の一部を改正する条例の

制定について、ご説明申し上げます。

本案は、大曲地域のいちょう児童館及び町口児童館並びに西仙北地域の浮島児童館の

３館について、公共施設見直し計画に基づき、地元自治会に譲渡するため、これらを廃

止するものであり、平成２２年４月１日から施行することとしております。

次に、２９ページから３２ページまでになります。

議案第２７号、大仙市老人憩の家条例の一部を改正する条例の制定についてご説明申

し上げます。

本案は、老人憩の家の利用対象者を若年層にまで拡大して、従来の高齢者向けの施設

機能に加え、世代間交流を通して共に助け合う地域づくりの推進を図るための拠点施設

とするため、名称の変更などを行うものであります。

また、協和地域峰吉川地区の協和老人憩の家につきましては、老朽化が著しく、同地

区の代替施設の利用も可能であることから、これを廃止するものであります。

このほか、所要の規定の整備などを行い、附則において所要の経過措置を規定すると
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ともに、大仙市老人憩の家使用料徴収条例の一部改正を行うものであり、平成２２年４

月１日から施行することとしております。

次に、３３ページと３４ページになります。

議案第２８号、大仙市公園条例の一部を改正する条例の制定について、ご説明申し上

げます。

本案は、まちづくり交付金事業により、協和地域の羽後境駅の東側に整備中の苅谷沢

中央公園について、平成２２年度から供用を開始するため、名称及び位置を条例規定す

るものであり、平成２２年４月１日から施行することとしております。

次に、３５ページと３６ページになります。

議案第２９号、大仙市小種共同墓地条例の一部を改正する条例の制定について、ご説

明申し上げます。

本案は、国土交通省の雄物川中流部改修事業に伴う西仙北地域の木売沢集落の集団移

転地である木売沢団地の造成事業のうち、共同墓地の造成が完了したことから、供用を

開始するため、名称、位置及び使用料を条例規定するものであり、使用料は１区画１１

万６千円とすることとしております。

またこの際、同趣旨で制定されている大仙市強首共同墓地設置条例と、この条例を一

本化するものであります。これに伴い、条例の題名を「大仙市共同墓地条例」とするほ

か、強首共同墓地に関する規定を追加し、附則において、大仙市強首共同墓地条例を廃

止するとともに所要の経過措置を設け、平成２２年４月１日から施行するものでありま

す。

次に、３７ページ・３８ページになります。

議案第３０号、大仙市奨学資金貸与条例の一部を改正する条例の制定について、ご説

明申し上げます。

本案は、有能な人材のふるさと就職を支援し、地域企業及び地域の活性化を図るとと

もに市内の定住人口の増加を図るため、平成２３年３月から平成２７年３月までに４年

制大学を卒業し、地元に就職する奨学生について、一定の条件のもとに奨学金の償還の

一部を免除するものであり、公布の日から施行することとしております。

次に、３９ページと４０ページになります。

議案第３１号、大仙市公民館条例の一部を改正する条例の制定について、ご説明申し

上げます。
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本案は、大曲地域の内小友公民館中山分館及び四ツ屋公民館松倉分館につきまして、

公共施設見直し計画に基づき地元自治会に譲渡するため、これらを廃止するものであり、

平成２２年４月１日から施行することとしております。

次に、４１ページ・４２ページになります。

議案第３２号、大仙市協和林業研修集会宿泊施設設置等に関する条例を廃止する条例

の制定について、ご説明申し上げます。

本案は、協和地域の落合林業会館につきまして、公共施設見直し計画に基づき、落合

自治会に譲渡するため廃止することに伴い、本条例を廃止するものであり、平成２２年

４月１日から施行することとしております。

次に、４３ページ・４４ページになります。

議案第３３号、大仙市国民健康保険出産費資金貸付基金条例を廃止する条例の制定に

ついて、ご説明申し上げます。

本案は、平成２１年１０月１日から出産育児一時金の医療機関等への直接支払制度が

導入されたことに伴い、医療機関等に支払うための資金を貸し付ける必要がなくなった

ことから、この基金を廃止するため本条例を廃止するものであり、平成２２年４月１日

から施行することとしております。

次に、４５ページと４６ページになります。

議案第３４号、内小友財産区財産維持管理基金条例及び大川西根財産区財産維持管理

基金条例の一部を改正する条例の制定について、ご説明申し上げます。

本案は、内小友財産区及び大川西根財産区におきまして、財源不足が生じた場合には

財産維持管理基金を取り崩して事業経費に充てることができるようにするため、基金の

額及び積立方法について、それぞれの特別会計予算で定めることとするものであり、公

布の日から施行することとしております。

次に、４７ページから５０ページまでになります。

議案第３５号、大仙市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び大仙市一般職の職員

の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について、ご説明申し上げます。

本案は、人事院勧告及び秋田県人事委員会勧告に伴い、職員の勤務時間を週４０時間

から３８時間４５分に、１日８時間から７時間４５分に短縮するとともに、月６０時間

を超える時間外勤務に係る時間外勤務手当の支給割合を１００分の１５０に引き上げ、

深夜の時間帯にあっては１００分の１７５に引き上げるものであります。
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また、これに伴う代休制度の新設など所要の規定の整備を行うほか、附則で大仙市職

員の育児休業等に関する条例などの一部改正を行うものであり、平成２２年４月１日か

ら施行することとしております。

次に、５１ページから５３ページまでになります。

議案第３６号、大仙市大曲地域農業集落排水事業受益者分担金に関する条例の制定に

ついて、ご説明申し上げます。

本案は、大曲地域の角間川地区農業集落排水事業に要する費用の一部に充てるため、

この事業による受益者から限度額を３０万円として分担金を徴収することとするもので

あります。

なお、大曲地域の農業集落排水事業分担金に関する条例は、合併時に旧大曲市の条例

を暫定施行しておりますが、この際、大仙市条例として既存の地区に関する分担金もあ

わせて新規制定することとし、附則において、大曲市農業集落排水事業受益者分担金徴

収条例を廃止するほか、所要の経過措置を設け、平成２２年４月１日から施行するもの

であります。

次に、５４ページから６０ページまでになります。

議案第３７号、辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について、ご説明申し上

げます。

本案は、中仙地域の栗沢辺地において、辺地対策事業債を活用した市道中仙１７号線

の改良舗装事業を実施するため、辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特

別措置等に関する法律に基づく総合整備計画を策定する必要があることから、同法第３

条第１項の規定により議会の議決をお願いするものであります。

次に、６１ページになります。

議案第３８号、高速自動車国道活用施設ぬく森プラザの指定管理者の指定について、

ご説明申し上げます。

本案は、指定期間の満了に伴い、引き続き西仙北温泉インター株式会社を指定するも

のであり、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決をお願いするもの

であります。

なお、指定の期間につきましては、平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日ま

での１年間としておりますが、西仙北インターチェンジがＥＴＣ専用のスマートイン

ターチェンジとして供用を開始される場合は、その前日までとしております。
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次に、６２ページになります。

議案第３９号、大仙市協和モーターサイクル場の指定管理者の指定について、ご説明

申し上げます。

本案は、指定期間の満了に伴い、引き続き合資会社鎌田タイヤを指定するものであり、

地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決をお願いするものであります。

なお、この施設は平成２２年度をもって廃止する予定であることから、指定の期間は

平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日までの１年間としております。

次に、６３ページになります。

議案第４０号、奥羽本線大曲駅構内中通こ道線（仮称）新設工事の施行に関する協定

の変更について、ご説明申し上げます。

本案は、東日本旅客鉄道株式会社と締結している協定について、工事費の精算に伴い、

協定金額を１２億９，２４８万３千円から１２億２，６４８万２，２８０円に減額する

必要があることから、大仙市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関す

る条例第２条の規定により議会の議決をお願いするものであります。

次に、６４ページから８６ページまでになります。

議案第４１号、市道の路線の認定及び廃止について、ご説明申し上げます。

本案は、道路新設や改良などの事業の完了に伴い、１５３路線を認定し、１４２路線

を廃止するものであります。

次に、８７ページと８８ページになります。

議案第４２号及び議案第４３号の各特別会計への繰入額の変更につきましては、関連

がありますので一括してご説明申し上げます。

本２件につきましては、簡易水道事業、特定環境保全公共下水道事業の各特別会計に

ついて、既に議会の議決をいただいている平成２１年度一般会計からの事業資金繰入額

の上限を変更する必要が生じましたので、地方財政法第６条の規定により議会の議決を

お願いするものであります。

各特別会計の変更額についてでありますが、簡易水道事業特別会計につきましては、

繰入額の上限を５８３万２千円引き上げ６億１，９８１万１千円以内に、特定環境保全

公共下水道事業特別会計につきましては、繰入額の上限を１０万１千円引き上げ３億

６，９１７万９千円とするものであります。

次に、８９ページから９８ページまでになります。
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議案第４４号から議案第５３号までの１０件につきましては、関連がありますので一

括してご説明させていただきます。

本１０件につきましては、公営企業会計等に係る事業の推進を図るため、平成２２年

度一般会計から事業資金を繰り入れることについて、地方財政法第６条の規定により議

会の議決をお願いするものであります。

各特別会計への繰入額についてでありますが、宅地造成事業特別会計は９７９万１千

円以内、簡易水道事業特別会計は６億２４９万４千円以内、公共下水道事業特別会計は

７億８３９万４千円以内、特定環境保全公共下水道事業特別会計は４億３，０４５万円

以内、特定地域生活排水処理事業特別会計は１，５３８万２千円以内、農業集落排水事

業特別会計は６億２，８４１万９千円以内、介護老人福祉施設介護サービス事業特別会

計は９，８４６万８千円以内、介護老人保健施設介護サービス事業特別会計は

８，０７５万７千円以内、老人デイサービス事業特別会計は５，５６７万２千円以内、

スキー場事業特別会計は１，８９１万８千円以内としております。

続きまして、お手元の資料のうち資料Ｎｏ．３の大仙市補正予算書〔３月補正〕、厚

い方の補正予算書をご覧いただきたいと思います。

１ページになります。

議案第５４号、平成２１年度大仙市一般会計補正予算（第１３号）について、ご説明

申し上げます。

今回の補正予算は、事業費の確定に伴う各特別会計への繰出金、財政調整基金積立金

及び長期債の利子軽減を図るための借換実施に伴う長期債元金償還金などに係る補正が

主なもので、歳入歳出予算の総額から、それぞれ１億６，６７１万３千円を減額し、補

正後の予算総額を４９６億９，９８８万８千円とするものであります。

また、継続費につきましては、契約額の確定に伴い、（仮称）大曲駅東地区地域交流

センター建築事業費ほか２件の変更、繰越明許費につきましては、子ども手当事務費等

のほか８件の追加及び債務負担行為では、水洗便所改造資金利子補給費ほか１件の変更

について、それぞれ補正するものであります。

それでは、補正予算の概要につきまして、事項別明細書により歳入から順にご説明申

し上げます。

１７ページをご覧いただきたいと思います。

２款地方譲与税は、地方揮発油譲与税及び自動車重量譲与税並びに地方道路譲与税の
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交付見込みにより１３５万３千円の補正。

３款利子割交付金は、平成２１年度の交付見込みにより１，０３０万２千円の減額補

正。

４款配当割交付金は、平成２１年度の交付見込みにより１，２５７万２千円の減額補

正。

１８ページになります。

５款株式等譲渡所得割交付金は、平成２１年度の交付見込みにより３９万円の減額補

正。

６款地方消費税交付金は、平成２１年度の交付見込みにより３，３９６万３千円の補

正。

７款ゴルフ場利用税交付金は、平成２１年度の交付見込みにより６６万１千円の補正。

８款自動車取得税交付金は、自動車取得税交付金及び旧法による自動車取得税交付金

として、平成２１年度の交付見込み及び実績により１，３６２万円の補正。

９款地方特例交付金は、地方特例交付金及び特別交付金として、平成２１年度の交付

実績により６５８万円の補正。

１０款地方交付税は、普通交付税として２６１万９千円の補正。

１１款交通安全対策特別交付金は、平成２１年度の交付見込みにより１５９万２千円

の減額補正であります。

２０ページになります。

１２款分担金及び負担金は、移動通信用鉄塔施設整備費分担金として２２９万５千円

の減額補正。

１３款使用料及び手数料は、墓地公園永代使用料など１５３万８千円の減額補正。

１４款国庫支出金は、５，０６６万２千円の減額補正であります。国庫負担金は、保

険基盤安定負担金、公共土木施設災害復旧費負担金など、２，８６７万６千円の減額補

正。国庫補助金は、地域活性化・公共投資臨時交付金や、次のページ、２２ページに入

りますが、まちづくり交付金事業費補助金、安全・安心な学校づくり交付金など

１，７２０万円の減額補正。委託金は、投票人名簿システム構築交付金として４７８万

６千円の減額補正であります。

１５款県支出金は、６８９万１千円の補正であります。県負担金は、保険基盤安定負

担金など１，６０１万円の補正。県補助金は、秋田県生活バス路線等維持費補助金、移
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動通信用鉄塔施設整備事業費補助金、医療給付費補助金及び次の２４ページになります

が、秋田県緊急雇用創出臨時対策基金事業費補助金など１０１万３千円の減額補正であ

ります。委託金は、衆議院議員総選挙費委託金、ほ場整備換地事業費委託金として

８１０万６千円の減額補正であります。

１６款財産収入は、土地貸付料、各種基金預金利子として９７万２千円の補正。

１７款寄附金は、大仙市ふるさと応援寄附金及び全国花火競技大会に係る観光費寄附

金などとして８０３万６千円の補正であります。

１８款繰入金は、肉用牛特別導入事業基金繰入金など２８１万３千円の補正でありま

す。

次の２６ページになります。

２０款諸収入は、介護予防事業受託費及び大曲市民会館自主事業収入などの入場料等

料入などとして２，８３７万円の減額補正であります。

２１款市債は、移動通信用鉄塔施設整備事業債、むらづくり交付金事業債及び次の

ページ、２８ページになります、道路整備事業債、中学校施設整備事業債など、それぞ

れの対象事業費の実績見込みによる減額のほか、長期債の利子軽減を図るために実施す

る繰上償還に係る借換債などを含め、合計で１億３，６５０万円の減額補正であります。

次に、歳出についてご説明申し上げます。

２款総務費は、１億８，７１２万円の補正であります。

主な内容といたしまして、移動通信用鉄塔施設整備事業費は、西仙北地域及び協和地

域の事業費の確定により３，１４２万９千円の減額補正、生活バス路線運行維持対策経

費は、バス事業者への補助金として７，２４２万７千円の補正、財政調整基金積立金は、

基金利子とあわせて１億５，０６１万２千円の補正。３０ページになります。ふるさと

応援基金積立金は、ふるさと納税における寄附金の積立金として４９１万５千円の補正

であります。

３款民生費は、３，５３８万円の減額補正であります。

主な内容といたしまして、国民健康保険事業特別会計繰出金は、保険基盤安定及び財

政安定化支援分等の実績見込みにより４，７２６万１千円の補正、大曲仙北広域市町村

圏組合知的障がい者施設負担金は、知的障がい者施設建設費の事業実施年度の変更によ

り１，５６７万５千円の減額補正、介護予防事業費は、実績により２，４００万円の減

額補正、広域市町村圏組合介護保険事業費負担金は、介護給付費等の実績見込みにより
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１，２７２万６千円の減額補正、老人福祉施設入所措置費は、施設入所者の減により

１，７４９万４千円の減額補正、医療給付扶助費は、受給者及び医療費の増により

２，３４３万３千円の補正。３２ページになります。法人立保育所補助金は、実績見込

みにより１，２５２万１千円の減額補正であります。

４款衛生費は、６，１９７万２千円の減額補正であります。

主な内容といたしまして、新型インフルエンザワクチン接種事業費は、接種者及び接

種回数の減により２，６２７万円の減額補正、保健事業費は、各種検診の実績見込みに

より１，１００万円の減額補正、診療所勘定特別会計繰出金は、医師の減に伴う診療収

入の減により、不足分を繰り出す経費として２，２９６万５千円の補正、後期高齢者医

療費等負担金は、過年度療養給付費負担金等の実績見込みにより７，０７３万１千円の

減額補正、簡易水道事業特別会計繰出金は、事業費及び公債費の実績見込み等により

２，００８万５千円の補正であります。

３４ページになります。

５款労働費は、緊急雇用対策事業費及び緊急雇用創出臨時対策基金事業費の実績見込

みにより７１３万６千円の減額補正であります。

６款農林水産業費は、４，２２３万８千円の減額補正であります。

主な内容といたしまして、農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業費は、ＪＡが

事業主体となり建設した水稲種子温湯消毒施設の実績により９３２万８千円の減額補正、

肉用牛緊急対策事業費は、跡継ぎのいない畜産農家の優良牛を管内に新たに立ち上げる

法人が導入するにあたり、県の補助が得られることとなったことから、６００万円の補

正、換地処分等業務費は、神岡地域、中仙地域及び南外地域における事業費の確定によ

り２７６万５千円の減額補正。３６ページになります。県営土地改良事業費負担金は、

実績見込みにより１，７４８万１千円の減額補正、農村総合整備統合補助事業費は、太

田地域のむらづくり交付金事業の実績見込みにより７００万円の減額補正であります。

７款商工費は、１，６２０万３千円の減額補正であります。

主な内容といたしまして、中小企業振興融資あっせん制度保証料補給金、中小企業振

興設備資金融資利子補給金及び中小企業振興緊急経営安定資金融資利子補給金は、当初

見込みを下回ったことにより、それぞれ６３２万８千円、１７０万円、１９０万円の減

額補正であります。全国花火競技大会振興基金積立金は、商工会議所からの寄附金及び

利子分として３０２万９千円を積み立て補正するものであります。
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３８ページになります。

８款土木費は、５，０２０万円の減額補正であります。

主な内容といたしまして、各事業費の確定により、除雪機械購入費は４５４万６千円

の減額補正、道路新設改良費は、１，２０３万３千円の減額補正、地方道路交付金事業

費のうち、黒森山線は７７９万９千円の減額補正、中仙４号線は、黒森山線との組替補

正により７７９万９千円の補正、道路改良事業費は、１，１５６万５千円の減額補正、

協和地域のまちづくり交付金事業費は、１，３４１万９千円の減額補正、地域住宅交付

金事業は、１，７２１万７千円の減額補正、また、各特別会計予算の補正に伴い、土地

区画整理事業特別会計繰出金は５５２万円の補正、宅地造成事業特別会計繰出金は、

５９８万９千円の減額補正などであります。

４０ページになります。

９款消防費は、５６０万２千円の補正であります。

内容といたしまして、大曲仙北広域市町村圏組合負担金は、消防車両更新に係る変更

等により４１９万５千円の補正、防災対策費は、防災情報通信設備整備事業交付金の内

示による全国瞬時警報システムの購入費として１２７万２千円の補正、防災対策費負担

金は、県防災ヘリコプター負担金の増額により１３万５千円の補正であります。

次に、１０款教育費は、２億１，１２０万７千円の減額補正であります。

主な内容といたしまして、小学校費・中学校費におけるコンピュータ及びインター

ネット設備経費は、国庫補助事業への振り替えにより、小学校費では１，８７９万７千

円の減額補正、中学校費では１，４８７万２千円の減額補正、大曲中学校屋内体育館建

設事業費は、工事契約の変更等に伴い１億７，２６６万円の減額補正、文化財保護費に

係る補正は、ふるさと雇用基金分の事業費の実績見込みに伴う減額補正であります。

４２ページになります。

１１款災害復旧費は、４，１６６万２千円の減額補正であります。

主な内容といたしまして、土木施設災害復旧事業費（補助分）は、補助災害が発生し

なかったことから４，０００万円の減額補正であります。

１２款公債費は、１億６５６万３千円の補正であります。

内容といたしまして、長期債元金償還金は、補償金免除の繰上償還の確定及び県の振

興資金を活用した借換債の発行により１億２，５９７万１千円の補正。

長期債利子償還金は、実借入利率が当初見込みの借入利率を下回ったことにより
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１，９４０万８千円の減額補正であります。

以上が一般会計分であります。

次に、４９ページをご覧いただきたいと思います。

議案第５５号、平成２１年度大仙市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）は、

事業勘定及び診療所勘定について補正するものであります。

事業勘定は、一般被保険者療養給付費及び保険財政共同安定化事業拠出金の実績見込

み並びに財政調整基金の積み立てなどに係る補正であり、歳入歳出予算の総額から、そ

れぞれ２億１，３２９万７千円を減額し、補正後の予算総額を１０６億２４３万１千円

とするものであります。

診療所勘定は、医師の減による診療収入の減に伴う一般会計繰入金などに係る補正で

あり、歳入歳出予算の総額に、それぞれ２１７万７千円を追加し、補正後の予算総額を

２億２，０４０万７千円とするものであります。

それでは、事業勘定からご説明申し上げます。

５６ページをご覧願います。

歳入３款国庫支出金は、療養給付費負担金など２億１，８１５万６千円の減額補正。

４款療養給付費交付金は、１，５８１万８千円の補正。

６款県支出金は、都道府県財政調整交付金などとして１億４，５８０万４千円の補正。

７款共同事業交付金は、保険財政共同安定化事業交付金などとして２億１，７６５万

３千円の減額補正。

８款財産収入は、財政調整基金預金利子として２７万７千円の補正。

９款繰入金は、保険基盤安定繰入金などの一般会計繰入金として４，７２６万１千円

の補正であります。

５８ページになります。

１１款諸収入は、老人保健拠出金還付金として１，３３５万２千円の補正であります。

次に、歳出１款総務費は、電算システムの改修等に伴う管理事務費として２３７万７

千円の補正であります。

６０ページになります。

２款保険給付費は、実績見込みに伴う一般被保険者療養給付費などとして２億５６２

万５千円の減額補正であります。

７款共同事業拠出金は、実績見込みに伴う保険財政共同安定化事業拠出金などとして
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１，６６４万６千円の減額補正であります。

６２ページになります。

１１款基金積立金は、財政調整基金積立金として６５９万７千円の補正であります。

次に、６８ページになります。

診療所勘定についてご説明申し上げます。

診療収入は、実績見込みに伴う外来収入として２，０８１万６千円の減額補正。

２款介護サービス収入は、訪問看護報酬収入など８７万７千円の減額補正。

３款使用料及び手数料は、文書手数料として３１万５千円の補正。

４款財産収入は、国保財政調整基金利子として５９万円の補正。

５款繰入金は、一般会計繰入金として２，２９６万５千円の補正であります。

７０ページになります。

次に、歳出２款医業費は、薬剤費の使用増に伴う医療用材料品費及び臨床検査費の財

源振替に伴い１５８万７千円の補正であります。

４款財産費は、国保財政調整基金の積立金として５９万円の補正であります。

次に、７３ページになります。

議案第５６号、平成２１年度大仙市老人保健特別会計補正予算（第２号）につきまし

ては、医療給付費等の実績見込みに係る補正であり、歳入歳出予算の総額から、それぞ

れ１，４１８万５千円を減額し、補正後の予算総額を２，８５４万６千円とするもので

あります。

７８ページになります。

歳出１款支払基金交付金は、医療費交付金として７３４万６千円の減額補正。

２款国庫支出金は、医療費負担金として４５５万９千円の減額補正。

３款県支出金は、医療費負担金として１１４万円の減額補正。

４款繰入金は、一般会計繰入金として１１４万円の減額補正であります。

次に、歳出２款医療諸費は、医療給付費などの実績見込みにより１，４１８万５千円

の減額補正であります。

次に、８１ページになります。

議案第５７号、平成２１年度大仙市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は、

後期高齢者医療広域連合への納付金に係る補正であり、歳入歳出予算の総額から、それ

ぞれ７，８５９万９千円を減額し、補正後の予算総額を８億７４５万４千円とするもの
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であります。

８６ページになります。

歳入１款後期高齢者医療保険料は、特別徴収・普通徴収保険料現年度分として

８，５０６万１千円の減額補正。

３款繰入金は、一般会計繰入金として６２７万４千円の補正。

５款諸収入は、後期高齢者医療広域連合補助金として１８万８千円の補正であります。

次に、歳出２款後期高齢者医療広域連合納付金は、実績見込みにより７，８５９万９

千円の減額補正であります。

８９ページになります。

議案第５８号、平成２１年度大仙市土地区画整理事業特別会計補正予算（第３号）に

つきましては、事業費の確定及び公債費の実績見込みに伴う補正並びに繰越明許費の設

定についての補正であり、歳入歳出予算の総額から、それぞれ５，４９４万７千円を減

額し、補正後の予算総額を１７億８，７６８万７千円とするものであります。

９６ページになります。

歳入１款国庫支出金は、補助金額の確定により１，３６０万円の減額補正。

３款繰入金は、一般会計繰入金として５５２万円の補正。

４款市債は、大曲駅前第二地区土地区画整理事業債及び住宅市街地総合整備事業債と

して４，７８０万円の減額補正。

次に、歳出１款事業費は、大曲駅前第二地区土地区画整理事業費補助分及び単独分の

事業費の確定により５，０７４万３千円の減額補正であります。

９８ページになります。

２款公債費は、償還額の確定による長期債元金償還金及び長期債利子償還金として

４２０万４千円の減額補正であります。

次に、１０１ページになります。

議案第５９号、平成２１年度大仙市奨学資金特別会計補正予算（第１号）につきまし

ては、奨学資金貸付金の実績見込み及び奨学基金積立金の補正であり、歳入歳出予算の

総額から、それぞれ２０５万９千円を減額し、補正後の予算総額を３，８６０万２千円

とするものであります。

１０６ページになります。

歳入１款財産収入は、奨学基金預金利子として１２万５千円の補正。
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２款寄附金は、２４万５千円の補正。

３款繰入金は、奨学基金繰入金として２４２万９千円の減額補正であります。

次に、歳出１款奨学資金事業費は、奨学資金貸付金及び奨学基金積立金として２０５

万９千円の減額補正であります。

次に、１０９ページになります。

議案第６０号、平成２１年度大仙市宅地造成事業特別会計補正予算（第１号）につき

ましては、土地売払収入の増加見込みに伴う補正であり、歳入歳出予算の総額に、それ

ぞれ５６６万６千円を追加し、補正後の予算総額を４，３９３万７千円とするものであ

ります。

１１４ページになります。

歳入１款財産収入は、神岡地域下川原地区ほか３地区の土地売払収入として

１，１６５万５千円の補正。

２款繰入金は、一般会計繰入金として５９８万９千円の減額補正であります。

次に、歳出１款事業費は、小種地区及び強首地区宅地造成事業費の繰上償還として

５６６万６千円の補正であります。

１１６ページになります。

２款予備費は、財源振替であります。

次に、議案第６１号、平成２１年度大仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第６号）

につきましては、簡易水道事業費の実績に伴う補正及び公債費などについての補正であ

り、歳入歳出予算の総額から、それぞれ２，３９６万３千円を減額し、補正後の予算総

額を１５億５，０７２万６千円とするものであります。

１２３ページになります。

歳入１款分担金及び負担金は、加入負担金として１８万円の減額補正。

２款使用料及び手数料は、水道使用料として２，２２１万２千円の減額補正。

４款財産収入は、簡易水道事業基金預金利子として５千円の補正。

５款繰入金は、一般会計繰入金として２，００８万５千円の補正であります。

７款諸収入は、水道管移設工事費委託金などとして３９６万１千円の減額補正。

１２４ページになります。

８款市債は、簡易水道整備事業債として１，７７０万円の減額補正であります。

次に、歳出１款総務費は、簡易水道施設に係る機器修繕料などの一般管理費として
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３１７万５千円の補正、簡易水道事業基金積立金は、５千円の補正であります。

１２６ページになります。

２款事業費は、協和地域及び南外地域の実績に伴う簡易水道事業費として２，５９９

万５千円の減額補正であります。

３款公債費は、償還額の確定による長期債利子償還金として１１４万８千円の減額補

正であります。

次に、１２９ページになります。

議案第６２号、平成２１年度大仙市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）につ

きましては、水洗便所改造資金利子補給金や事業費の実績、公債費などに係る補正及び

繰越明許費の設定並びに債務負担行為の設定についての補正であり、歳入歳出予算の総

額から、それぞれ２，９４６万９千円を減額し、補正後の予算総額を１８億７０５万３

千円とするものであります。

１３７ページになります。

歳入４款繰入金は、一般会計繰入金として１３万１千円の補正。

７款市債は、公共下水道事業債及び資本費平準化債として２，９６０万円の減額補正

であります。

１３８ページになります。

歳出１款総務費は、水洗便所改造資金融資斡旋利子補給補助金に係る一般管理費補助

金として１９万１千円の補正であります。

２款事業費は、事業費の実績による公共下水道事業費（単独分）として２，８９８万

８千円の減額補正であります。

次のページ、１４０ページになります。

３款公債費は、償還額の確定による長期債元金償還金及び長期債利子償還金として

６７万２千円の減額補正であります。

次に、１４３ページになります。

議案第６３号、平成２１年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算

（第３号）につきましては、下水道事業費の実績に伴う補正や公債費等の補正及び繰越

明許費の設定並びに債務負担行為の設定についての補正であり、歳入歳出予算の総額か

ら、それぞれ６２７万４千円を減額し、補正後の予算総額を８億８，０５９万４千円と

するものであります。
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１５１ページになります。

歳入４款繰入金は、一般会計繰入金として８２万６千円の補正。

７款市債は、特定環境保全公共下水道事業債や資本費平準化債として７１０万円の減

額補正であります。

１５２ページになります。

歳出１款総務費は、水洗便所改造資金融資斡旋利子補給補助金に係る一般管理費補助

金として６万円の補正であります。

２款事業費は、南外地域の県代行工事費負担金の実績に伴う特定環境保全公共下水道

事業費の単独分として４９１万２千円の減額補正であります。

次のページをお願いします。

３款公債費は、償還額の確定による長期債利子償還金として１４２万２千円の減額補

正であります。

次に、１５７ページになります。

議案第６４号、平成２１年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計補正予算（第

２号）につきましては、浄化槽市町村整備推進事業費の実績に伴う補正であり、歳入歳

出予算の総額から、それぞれ４４万円を減額し、補正後の予算総額を３，７１９万６千

円とするものであります。

１６３ページになります。

歳入１款分担金及び負担金は、浄化槽整備受益者分担金として１０万８千円の補正。

３款国庫支出金は、浄化槽市町村整備推進事業費補助金として１４２万５千円の補正。

４款繰入金は、一般会計繰入金として７万３千円の減額補正。

７款市債は、特定地域生活排水処理事業債として１９０万円の減額補正であります。

１６４ページになります。

歳出２款事業費は、協和地域の実績に伴う浄化槽市町村整備推進事業費として４４万

円の減額補正であります。

３款公債費は、長期債元金償還金の財源振替であります。

次に、１６７ページになります。

議案第６５号、平成２１年度大仙市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）に

つきましては、農業集落排水事業費の実績に伴う補正や基金積立金、公債費の補正及び

債務負担行為の設定についての補正であり、歳入歳出予算の総額から、それぞれ
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７，１０６万８千円を減額し、補正後の予算総額を１９億１，０８２万円とするもので

あります。

１７４ページになります。

歳入３款県支出金は、農業集落排水事業費県補助金などとして３，１１１万８千円の

減額補正。

４款繰入金は、一般会計繰入金として２９９万３千円の減額補正。

７款市債は、農業集落排水事業債として３，７３０万円の減額補正。

８款財産収入は、農業集落排水事業債償還基金利子として３４万３千円の補正。

次に、歳出１款総務費は、農業集落排水事業債償還基金積立金として１３４万４千円

の補正であります。

１７６ページになります。

２款事業費は、実績に伴う農業集落排水事業費の補助分及び単独分として７，１０３

万２千円の減額補正であります。

３款公債費は、償還額の確定による長期債元金償還金及び長期債利子償還金として

１３８万円の減額補正であります。

次に、１８１ページになります。

最後になりますが、議案第６６号、平成２１年度大仙市淀川財産区特別会計補正予算

（第２号）につきましては、立木損失補償金などの諸収入に伴う一般管理費などに係る

補正であり、歳入歳出予算の総額に、それぞれ１８１万円を追加し、補正後の予算総額

を５５９万３千円とするものであります。

１８６ページになります。

歳入４款諸収入は、立木損失補償金などの雑入として１８１万円の補正であります。

歳出２款総務費は、立木損失補償の収入に伴う一般管理費及び淀川財産区基金積立金

として１８１万円の補正であります。

以上、提出議案につきまして一括してご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、

ご承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（児玉裕一君） 次に、日程第６４、議案第６７号を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。藤田水道局長。

○水道局長（藤田良雄君）【登壇】 補正予算書の１８９ページをお開き願います。最後
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の方になります。

議案第６７号、平成２１年度大仙市上水道事業会計補正予算（第６号）につきまして、

ご説明申し上げます。

今回の補正につきましては、大曲橋架け替えに伴う取水施設築造工事を非出水期の平

成２１年９月に発注し、年度内完成することで東北地方整備局と協議し、水利変更に係

る申請を平成２１年４月１０日に提出しておりましたが、許可が平成２１年１１月１７

日に下りたため年度内完成が困難となったことから、平成２２年度施工による建設改良

費の減額と、これに伴う県からの補償金を減額補正するものであります。

また、配水管改良及び配水管移設工事の実績見込みによる建設改良費の減額と、これ

に伴う一般会計負担金の減額補正をお願いするものであります。

第２条につきましては、平成２１年度大仙市上水道事業会計予算第４条本文括弧書を

「資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額２億２５２万２千円は、過年度分損益

勘定留保資金９，６００万４千円、減債積立金１億円、当年度分消費税及び地方消費税

資本的収支調整額６５１万８千円で補てんするものとする。」に改め、資本的収入及び

支出の予定額を補正するものであります。

収入第１款資本的収入は、６，４６１万５千円の減額補正であります。

第１項工事負担金は、下水道整備工事及び大曲駅前第二地区土地区画整理事業に伴う

配水管移設工事の実績見込みにより３７０万８千円を減額、第４項補償金は、取水口築

造工事の平成２２年度施工により６，０９０万７千円の減額とするものであります。

支出第１款資本的支出の第１項建設改良費は、配水管改良及び配水管移設工事の実績

見込みと取水口築造工事の平成２２年度施工により６，６２３万５千円の減額補正であ

ります。

以上、平成２１年度大仙市上水道事業会計補正予算（第６号）につきましてご説明申

し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（児玉裕一君） 申し上げます。この際、暫時休憩いたします。本会議は午後３時

４５分に再開いたします。

午後 ３時３３分 休 憩

…………………………………………………………………………………………………………

午後 ３時４４分 再 開
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○議長（児玉裕一君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

○議長（児玉裕一君） 日程第６５、議案第６８号を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。はじめに、総務部所管の予算について、老松総務部長。

○総務部長（老松博行君）【登壇】 それでは、議案第６８号、平成２２年度大仙市一般

会計予算について、ご説明申し上げます。

一般会計の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４３５億６，０３２万７千円で、

前年度当初予算に比較して１４億４，４８５万９千円の増、率にして３．４％の増と

なっております。

それでは、総務部関係の主な予算についてご説明申し上げたいと思います。

お手元にお配りしております資料Ｎｏ．４－１の総務部、それから選挙管理委員会事

務局と書いてあります、歳入一般財源説明書、事業説明書という資料をご覧いただきた

いと思います。

最初に１ページ、Ａ３版になっております。

平成２２年度当初予算市税の概要について、薄緑色の着色になっている欄でご説明申

し上げたいと思います。

はじめに、現年課税分の個人市民税についてでありますが、給与所得の伸び率を

４．８％の減というふうに見込むなど、総所得金額全体を対前年度比較５．２％の減と

見込み、試算した結果、収入見込額を２４億８，３６５万２千円と積算したものであり

ます。

前年度当初予算と比較して１億８，５５４万６千円の減、率にして６．９５％の減と

なっております。

次に、法人市民税につきましては、市内に事務所・事業所を有する法人数は

１，８５７社で、平成２１年度当初予算編成時より８８社の減となっております。この

１，８５７社の法人均等割額と法人税割額の合計の額につきましては、４億２，２８３

万９千円と積算いたしました。

前年度当初予算と比較して９，２７０万７千円の減、率にして１７．９８％の減と

なっております。

これは経済不況の影響もありますが、税制改正に伴う中小法人等の法人税の基本税率

が２２％から１８％に引き下げられたことによる影響が大きいものと考えております。
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次に、固定資産税についてでありますが、土地につきましては、地価下落の影響など

により前年度比較０．８７％の減。また、家屋につきましては、建築確認申請書の提出

状況等により、全体で前年度比較１．９８％の増の見込みであります。その結果、固定

資産税全体では３８億６，８５７万８千円と積算いたしました。

前年度当初予算と比較いたしまして８，６１４万７千円の増、率にして２．２８％の

増となっております。

次に、国有資産等の所在市へ交付される交付金及び納付金につきましては、

２，８４８万３千円と積算いたしております。前年度当初予算と比較して２５２万４千

円の減、率にして８．１４％の減となっております。

次に、軽自動車税につきましては、軽自動車税の課税見込台数が４万５，５１３台と

なっており、前年度当初予算編成時より５９８台の増となっておることから、収入見込

額を２億２６３万８千円と積算いたしております。

前年度当初予算と比較して５９６万１千円の増、率にして３．０３％の増となってお

ります。

次に、市たばこ税につきましては、たばこの課税売渡本数が年々減少傾向にあります

が、税制改正により平成２２年１０月から税率アップとなることから、収入見込額を５

億４，９９２万７千円と積算したものであります。

前年度当初予算と比較して１，５８２万５千円の増、率にして２．９６％の増となっ

ております。

次に、入湯税につきましては、特別徴収義務者が２２となっております。年間の総入

湯客数を５４万３，２５９人と見込み、収入見込額を３，１８９万７千円としておりま

す。

前年度当初予算と比較して２５０万６千円の増、率にして８．５３％の増となってお

ります。

以上、現年課税分の収入見込額の合計額は７５億８，８０１万４千円で、前年度当初

予算と比較して１億７，０３３万８千円の減、率にして２．２０％の減となっておりま

す。

また、滞納繰越分につきましては、表記載のとおり、収入見込額の合計額は１億

３２２万１千円であり、前年度当初予算と比較して９０２万円の増、率にして９．５８

％の増となっております。
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一番下の欄になりますが、平成２２年度の市税全体の収入見込額は７６億９，１２３

万５千円であります。これは、平成２１年度当初予算と比較して１億６，１３１万８千

円の減、率にして２．０５％の減であります。

また、平成２１年度の決算見込みと比較いたしますと２億６，０３９万２千円の減、

率にして３．２７％の減となっているものであります。

また、市税全体の収納率につきましては、平成２１年度の決算見込みの収納率を

０．３４ポイント上回る９１．６０％を目標としているものであります。

次のページになります。

次のページもＡ３版になっておりますが、市税以外の歳入一般財源の主なものについ

てご説明申し上げます。

２款地方譲与税は、国税として徴収したものを国が一定の基準により譲与するもので、

地方財政計画を勘案し、対前年度比４．４％減の８億５，６５８万３千円を計上いたし

ております。

内訳といたしまして、地方揮発油譲与税は平成２１年度からの道路特定財源の一般財

源化に伴い、従来の地方道路譲与税の名称を改めたものであり、道路の延長、面積を基

準として譲与されるもので、対前年度比５８．４％の増、２億３，４７３万５千円の計

上であります。

また、自動車重量譲与税は、自動車の車検時にその重量に応じて課税されるもので、

対前年度比５．８％減の６億２，１８４万８千円の計上であります。

地方道路譲与税につきましては、道路特定財源の一般財源化に伴い廃止されるもので

あります。

３つ飛びまして、６款地方消費税交付金は、消費税率５％のうち１％分が地方に配分

されるもので、県が人口と従業者数で按分して交付するものであります。対前年度比

０．６％減の８億２，９６５万４千円を計上しております。

１つ飛びまして、８款自動車取得税交付金は、自動車を取得した際に課税されるもの

で、県が市道の延長や面積に応じ交付するもので、前年度比５．６％減の１億

５，８７２万６千円を計上しております。

なお、旧法による自動車取得税交付金につきましては、２１年度で終了となるもので

あります。

次の９款地方特例交付金は、児童手当の制度拡充及び子ども手当の創設に伴う地方負
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担の増加に対応するため、また、税制改正による減税に伴う市税等の減収の一部を補

てんするため、それぞれのために国から交付されるもので、対前年度比２５．８％増の

１億３，９０１万８千円を計上いたしております。

また、特別交付金につきましては、２１年度で終了となるものであります。

次の１０款地方交付税につきましては、所得税などの国税５税の一定割合を財源とし

て国が一定基準により交付するもので、対前年度比３．５％増の１９１億３９０万１千

円を計上いたしております。

このうち普通交付税につきましては、当初予算比較で４％増、また、平成２１年度実

績比較では０．６％減の１８０億１，３９０万６千円を計上いたしております。

また、特別交付税は、当初予算比較で５．０％減の１０億８，９９９万５千円を計上

いたしております。

１つ飛びまして、２１款市債のうち臨時財政対策債は、対前年度比３０％増の２５億

３，６１９万４千円を計上いたしております。

臨時財政対策債につきましては、国が本来、地方交付税で手当すべきところを交付税

の原資が不足していることから地方交付税の代替財源として発行を認めているもので、

償還に要する費用は、後年度その全額を地方交付税で措置されるものであります。この

ため、実質公債費比率や将来負担比率に対しては影響を与えないものであります。

次のページになります。

ここからは、総務部関係の歳出予算のうちの主な事業について、ご説明申し上げます。

まず最初に、職員研修及び厚生費１，７５２万９千円につきましては、職員の資質並

びに能力向上のために実施する研修経費並びに職員の健康増進を図るために実施する健

康診断に係る経費が主なものであります。

職員研修といたしましては、階層別研修、人事評価研修、能力開発研修などを予定し

ており、また、健康診断は基本健診、胃部検診を実施するものであります。

次に、飛びまして恐縮です、１３ページになります。

財政調整基金積立金についてご説明申し上げます。

平成２２年度の当初予算額は２億円で、前年度より１億円の減となっております。

財政調整基金につきましては、突発的な災害や緊急を要する経費に備えるために設置

される基金で、長期的視野による計画的な財政運営を行うことを目的に基金への積み立

てを行うものであります。
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平成２２年度当初予算編成後の残高は、１２億５，３０３万１千円となる予定であり

ます。

なお、今後の財政運営を勘案いたしまして、平成２２年度中の財政執行におきまして

もできる限りの積み増しを図ってまいりたいというふうに考えております。

飛びましてすいません、１９ページになります。

１９ページから２２ページまでは、平成２２年度において執行または準備される選挙

経費であります。

最初の１９ページでありますが、７月２５日が任期満了となる参議院議員の通常選挙

執行経費６，８０４万５千円であります。

主な内容といたしまして、投票管理者及び投票立会人の報酬、職員の時間外勤務手当、

ポスター掲示場関係経費などとなっております。

次のページをご覧いただきたいと思います。

次のページは、平成２３年４月２９日が任期満了となる秋田県議会議員の一般選挙執

行準備経費１，５２１万１千円であります。

投票日は平成２３年４月になると思われますが、平成２２年度における準備経費であ

り、主な内容といたしましては、職員の時間外勤務手当、ポスター掲示板などの経費及

び入場券郵送料などとなっております。

以上、一般会計予算のうち総務部関係の主な予算の概要につきましてご説明申し上げ

ましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（児玉裕一君） 次に、企画部所管の予算について、小松企画部長。

○企画部長（小松辰巳君）【登壇】 それでは、企画部の予算につきまして、お手元の資

料Ｎｏ．４－２の事業説明書によりご説明申し上げます。

事業説明書の１ページをご覧ください。

はじめに、広報発行及び活動費でありますが、毎月２回、市政運営や市内の様々な活

動などの情報を発信しております「広報だいせん日和」の発行に係る経費として

３，４４０万３千円を予算計上しております。

財源内訳のその他の１６３万８千円は、市の広報への広告掲載収入であります。

次に、３ページの非核平和都市宣言経費でございますが、平和の尊さ、戦争の恐ろし

さについて語り合う機会を設け、平和を願う精神を後世に受け継ぐことを目的に実施し

ているもので７２万２千円を予算計上しております。
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平成２２年度は、引き続き市内の中学生・高校生を被爆地広島に派遣する非核平和レ

ポーター派遣事業を実施するとともに、新たな事業として、被爆地広島から被爆体験者

を招いての被爆・戦争体験者講演会の開催を予定しており、講演会とあわせ非核平和レ

ポーター体験発表を実施する計画であります。

次の行政評価推進経費は、市民による市政評価を実施するための経費として４８万８

千円の予算計上であります。

平成２２年度は総合計画の後期基本計画の策定を予定しておりますので、市政評価と

あわせまして、まちづくりアンケートの実施を計画しており、対象者をこれまでの１千

名から２千名に拡大し、一般希望者５０名の計２，０５０名を対象に実施する計画でご

ざいます。

５ページの地域公共交通システム運行事業費は、平成１９年度に策定いたしました

「大仙市の新しい地域公共交通計画」に基づいて実施しております、乗り合いタクシー

と太田地域のコミュニティバス運行事業に係る経費として１，８９２万円の予算計上で

あります。

乗り合いタクシーは、現在、大曲、神岡、西仙北、南外、仙北地域で実施しておりま

すが、平成２２年度から新たに西仙北の土川線、心像線、協和地域の船沢線のバス路線

の廃止に伴う代替交通として乗り合いタクシーの運行を行うことから、２１年度当初予

算に比較いたしまして３８８万２千円の増額で予算計上しております。

なお、特定財源の国県支出金の１０７万１千円は、秋田県生活バス路線等維持費補助

金であります。

８ページの総合計画等策定経費でありますが、市の総合計画は基本構想期間を１０年

とし、基本計画期間を平成１８年度から２２年度までの５年間とするものであります。

新たに２３年度から５カ年間の総合計画の基本計画を策定する必要があることから、策

定に係る経費として１３４万９千円を予算計上しております。

次の９ページの桜守プロジェクト事業関連経費でありますが、市民・業者・行政の協

働により、市を代表する公園の桜の病気駆除や樹木の更新などにより桜の再生を進める

とともに、地域の身近な桜への関心を高めることにより、市全域の桜の保全と活用を図

ることを目的に実施するもので、７８７万５千円を予算計上しております。

主な事業でありますが、八乙女公園周辺の桜再生事業、市民協働による桜環境保全の

実施、桜の保全と活用に関する講習会の実施などを計画しております。
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なお、八乙女公園周辺の再生事業につきましては、現在、県営事業の里山林保全事業

の実施を県に要望しており、事業採択となりますと平成２２年度から現地調査、２３年

度から３カ年事業として桜再生を含めた保全事業が実施されることとなっております。

次の男女共同参画推進経費は、男女共同参画社会を実現するため、家庭・地域・職場、

それぞれの場において男女共同参画の取り組みを充実させ、様々な主体との協働のもと

で「ともに輝く男女共同参画のまち大仙」の実現を図ることを目的に、研修会や写真・

一行詩のコンクール、ＤＶ防止啓発活動等を実施するもので、１３４万８千円を予算計

上しております。

なお、財源内訳のその他の２４万円は、ドメスティック・バイオレンス等防止基金か

らの繰入金２０万円と男性料理教室参加費４万円であります。

１１ページの韓国唐津郡交流事業費は、平成１９年８月、韓国唐津郡と締結いたしま

した交流に関する協定に基づき青少年の交流を実施しているもので、平成２０年度は大

仙市の中学生が韓国へ、平成２１年度は韓国唐津郡の中学生が大仙市を訪問しておりま

す。平成２２年度は大仙市の中学生を韓国唐津郡に派遣し、ホームステイや学校交流な

どの体験を行うこととし、７７万６千円を予算計上しております。

１４ページの国際教養大学交流事業は、昨年２月、大仙市と国際教養大学との間で締

結いたしました国際交流に関する連携プログラム協定に基づき、大仙市の小学生・中学

生や保育園・幼稚園児と国際教養大の留学生とが交流することにより、双方が異文化体

験を通し国際理解を深め、国際親善に寄与することを目的に実施するもので、６３万円

を予算計上してございます。

１７ページの健康文化活動拠点センター管理費でありますが、「ペアーレ大仙」につ

きまして、受講者の確保を図り、将来においても安定した運営ができるよう、国の平成

２１年度第２次補正予算で創設されました地域活性化・きめ細かな臨時交付金を活用し

料理関係の講座が開講できるよう一部改修を進めようとしておりますが、備品等がこの

きめ細かな臨時交付金の対象とならないことから、冷蔵庫やテーブル、調理器具等の購

入と、プール濾過装置濾過材の交換を行うための経費として３５８万３千円を予算計上

しております。

次の地域中核病院高度化推進事業費は、地域医療の中核病院であります仙北組合総合

病院の移転改築を、高齢者も安心して利用できる公共交通が整備された大曲駅周辺に市

街地再開発事業を活用し実現しようとするものであります。
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平成２２年度は、事業計画、基本設計、権利変換計画作成等を予定しており、２億

１，１９３万８千円を予算計上しております。

市街地再開発事業につきましては、市街地再開発組合による事業実施を予定しており、

支出の大半は組合に対する補助金として計上しております。

なお、病院改築につきましては、国の地域医療再生臨時特例交付金の活用をすること

としており、平成２５年度末には病院建設を完了し、２６年度の早い時期の開院を予定

しているところでございます。

財源内訳の国県支出金の１億５，０４０万円は、国・県の市街地再開発事業費補助金

であります。

２２ページの地域振興事業費、いわゆる地域枠予算は、地域が抱えている課題に対し、

自主的、主体的に住民が対応する予算として、大曲地域１，０００万円、各地域にそれ

ぞれ５００万円の計４，５００万円を平成１８年度から予算措置してまいりました。平

成２２年度は、これまでの協働の取り組みの拡充、強化を図るため５００万円を増額し、

増額分の５００万円は、大曲地域を除く７地域に人口割により配分し予算計上したとこ

ろでございます。

次に、３５ページの小規模集落コミュニティ対策事業費でございますが、小規模集落

等の現状と課題を把握するとともに、コミュニティ機能の再生・活性化につながる支援

策の検討・取り組みの実現を図るもので、引き続き小規模コミュニティ対策会議の開催

や隣接集落との連携によるコミュニティ機能の維持を目的とする市道の整備を進めると

ともに、新たに小規模集落コミュニティ対策会議からの提言に基づき、集落支援員を３

地域に試験的に設置し、集落点検や話し合いによってコミュニティ機能の再生・活性化

につながる支援策を検討、実施することで、集落の維持・活性化を目指すこととしてお

り、３，４８０万２千円を予算計上しております。

なお、財源内訳の市債は、小規模集落コミュニティ対策事業債とし、過疎債を充当す

ることとしております。

３７ページの町内集落会館建設費等補助金は、自治会、町内会、集落会等がその区域

内の融和と福利厚生を図るために住民が一堂に会する会館を建設する際の経費の一部を

市が補助するもので、補助金といたしまして２６５万４千円を予算計上しております。

平成２２年度は、西仙北、協和、南外、仙北地域で８件の補修に係る補助を見込んで

おります。
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次の自治会育成支援事業費補助金は、自治会の組織化及び住民主体の地域づくり活動

に要する経費並びに自主運営をしている自治会館等の維持管理経費の一部を補助するこ

とにより、地域の活性化、協働のまちづくりを図るため実施するもので、補助金として

２，２３４万円を予算計上しております。

３９ページの地域イントラネット基盤施設管理費は、超高速の情報通信網を活用して

各種行政サービスの迅速かつ安全な提供を推進していくもので、地域イントラネット基

盤施設整備事業で整備いたしました光ケーブルの修繕や移転工事及び機器の運用管理に

係る経費といたしまして、６，６８５万５千円を予算計上しております。

なお、財源内訳のその他の３９２万円は、県道改良に伴う移設に係る補償費でござい

ます。

４４ページの地域振興基金積立金は、市民の連帯意識の強化及び協働のまちづくりを

推進し、地域の振興及び市民の一体感の醸成を目的とした事業を実施するため設置され

た地域振興基金への積立金であり、４億円を予算計上しております。

なお、特定財源の市債の３億８，０００万円は、合併特例債を充当するものでありま

す。

４５ページの戸籍電算システム機器更新構築経費は、市民課の戸籍システムの機器が

老朽化してきていることから、機器の更新を行い、安定かつ安全なシステム運営を図る

ものであります。

事業の概要でありますが、戸籍統合システムの機器等ハードウェアの更新と設定、シ

ステムの構築を行うものであります。

なお、機器は５年リースで導入するもので、平成２２年度は９月からの７カ月分とし

て３７５万７千円を予算計上しております。

５１ページの国勢調査経費は、日本国内の人口、世帯、産業構造等の実態を明らかに

し、国及び地方公共団体における各種行政施策の基礎資料を得ることを目的に５年ごと

に実施される国勢調査に要する経費として３，４０９万８千円の予算計上であります。

なお、財源は全額、国勢調査費委託金として県より交付されるものであります。

５３ページの中心市街地活性化対策事業は、中心市街地の活性化に関する法律に基づ

き、将来においても持続的発展が可能な多くの人が暮らしやすいまちの形成を実現する

ため、大仙市中心市街地活性化基本計画を策定し、当該計画の着実なる推進を図ること

を目的としているもので、基本計画の策定に要する経費として９２万８千円を予算計上
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しております。

５４ページの高速自動車国道活用施設管理費は、西仙北インターチェンジの運営費及

び高速自動車国道活用施設の「ぬく森プラザ」の維持管理費として３，６０３万７千円

の予算計上であります。

西仙北インターチェンジの運営は、指定管理者制度により、市の第三セクターであり

ます西仙北温泉インター株式会社に委託しておりますが、平成２２年度中にはＥＴＣ専

用のスマートインターチェンジへ転換するための作業を進めており、転換後はインター

チェンジの運営は東日本高速道路株式会社の管理に移管となるものであります。

５７ページの温泉施設管理運営支援事業は、太田地域の太田ふるさと館について、高

齢者福祉の観点から、温泉ふれあい入浴サービス券を所持する方が利用する場合は通常

料金の半額で入浴できる料金形態としていることから、通常料金との差額分を市が支援

するもので、３８９万円を予算計上しております。

５９ページの大仙市第三セクター運営資金貸付金は、市の施設を運営している第三セ

クターの円滑な事業運営と経営安定化を図るため、大仙市第三セクター運営資金貸付要

綱に基づき必要な運転資金を貸付するもので、平成２２年度は、太田町生活リゾート株

式会社に対し１，５００万円と、物産中仙株式会社に対し１，０００万円の融資を見込

み、２，５００万円を予算計上しているところでございます。

以上、企画部の平成２２年度大仙市一般会計予算につきましてご説明申し上げました

が、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

以上でございます。

○議長（児玉裕一君） 次に、市民生活部所管の予算について、元吉市民生活部長。

○市民生活部長（元吉峯夫君）【登壇】 市民生活部所管の主な事業につきまして、資料

Ｎｏ．４－３でご説明申し上げます。

１ページ、お願いいたします。

交通安全対策推進活動費につきましては、交通事故のない快適な社会を実現するため、

年間を通して交通指導隊、交通安全関係機関・関係団体により各種交通安全運動を展開

するとともに、１０月には神岡地域において第２回大仙市交通安全推進集会を開催する

もので、財源には交通災害等加入推進交付金が含まれております。

次に、３ページでございます。

旅券発給事務費につきましては、秋田県からの権限委譲に伴い、旅券の申請受理及び
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交付を本年１０月から本庁市民課で実施するもので、財源には市町村権限委譲推進補助

金及び同交付金が含まれております。

次に、５ページの安全・安心まちづくり事業費につきましては、犯罪、災害、交通事

故のないまちづくりを推進するため、第３回安全安心まちづくり推進大会を７月８日に

開催し、功労者・功労団体の表彰、事例発表、基調講演を行うものであります。

６ページの人権啓発活動費につきましては、子供たちが互いに協力し合いながら花を

育てることにより、命の大切さや相手を思いやる心を醸成してもらう人権の花運動を引

き続き市内全小学校で実施するもので、財源には人権啓発活動費委託金が含まれており

ます。

８ページの医療給付扶助費につきましては、乳幼児、ひとり親家庭の児童、身体障が

い者の心身の健康保持、生活の安定を図るため、秋田県福祉医療制度として対象者

７，１５２人に対して医療費の自己負担分を全額助成するもので、財源には秋田県医療

給付費補助金と福祉高額戻入金が含まれております。

９ページの医療給付扶助費（市単独上乗分）につきましては、ただいまご説明いたし

ました秋田県福祉医療制度における補助基準を拡大いたしまして、対象者５，０６４人

に対して市独自の医療費助成を実施するものでございます。

少しページが飛びます。１８ページをお願いいたします。

１８ページの生物実態調査事業費（緊急雇用基金分）につきましては、今後の自然保

護と環境保全に資するため、市内全域の野生動植物の生息状況を調査するもので、財源

は秋田県緊急雇用創出臨時対策基金事業費補助金を活用し、新たに９名を雇用するもの

でございます。

２１ページの墓地公園整備事業費につきましては、市民要望に基づき安価で環境良好

な墓地を造成、分譲するもので、神岡墓地公園１９区画、大曲墓地公園の無縁供養塔を

墓地公園永代使用料を財源として整備するものでございます。

２２ページ、後期高齢者保健事業費につきましては、後期高齢者医療に加入している

高齢者の健康の保持と増進を図るため、かねてから要望のありました人間ドックに対す

る助成を新たに実施するもので、助成額は日帰り１万３千円、１泊２万５千円で、財源

には秋田県後期高齢者医療広域連合からの補助金を充当いたします。

２４ページの廃棄物減量化対策費につきましては、循環型社会の構築に向けてごみの

減量化、再資源化を推進するため、一般廃棄物処理手数料を財源といたしまして、ごみ
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袋証紙の製造・管理・配送、食品トレイ・発泡スチロールの回収、ごみカレンダーの作

成を行うほか、再資源化、バイオマス利活用の一環として、現在、中仙地域で実施して

おります家庭系廃食用油回収事業を全市に拡大して実施いたします。

実施にあたりましては、各地域ごとに婦人団体、ＪＡ、商工会など関係者で協議会を

設置していただき、市はその回収実績に応じて１リットル当たり３０円を助成するもの

であります。

２５ページ、粗大ごみ処理対策費につきましては、高齢者が粗大ごみを搬出するため

の労力の軽減とごみ減量化・資源化を図るため、粗大ごみの戸別収集を実施するもので

あります。

回収方法につきましては、事前にシルバー人材センターに収集の申し込みをしていた

だき、大きさに応じた証紙を粗大ごみに貼り付け、指定された期日に玄関口に出してお

きますと業者が回収していくものでございます。

この実施にあたりましては、住民から十分理解していただくよう説明会等を開催して

きておりますが、さらに広報に努めるとともに、処理手数料が安価となる大仙美郷ク

リーンセンターへの直接搬入についてもＰＲをしてまいります。

３０ページの消防団管理運営費につきましては、消防団員被服給貸与規則に基づき、

平成１９年度から年次計画でヘルメットを給与しており、大曲、西仙北、仙北、太田支

団への給与で、これで完了となります。

３１ページ、防火啓発費につきましては、中学生の防火、防災意識の高揚を図るため、

秋の火災予防運動期間中に市内東部地区７中学校による弁論大会を仙北地域で開催する

ものであります。

３３ページ、消防施設維持管理費につきましては、消防団の施設・車両の整備・修繕

のほか、老朽化した大曲地域の火の見櫓５基を撤去し、危険を除去するものであります。

３４ページ、消防施設・設備整備費につきましては、老朽化した西仙北支団の小型動

力ポンプの更新と南外支団のポンプ車格納庫改築のための用地取得を行うものでありま

す。

最後に３５ページ、消防水利補修事業費につきましては、２１年度に引き続き、自立

支援施設などに作業を委託いたしまして消火栓等１３０基の塗装を実施するものであり

ます。

以上で説明を終わります。よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願いを申し上
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げます。

○議長（児玉裕一君） 次に、健康福祉部所管の予算について、武藤健康福祉部長。

○健康福祉部長（武藤芳和君）【登壇】 健康福祉部所管の事業につきまして、事業説明

書、資料Ｎｏ．４－４によりましてご説明申し上げます。

福祉保健につきましては、住民に密接にかかわる分野として重点的に予算配分がなさ

れており、市総合計画に基づき、地域福祉・障がい者福祉・高齢者福祉・児童福祉の充

実に努めてまいります。

施策ごとに主な事業をご説明申し上げます。

はじめに、社会福祉の充実につきまして、資料３ページをお開き願います。

地域福祉推進事業費でありますが、平成２１年度、当市が地域福祉推進市町村として

事業採択を受けまして国のモデル事業として実施するものであり、何らかの支援を要す

る要援護者の特定や、そのニーズを把握しながら、日常的な見守りや継続的なサービス

提供につなげられるよう、地域住民が主体となった支援体制を構築するものであります。

平成２１年度から２３年度までの３カ年継続事業として、全額国庫補助金が充当され

ます。

次に、飛びますけれども資料１８ページをお願い申し上げます。

障がい者福祉の充実につきましては、障がい福祉サービス給付費がございまして、障

害者自立支援法により、３障がいにまたがるサービスのうち、障がい者（児）の自立生

活に向けて支援するための介護給付と訓練等給付に係るサービスを総合的に提供するも

ので、ホームヘルプサービスや短期入所費、生活訓練費や就労訓練費、共同生活のグ

ループホーム費、低所得者の実費負担軽減費、事業円滑化のための事業所への支援費等

が主なものであります。

また、２１ページにちょっと移りますけれども、２１ページの地域生活支援事業費に

つきましては、障がい者の有する能力や適性に応じ、可能な限り自立した生活を送るこ

とができるよう地域の実情に合った事業を市が独自に実施するものであり、相談支援事

業や手話通訳派遣事業、日常生活用具の給付、精神障がい者の活動の場である地域活動

支援センター事業費、訪問入浴サービス事業、障がい者を一時預かり、家族に休息を提

供する日中一時支援事業、点字や声の広報発行費、自動車改造費等が主なものでござい

ます。

これらの財源につきましては、下段でありますが、国２分の１、県４分の１の支出金
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が充当されます。

続きまして、２６ページをお願いします。

障がい者施設整備事業費は、障がい者福祉の拡充や雇用の確保等の観点から、社会福

祉法人あけとおり会が建設計画を進めている障がい者施設建設事業に支援するものであ

ります。

旧神岡保育園跡地に、一般企業の雇用に結びつかない障がい者に雇用の場として、定

員４５名の通所型施設を建設するものであります。作業内容は、高齢者施設や病院等の

私物、白衣、おしぼり等の洗濯業務であり、建設事業費は約３億６，０００万円であり

ます。

計画では本年９月に着工しまして、２３年７月の開設を予定しており、市では、園舎

を解体し、整地し用地を提供するとともに、建設費の一部を助成するもので、あわせて

４，３０５万５千円を計上しております。

なお、建設費助成に係る財源につきましては、次のページの２７ページの上段にあり

ますけれども、建設費の一部を助成するもので、あわせて２，１３０万円が充当される

予定でございます。

２７ページには、事業費の内訳と事業の流れを記載してございます。

次に、２８ページをお願いいたします。

高齢者福祉の充実につきまして、介護サービス事業費は、要援護高齢者及びひとり暮

らし高齢者並びにその家族等に対し、要介護状態にならないよう介護保険制度対象外の

サービスを提供しまして、自立生活や生活の質の確保を図るための市単独事業でござい

ます。

軽度な作業を支援する軽度生活援助事業、電話設置による緊急通報体制等整備事業、

施設での介護予防デイサービス事業、家庭介護を支援する家族介護用品支給事業等が主

な事業でございます。財源には、内訳にありますが７９８万５千円の介護サービス事業

納付金（利用料）を見込んでおります。

続いて、３２・３３ページをお願いいたします。

介護予防事業費につきましては、特定高齢者及び一般高齢者の介護予防に係る事業で、

健診等での生活機能評価による特定高齢者の把握事業や、加齢に伴う運動機能低下防止

のための機能向上事業、おいしく食べて楽しく話し、よく笑うなどのもとになる栄養改

善や口腔機能向上事業、住民団体等の介護予防活動を支援する介護予防いきいき隊養成
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事業や、出前講座事業等が主なものでございます。

続いて、３４ページをお開き願います。

包括的支援事業・任意事業費は、介護者家族を対象としたり、また、保険者・市町村

独自の事業となるもので、家族介護教室の開催や定期的に食事を提供する配食サービス

事業、家族介護用品支給事業、高齢者の権利擁護のための成年後見制度利用支援事業等

が主なものでございます。財源は、すべて介護保険事業の地域支援事業負担金と納付金

であります。

介護予防事業費及び包括的支援事業・任意事業費につきましては、平成２２年度、地

域包括支援センターを現行の３カ所から５カ所に増設することに伴い、介護予防の観点

から重点的に実施してまいります。

次に、子育ての充実につきましては、既に報道等にあるとおり、今般、国において施

策が大幅に見直されることに伴い、市といたしましても関連事業の廃止や事業内容の改

正を行っております。

はじめに、５１ページをお願いいたします。

父子手当支給事業費につきましてですが、本制度は、義務教育終了前の児童を養育す

る父子家庭の父に対し、月額５千円を支給する制度であり、当市としては、父子家庭に

対する経済的支援策が全国的にもないことから、他市町村に先駆け、市独自の制度とし

て実施してきたものでございます。

しかしながら、資料５２ページに記載される、次のページになりますが、児童扶養手

当制度の改正によりまして、平成２２年８月から父子家庭も母子家庭同様、その対象に

拡充され、受給額が大幅に増額となることから、８月以降は制度を廃止するものでござ

います。計上予算は、制度改正前の４月から７月までの４カ月分の支給額であります。

なお、児童扶養手当につきましては、父子家庭への拡充分を見込み、事業費で

１，４２３万４千円を増額しております。

続いて、５３ページをお願いします。

子ども手当でございます。国の施策として、平成２２年度、義務教育終了までの子供

を養育する全保護者に対しまして、所得制限を設けず、月額１万３千円を支給するもの

であります。

なお、満２歳未満児を保育所等に入所させないで在宅で養育する保護者に対し、月額

５千円を支給する、これまでの市単独事業すこやか子育て手当金につきましては、子ど
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も手当が全保護者を受給対象としており、かつ、児童手当以上に受給額が増額となるこ

とから、平成２１年度で廃止といたします。

続いて、５８ページをお開き願います。

地域児童健全育成推進事業費は、放課後児童クラブとしての管理運営費であり、平成

２２年度は、大曲地域の内小友及び角間川に２カ所新設し、市内１８カ所で実施いたし

ます。

なお、平成２２年度は、土曜日の開設時間をこれまでの半日から１日に延長いたしま

すので、これに伴い、月額の利用者負担を５千円から６千円に改案をお願いいたします。

続いて、ちょっと飛びますが資料６６ページをお願いいたします。

要支援児童保育対策事業費は、特別に支援を要する園児のために保育所に支援員を配

置するものであります。

近年、障がいのある子や、障がいはないが何らかの支援を要する子が増える現状を踏

まえまして、支援員を前年度より５名増員し、就学時に適切な配慮を行えるよう支援し

てまいります。財源は、県少子化対策包括交付金１，０７０万円を充当しております。

続いて、飛びますが８３ページをお願いします。

母子保健推進費につきましては、妊婦健診の適正回数である１４回の無料化を継続し

まして、また、県外への里帰り出産に伴う妊婦健診にも引き続き対応してまいります。

なお、平成２２年度から健診委託単価が上昇するため、事業費が増額となっておりま

す。

続いて、８６ページをお願いします。

乳幼児健康診査費は、集団及び個別健診により乳幼児の健康管理を行うものでありま

す。毎月健診を実施してほしいというニーズに対応しまして、市内健診会場を３カ所に

集約した上でそれぞれの会場で毎月実施し、発育発達に重要な月齢にポイントを置いた

健診を実施してまいります。また、新年度、４カ月児健診を利用しまして、絵本の読み

聞かせ等を行うブックスタート事業を図書館と共催で実施いたします。

続いて、８７ページ、次のページをお願いします。

予防接種費につきましては、乳幼児健康診査と同様、健診会場を３カ所に集約し、接

種機会を増加させます。

また、高齢者の季節性インフルエンザに対する公費助成につきましては、これまでの

１，５００円から１，２００円に改案をお願いいたします。
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なお、新型インフルエンザ予防接種につきましては、今後の国からの方針や動向、ま

た、平成２１年度の実績を踏まえまして補正対応といたしたいと思います。

以上、簡単でございますけれども、一般会計予算案の健康福祉部所管事業について説

明を終わらせていただきます。

よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（児玉裕一君） 申し上げます。この際、会議時間を午後７時まで延長します。

○議長（児玉裕一君） 暫時休憩いたします。

午後 ４時３８分 休 憩

…………………………………………………………………………………………………………

午後 ４時５４分 再 開

○議長（児玉裕一君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

○議長（児玉裕一君） 田口議会事務局長。

○議会事務局長（田口誠一君） 議会運営委員会の協議結果をご報告いたします。

先ほど休憩中に議会運営委員会を開催いたしまして、本日これからの議事、５時で間

もなく会議時間が終わりますけれども、先ほど７時まで延長させていただきました。こ

の件につきまして、本日、残りの議案第６５号のまだ説明してない部分を続けてやるの

か、それとも本日はこの状態で延会にいたしまして改めてやるのかということで、こち

らを今議会運営委員会で協議していただきました結果、本日、あとおよそ１時間半ぐら

いで全説明を終わりますので、本日中に提案理由の説明を終えたいということになりま

したので、ご報告申し上げます。

以上でございます。

○議長（児玉裕一君） それでは、提案理由の説明を求めます。藤原農林商工部長。

○農林商工部長（藤原 薫君）【登壇】 それでは、農林商工部関係の主な事業について

ご説明いたします。

事業説明書のＮｏ．４－５をお願いします。

それでは最初に、労働費についてご説明いたします。
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６ページをお願いします。

労働費についてでありますが、１８事業、緊急雇用創出臨時対策基金事業費

４，２９５万１千円につきましては、厳しい雇用失業情勢に鑑み、求職者を対象に市が

臨時職員を直接雇用または民間事業所等へ委託することにより雇用機会を創出し、再就

職までの生活支援を行うため、秋田県緊急雇用創出臨時対策基金事業費補助金を活用し

て行うものでありまして、農林商工部で担当している直接雇用として９事業で２９人の

雇用を創出するものであります。また、他の部で所管している委託事業として２事業で

１２人の雇用を創出することとして、３，６００万５千円の合わせて４１人の雇用に

７，８９５万６千円を計上しております。

なお、直接雇用事業の財源ですけれども、補助率１０分の１０の労働費県補助金の秋

田県緊急雇用創出臨時対策基金事業費補助金４，２９５万１千円を充当しております。

次のページの１９事業、新規高卒者等就職支援事業費２７０万円につきましては、未

就職の新規高卒者等、高校・短大・大学等でありますけれども、これらを対象として、

就労に必要な基礎知識や事務的な技術等を習得させ、就職活動に役立てるための育成支

援と就職までの経済的負担の軽減を図るためのものでありまして、３カ月の期間におい

て、社会人としての教養、パソコン操作の実務、市内事業所の業務紹介など計１０回の

講座を開設するとともに、受講者に対し３千円の日当を支給することとしております。

次に、１１ページをお願いします。

６２事業、大仙市雇用助成金８５５万円につきましては、雇用機会の拡大と若年層の

地域定住の促進を図ることを目的に、雇用拡大助成金及び雇用奨励助成金の２つの制度

によりまして、市内の事業所における新規雇用に対して助成するものであります。

雇用拡大助成金につきましては、平成２２年度は雇用事業所の拡充のため医療法人も

助成対象といたしまして、雇用奨励助成金につきましては、雇用促進に迅速な奨励を行

うため前払い金方式に見直すこととしてございます。

次に、１２ページをお願いいたします。

６３事業、大仙市緊急雇用助成金２，１１５万円につきましては、経済の悪化に伴い、

緊急に雇用機会の拡大を図るための制度として、平成２０年度に創設し、市内の事業所

における新規雇用に対して助成するものでありまして、平成２２年度は医療法人も助成

対象とし、被雇用者要件については期間の定めのない常用雇用契約を結ぶ者、これは

パートタイム労働者、派遣労働者は除かれます、かつ、雇用保険・健康保険・厚生年金
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の被保険者である者と雇用形態を見直すことによりまして、地域定住の促進を図ること

としてございます。

次のページの６４事業、大仙市圏域雇用助成金１７０万円につきましては、依然とし

て雇用環境が厳しい状況であることから、従来の大仙市の事業所を対象とした助成金制

度に加えまして、仙北市・美郷町の事業所において大仙市市民を新規雇用した場合、助

成金を交付する新たな制度を創設したものであります。

対象となる被雇用者は、６５歳未満の新規に期間の定めない常用雇用契約を結ぶ者で、

１人につき５万円を前払いで交付することとしております。

続きまして、農林水産業費についてご説明いたします。

２０ページをお願いします。

農業振興費についてでございますけれども、１２事業、産地づくり推進事業費３５９

万７千円につきましては、市の単独事業で、平成２２年度から始まる米戸別所得補償モ

デル事業に対応し、生産調整の確実な実施と振興作物等の作付拡大により産地づくりを

推進するものであります。

事業の概要につきましては、酒造好適米生産向上推進事業は１０ａ当たり千円の助成、

特に無農薬米に対しては、栽培作業等を考慮いたしましてして１０ａ当たり５００円を

上乗せをするもので、合わせて４０ｈａに対しまして４１万円。地域特産品開発米等助

成事業は、特産開発用米の生産に対しまして１０ａ当たり１，５００円の助成に対して

４０万５千円、戦略的担い手経営安定推進事業は、地域振興作物等の作付拡大を図るた

め、担い手が出荷を目的とした新たな野菜栽培の取り組みへ助成するものでありまして、

９８万２千円となっております。

次に、２２ページをお願いいたします。

１４事業、都市農村交流促進事業費９７万２千円につきましては、市内各地域にある

自然や文化、施設、産品などの資源を活用し、都市住民との交流活動を実施するもので

あり、新規事業として、農家、関係団体、関係機関等で構成する大仙市都市農村交流推

進協議会を２２年度に設立し、農業体験や農家民泊など都市と農村の交流人口の拡大を

図ることとしてございます。

次に、３２ページをお願いします。

２７事業、米粉等消費拡大推進事業費１４８万２千円につきましては、米粉の消費拡

大を図ることを目的に学校給食へ月２回米粉パンを提供するもので、材料費の一部を市
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が負担するものであります。

米粉の製粉は、中仙地域農業総合管理施設、通称こめこめプラザに導入された製粉機

で行います。また、米や大豆等を活用した新たな加工製品の研究開発にも取り組んでま

いります。

次のページの２９事業、耕作放棄地等利活用事業費（ふるさと雇用基金分）でござい

ますけれども、これの２，１７７万９千円につきましては、管内の求職者７名を雇い入

れて設立いたしました大仙市遊休農地活用センターによる遊休農地の現地調査を行い、

その遊休農地を管内の認定農業者や集落営農組織などと使用貸借などを締結いたしまし

て、積極的に耕作の再開を推進するものであります。

なお、本事業費の財源といたしまして、労働費県補助金の秋田県ふるさと雇用再生臨

時対策基金事業費補助金２，１７７万９千円を充当しております。

続きまして、飛びまして３４ページをお願いします。

３０事業、地場産菜種学校給食活用モデル事業費３７万２千円につきましては、市内

の菜種栽培実証圃及び小種地区で栽培・収穫された菜種を、協和小種地区農事組合法人

エコファームの搾油機で搾油した、安全・安心で健康によい地元産の菜種油の利活用を

協和、西仙北、神岡の給食センターでモデル事業として実施するもので、現在使用して

いる食用油との価格差を助成するものであります。

次に、４１ページをお願いします。

６８事業、“今こそチャレンジ”農業夢プラン応援事業費７，６６２万９千円につき

ましては、複合経営への転換による体質の強い農業経営確立を図るため、組織経営体や

個別経営体に対して農業用機械・施設等を導入する経費に対して助成するもので、県が

１２分の４、市の協調助成を２２年度より１２分の１に改めるものであります。

なお、本事業費の財源として、農林水産業費県補助金の“今こそチャレンジ”農業夢

プラン応援事業費補助金６，１３０万３千円を充当しております。

次に、４４ページをお願いします。

７６事業、中山間地域等直接支払交付金１５８万６千円につきましては、中山間地域

等において適切な農業生産活動が継続的に行われるよう、農業の生産条件に関する不利

を補正するために交付するものでありまして、特定農山村地域、振興山村地域、過疎地

域等の対象地域で地域内に存する農用地区域内で一団の農用地にあって、勾配が２０分

の１以上、畑・草地等で１５度以上ある傾斜地の農用地を集落協定に基づきまして、５
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年間以上継続して農業生産活動を行う農業者に対して、水田で１０ａ当たり２万１千円

を交付するものであります。

なお、本対象地域は、南外地域２万７，８５３㎡、太田地域４万７，５１０㎡であり

ます。

なお、本交付金の財源といたしまして、農林水産業費県補助金として中山間地域等直

接支払交付金が２地区で１０９万８千円、同じく支払いの推進交付金２地区で５万円の

合わせて１１４万８千円を充当しております。

次のページの７８事業、農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業費３，９３５万

円につきましては、人口の減少、高齢化の進展等により農山漁村の活力が低下している

ことから、農山漁村の活性化を図ることを目的としている事業でありますが、西仙北地

域の農事組合法人強首地区カントリーエレベーター利用組合が、基盤整備事業の効果を

最大限に活かし、担い手の育成や効率的な農業経営を確立するために建設するものであ

ります。

事業の概要は、処理能力が米３，０００ｔ、大豆２００ｔのカントリーエレベーター

建設で、事業年度は平成２２年度から２３年度の２カ年、総事業費は１０億６，８０６

万円であります。

２２年度は、土地造成、杭工事、基礎工事、サイロ建設等で１億３４４万円を予定し

ておりまして、そのうちの補助対象額７，８７０万円の２分の１が農林水産業費国庫補

助金であり、これを財源として３，９３５万円を充当しております。

次に、５１ページをお願いします。

畜産業費についてでございます。２０事業、笹倉放牧場草地更新事業費５２５万６千

円につきましては、市が将来放牧の集約拠点のひとつとしている笹倉放牧場を整備する

ことによりまして、放牧牛の健全な成育と放牧場利用者の増加を図り、畜産農家の飼養

頭数の増加や複合経営の推進を目的に、国の強い農業づくり交付金事業を活用し平成２

１年度から３カ年にわたって整備するもので、２年目であります。

その２２年度の計画は、６．８ｈａの草地改良で、事業費１，１６８万円であります

が、２２年度から事業主体が秋田県農業公社になることから、２１年度は市が事業主体

でありましたけれども、２２年度から農業公社が事業主体となることから、補助対象額

の２分の１、５２５万６千円を市が農業公社に負担金として納入することになります。

なお、本事業費の財源として、草地開発事業債５２０万円を充当しております。
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次に、５９ページをお願いします。

農地費についてでございます。２４事業、快適居住環境整備事業費２２６万７千円に

つきましては、住居の周辺の水路や農業用用排水路の汚濁が進行し農業生産環境や生活

環境面に影響を及ぼしているため、水質保全、施設の機能維持、生活環境の改善を図る

ものであり、２２年度は大曲地域丙一本木地区の１０５ｍを整備するものであります。

次に、６１ページをお願いします。

土地改良事業費についてでございます。１１事業、換地処分等業務費７，７０１万円

につきましては、換地業務の委託経費であります。

事業の概要につきましては、換地処分業務委託料として、神岡地域大浦沼地区、神岡

西部地区が２０４．６ｈａで１，１９０万７千円、中仙地域中仙南部地区が４８１ｈａ

で５，１１２万４千円、南外地域南外中央地区８４．５ｈａで１，３９７万９千円と

なっております。

なお、本業務費の財源として、農林水産業費委託金のほ場整備換地事業費委託金とし

て４地区で３，７４５万９千円充当しております。

次に、６５ページをお願いします。

２７事業、農地・水・環境保全向上対策事業費１億４，０４１万７千円につきまして

は、地域に存在する農地・農業用水等の資源や農村環境の良好な保全と質的向上を図る

ことを目的に平成１９年度から５年間実施される事業で、国で定める要件を満たした組

織の活動に対して支援金を交付するもので、共同活動１２３組織、営農活動７地区の活

動に対して支援するものであります。

なお、本事業費の財源として、農林水産業費県補助金の農地・水・環境保全向上対策

推進交付金として７００万円を充当してございます。

次に、６８ページをお願いします。

５１事業、県営土地改良事業費負担金４億１，５６４万９千円につきましては、県営

土地改良事業に対する地元負担金でありまして、ガイドラインに従いまして事業費の一

部、約１０％でございますけれども、これを負担するもので、ほ場整備事業につきまし

ては１２地区において継続するものであります。

事業の概要につきましては、農地集積加速化基盤整備事業１２件、３億８，４７６万

５千円、県単調査事業３件、５５０万円、県営かんがい排水事業２件で５５０万４千円、

南外防災ダム１件で７８７万５千円、特定農業用管水路等特別対策事業、中淀川の分で
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すけれども、１件で３２０万円、基幹水利施設ストックマネジメント事業２件で７９０

万円、地域用水機能増進事業１件で９０万４千円の合わせて２２件になってございます。

なお、本負担金の財源として、県営ほ場整備事業債・県営かんがい排水事業債・防災

ダム事業債等で２億９，３６０万円、土地改良事業費分担金で３，１５０万円を充当し

てございます。

次に、７５ページをお願いします。

農業施設費についてでございますけれども、１５事業、地域農業総合管理施設費、こ

めこめプラザですけれども、２，０７０万９千円につきましては、市有施設の適切な維

持管理を行うため、指定管理者である物産中仙株式会社への指定管理料のほかに、道の

駅なかせんの利便性の向上を図り、こめこめプラザの集客の増加を図るために、賑わい

を創出するコーナーの設置など施設内を改造整備するものであります。

なお、本管理費の財源として、地域農業総合管理施設使用料として２万６千円を充当

してございます。

次に、飛んで８８ページをお願いします。

林業総務費についてでございます。１７事業、秋田県水と緑の森づくり税関連事業費

７０５万５千円につきましては、秋田県水と緑の森づくり税を財源とする森林環境の整

備を行うもので、針広混交林化推進事業として大川西根財産区内の現地調査のために

２０万円、ふれあいの森整備支援事業として姫神公園の整備、南外ふるさと森林公園の

整備、太田大堤公園の整備などに対しまして６００万円、森林環境学習活動支援事業と

して大曲小学校の余目学校林及び旧峰吉川小学校の学校林の整備と土川小学校の学習活

動の支援に対して８５万５千円、合わせて７０５万５千円であります。

なお、本事業費の財源として、農林水産業費県補助金の針広混交林化推進事業費２０

万円、ふれあいの森整備支援事業費補助金６００万円、森林環境学習活動支援事業費補

助金８５万５千円の合わせて７０５万５千円を充当しております。

次に、９４ページをお願いします。

６５事業、美しい森林づくり基礎整備交付金事業費５８３万５千円につきましては、

地球温暖化防止に向けた森林の多面的な機能の持続発揮のため、京都議定書の第一約束

期間の終期である平成２４年度まで集中的に間伐の促進を図るものであります。

平成２２年度は、大曲地域大川西根地区、西仙北地域土川地区、中仙地域長野地区、

協和地域荒川地区、南外地域南楢岡地区の５地区において搬出・切捨間伐を実施するも
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のであり、国の交付率は５０％であります。

このことから、財源として国の補助金の美しい森林づくり基礎整備交付金５８３万５

千円を充当してございます。

次に、１０１ページをお願いします。

林道整備事業費でございます。１０事業、林道開設事業費（補助分）２，８２０万円

につきましては、間伐材等の搬出のため骨格的な林道を整備するもので、協和地域、林

道七袋線を引き続き３００ｍ整備するものでありまして、補助率は国５０％、県で１０

％であります。

本事業費の財源としまして農林水産業費県補助金の林道開設事業費補助金１，６６５

万円、林道整備事業債１，１５０万円を充当してございます。

次に、１０２ページをお願いします。

県営林道事業費についてでありますが、１０事業、県営林道事業費１，０００万円に

つきましては、県営林道前沢線開設事業費負担金でありまして、市の負担率は２５％で

あります。

事業の概要につきましては、平成１６年度からの事業で全長８，５４０ｍのうち２２

年度は４００ｍを整備するものであります。

なお、本事業費の財源といたしまして、県営林道整備事業債１，０００万円を充当し

ております。

次に、１０４ページをお願いします。

１２事業、高能率生産団地路網整備事業費２００万円につきましては、骨格的な作業

道を整備することによりまして高性能な林業機械の導入が可能となりまして、森林所有

者の作業コスト低減や円滑かつ効率的な森林整備体制の確立が図られることから、南外

地域の滝ノ沢線１，０００ｍを整備するものでありまして、市の負担率は６分の１であ

ります。

なお、本事業費の財源といたしまして、高能率生産団地路網整備事業債２００万円を

充当しております。

次に、１０６ページをお願いします。

水産業振興費についてでございます。１２事業、鮭資源等確保活用事業費１，３３４

万７千円につきましては、雄物川、玉川の河川環境整備及び鮭の遡上の保護活動を推進

するものでありまして、鮭採捕事業委託料・鮭ふ化放流事業委託料、それから増殖振興
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会への負担金であります。

なお、本事業の財源といたしまして、稚魚売払収入６６４万７千円を充当してござい

ます。

次に、１１５ページをお願いします。

商工振興費についてでございます。２１事業、企業誘致対策費３７７万円につきまし

ては、市内企業の実状及び誘致環境を把握するため、企業の訪問やその企業に関連する

首都圏企業等誘致関連部署を訪問いたしまして事業規模拡大企業や新規進出企業などの

可能性を探り、本市の産業活性化と雇用機会の拡大を図ることを目的としておりますが、

平成２２年度は、新たな事業といたしまして、１つとして、事業規模拡大志向調査を行

い、事業規模拡大あるいは移転を計画している企業を把握し、新規誘致に向けてアプ

ローチを行うこととしております。２つ目は、産学官連携事業の秋田大学との包括協定

の目的の一つとして製造業の技術向上を掲げ、大仙市企業連絡協議会とも連絡を図りな

がら、大仙市発の製品開発を目指すものであります。３つ目として、それぞれの企業の

得意分野や優れた独自技術を情報発信することで企業間の受発注促進につなげるため、

管内企業情報データベース化を図ることを計画としております。

なお、昨年度実施いたしました大仙市首都圏企業懇話会は１１月２４日の開催を予定

しております。

次に、１２１ページをお願いします。

６２事業、中小企業振興融資あっせん制度保証料補給金７，０３１万３千円につきま

しては、市内中小企業者の資金需要に対処するため、大仙市中小企業振興融資あっせん

制度による融資促進を図り、その保証料の全額を市が補給するものであります。

また、経済・雇用・生活緊急対策において、市内中小企業者への経営支援として実施

してまいりましたマル仙制度の融資限度額を引き続き平成２３年３月３１日までの

３，０００万円ですけれども、実行融資分まで延長することとしております。

次に、１２２ページをお願いします。

６３事業、中小企業振興設備資金融資利子補給金１，２５６万３千円につきましては、

市内中小企業者が市の中小企業振興融資あっせん制度（マル仙・マル仙小口）を利用し

取引金融機関から融資を受けたもののうち、設備投資に係る資金について融資利子の一

部を補給し、金利負担を軽減するものであります。

なお、対象となる融資は、平成２３年３月３１日まで融資実行されたもので、利子補
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給率は年率１．１％で、３６カ月間行うものであります。

次に、１２５ページをお願いします。

６８事業、中小企業振興緊急経営安定資金融資利子補給金５，９９７万４千円につき

ましては、これも昨年度から実施しておりまして、これにつきましても市の中小企業融

資あっせん制度に盛りまして、これを利用した方々に対しまして利子補給するもので、

平成２２年度においても、この融資実行期間を２３年３月３１日まで延長することとし

ております。

次に、１２６ページをお願いします。

７０事業、がんばる商店等支援事業費補助金４００万円につきましては、商店街や商

店グループによるポイント事業や販売に対しての抽選会事業などを行うサービス事業業

や、商品券発行事業を実施することによりまして、消費者の購買意欲を向上させること

を目的に、市内の１０店舗以上の地域商店で構成する商店グループに対し助成するもの

であります。

なお、補助率は、サービス事業については３０万円を限度に事業費の２分の１以内、

商品券発行事業については５０万円を限度に５分の４以内としております。

次に、次のページの９０事業、中小企業融資預託金１０億３，０００万円につきまし

ては、市内中小企業者の資金需要に対処するため、大仙市中小企業振興融資あっせん制

度の取り扱い金融機関に対しまして預託金の８倍を目標に融資促進を図るために預託す

るものであります。

なお、緊急対策分の預託金として、通常分としての４億３，０００万円のほか、２１

年度の経済対策分として３億円積み増ししておりますが、本対策を２３年３月３１日の

融資実行分まで融資することによりまして融資額の増加が見込まれることから、平成

２２年度においては、さらに３億円積み増しすることとしております。

なお、本預託金の財源として、中小企業融資預託金元利収入を同額充当しております。

次に、１２８ページをお願いします。

観光費についてでございます。１１事業、観光推進事業費４１０万円につきましては、

大仙市の観光を内外にＰＲし誘客を進めることで観光振興を図ることを目的とした事業

で、大仙市の観光ポスター作成のための経費や広告料等をいただきながら観光パンフ

レットのリニューアル経費、西仙北地域の東北将棋大会、中仙地域のさくらまつりなど

各種イベント開催経費が主な事業であります。
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なお、本事業費の財源として、観光パンフレットの広告料４５万円を充当しておりま

す。

次に、１４８ページをお願いします。

５１事業、大曲の花火１００周年記念事業費負担金１，０００万円につきましては、

大曲の花火が明治４３年に誕生以来、今年で１００年目を迎えることから、その記念事

業として、８月２１日の花火フォーラムの開催、第８４回大曲の花火における特別番組

の打ち上げをメインとし、毎月市内各地で開催される花火大会に花火玉の現物を支給し

ながら、１年を通して１００年をお祝いすることとしております。

収入には、大曲の花火実行委員会からの１，０００万円と大仙市に積み立てられた全

国花火競技大会振興基金からの１，０００万円を見込んでございます。

以上で、農林商工部関係の予算説明を終わりますが、よろしくご審議の上、ご承認賜

りますようお願い申し上げます。

○議長（児玉裕一君） 次に、建設部所管の予算について、中嶋建設部長。

○建設部長（中嶋喜代博君）【登壇】 建設部が所管いたします予算についてご説明申し

上げます。

資料の４－６をお願いいたします。

１ページ、６１事業、浄化槽設置整備事業費補助金につきましては、平成２２年度は

今年度より５０基多い２００基の設置を予定しております。

財源としては、浄化槽設置整備事業費補助金の充当を予定しております。

次に、３ページ、１０事業、国土調査事業費につきましては、現在、西仙北・協和・

太田の３地区で国・県の補助を受けて実施しております国土調査事業を引き続き継続し

て行うものであります。

財源としては、国土調査事業費補助金を充当します。

次に、６ページ、建築確認事務費につきましては、平成２２年４月１日より限定特定

行政庁を設置し建築認事務を行うため、建築主事であります嘱託職員１名の賃金など建

築確認事務の執行に伴います事務的経費であります。

財源としまして、建築確認申請手数料及び完了検査手数料等の充当を考えております。

次に、１０ページ、１５事業、市道敷地等未登記対策費につきましては、合併前の旧

市町村において道路敷地取得の際に登記事務の手続きができずに未登記となっている

２，７２２筆について、未登記の解消と適正化を図るもので、今年度は中仙地域９筆・
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南外地域２８筆・仙北地域６筆の計４３筆の解消を行うものであります。

次に、１１ページ、１１事業、道路維持管理費につきましては、市民の安全な通行を

図るため、道路の舗装、側溝等の修繕を行うものであります。

財源として、土木使用料の充当を予定しております。

次に、１３ページ、１４事業、除雪機械購入費につきましては、除雪機械の計画的な

更新を行うため、中仙地域のロータリー除雪車の更新と、協和地域の現在リースで対応

しておりますホイルローダを新たに購入するものであります。

財源として、建設機械整備費補助金と除雪機械整備事業債の充当を予定しております。

次に、１５ページ、２０事業、道路側溝等環境改善事業費につきましては、今年度導

入の高圧洗浄車・バキューム吸引車を活用して、市民から要望の多い道路側溝や農業用

用排水路に堆積している汚泥の処理を全市的に行うもので、車両の運行経費や作業委託

経費を措置しております。

次に、１７ページから２１ページにつきましては、地域活力基盤創造交付金事業費で

整備を進めております、中仙４号線、古四王際飯詰線、愛宕下・浮島・合貝跨線橋の落

橋防止工事及び地方特定道路整備事業費で実施の宮林線の改良事業であります。

２２ページをお願いします。

３２事業、道路改良事業費につきましては、平成２２年度は４９路線について、道路

改良、舗装改良、側溝改良の工事を実施してまいります。

財源としましては、道路整備事業債の充当を予定しております。

２４ページ、１事業、交通安全施設整備費につきましては、安全で安心な交通を確保

するために、街路灯やカーブミラーの設置、それから幹線道路及び危険な箇所の区画線

の整備を行ってまいります。

２５ページ、１１事業、都市計画マスタープラン等策定経費につきましては、特定用

途制限地域策定業務委託、１９年度から４カ年の債務負担行為を設定しております都市

計画の策定委託料等であります。

次に、２７ページ、１１事業、まちづくり交付金事業費の大曲駅周辺地区（補助分）

につきましては、２２年度が最終年度となるもので、福田西線、しあわせ公園の整備及

び地域交流センターの建設工事並びに事業効果分析業務委託を実施してまいります。

財源としては、まちづくり交付金事業費補助金及びまちづくり交付金事業債の充当を

予定しております。
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２９ページ、１１事業、市営住宅維持管理費につきましては、市営住宅１８団地

１３０棟５３２戸の維持管理費であります。

財源としては、公的賃貸住宅家賃対策調整補助金と住宅使用料の充当を予定しており

ます。

３０ページ、１２事業、住宅・建築物耐震診断事業費につきましては、２１年度から

５カ年事業として実施している木造住宅の耐震診断費として、上限を３万円として補助

するものであります。

特定財源としまして、住宅・建築物安全ストック形成事業補助金の充当を予定してお

ります。

３１ページ、１３事業、住生活基本計画等策定経費は、大仙市の特性に応じた住宅政

策のあり方や具体的方策の展開方針に関する計画と公営住宅のストック活用総合計画を

策定するものであります。

財源として、地域住宅交付金事業費補助金の充当を予定しております。

３２ページ、１０事業、地域住宅交付金事業費につきましては、平成１８年度から５

カ年事業としてＣＭ方式で実施しております、西仙北地域北ノ沢市営住宅の２棟４戸の

住宅建築工事と住宅外構工事、駐車場整備の工事であります。

財源としては、地域住宅交付金補助金と公営住宅整備事業債の充当を予定しておりま

す。

３４ページをお願いします。

１２事業、河川改修事業費につきましては、河川環境の向上のために整備を行うもの

で、大曲地域の浅川と西仙北地域の仏沢川の護岸工事等を実施してまいります。

３６ページ、１０事業、公園維持管理費につきましては、市全域の公園９７カ所の維

持管理費であります。作業賃金や修繕料、電気料、上下水道料のほか、公園の指定管理

委託料などであります。

財源として、公園使用料、電気使用料などの充当を予定しております。

３７ページ、1３事業、仙北ふれあい公園事業費（補助分）につきましては、最終年

次となりますので、第２駐車場及び体育館周辺整備を進めてまいります。

財源としましては、都市公園整備事業費補助金と仙北ふれあい公園整備事業債の充当

を予定しております。

次に、４０ページ、１４事業、飯田沼つり公園整備事業費につきましては、大曲地域
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つり公園の整備を進めているものでありますが、今年度、地権者と沼地部分の無償譲渡

契約をいたしましたので、引き続き板柵護岸等の整備をしてまいります。

財源としましては、公園施設整備事業債の充当を予定しております。

４１ページをお願いします。

１０事業、市民ゴルフ場管理委託費につきましては、大仙市河川緑地管理協会を通じ

て第三セクターの大曲スポーツセンターに市民ゴルフ場の管理運営を委託するものであ

ります。

財源としましては、市民ゴルフ場使用料の充当を予定しております。

以上、建設部所管の予算についてご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご

承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（児玉裕一君） 次に、水道部所管の予算について、藤田水道部長。

○水道部長（藤田良雄君）【登壇】 水道部所管の予算につきましてご説明いたします。

資料Ｎｏ．９の事業説明書の１ページをお開き願います。資料Ｎｏ．４－９になりま

す。

簡易水道費５９０万９千円でありますが、非公営の簡易水道及び小規模水道組合で実

施しております一般細菌、大腸菌群などの水質検査経費を負担し、適正な水質管理及び

経営の安定のための支援をするもので、大曲、西仙北、中仙、仙北及び太田地域の４２

地区の簡易水道組合及び２９地区の小規模水道組合の合わせて７１地区の水質検査に係

る検査手数料であります。

以上、水道部の一般会計予算につきましてご説明申し上げましたが、よろしくご審議

の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（児玉裕一君） 終わりに、教育委員会所管の予算について説明を求めます。はじ

めに、髙橋教育次長。

○教育次長（髙橋修司君）【登壇】 それでは、教育委員会関係の予算について、お手元

の資料４－７によりご説明いたします。

はじめに、２０ページになります。

学校運営管理費（小学校）は、４，８９６万５千円の計上でございます。

これは、市内の小学校について、正職員の配置のない学校に対して配置する校務嘱託

職員、校務補助員に係る賃金、シルバー人材センターへの業務委託料などの経費となっ

ております。
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次に、２１ページになります。

学校施設管理費は、２億１，０７８万１千円の計上です。

これは、市内２６小学校に係る電気料、上下水道料、燃料費など施設の維持管理に係

る経費と、各学校に配分する印刷費や消耗品費などとなっております。

２２ページになります。

校舎等維持補修及び施設整備費は、１，２４４万２千円の計上です。

これは、市内２６小学校の校舎の維持補修及び施設整備に要する経費でございまして、

昨年度より大幅な減少となっておりますが、これは、修繕工事につきましては国の第２

次補正事業で予算措置していただき、平成２２年度に繰り越しての実施を予定している

ことによるものでございます。

次に、３５ページになります。

３５ページ・３６ページ・３７ページにつきましては、先ほど小学校の分でご説明申

し上げましたが、ここに関しては中学校の分でございます。

学校運営管理費２，２１７万５千円、学校施設管理費１億１，８９０万９千円、校舎

等維持補修及び施設整備費７１８万２千円、それぞれの計上でございます。

次に、少し飛びまして５５ページをお願いいたします。

ここに関しましては、これも同じく幼稚園に関する幼稚園運営管理費１，５００万６

千円、それから５６ページ・５７ページにつきましても先ほどと同じように施設管理費、

それから維持補修、施設整備費に係る予算でございます。

内容はどれも同じでございますので、記載のとおりとさせていただきます。

次に、６２ページになります。

幼稚園法人化推進事業費は、１，８１７万２千円の計上でございます。

これは、幼稚園の法人化を円滑に行うため、法人化予定の市内６幼稚園に正職員に代

わる臨時職員を配置し、移行前後の環境変化による影響を軽減するための経費として、

今回新規分として臨時講師１０名分に係る賃金、共済費などを計上いたしております。

続きまして、７１ページになります。

生涯学習関係になりますが、生涯学習推進体制整備費は、２２１万８千円の計上です。

これは、生涯学習奨励員６２名分の活動費や生涯学習情報誌「こすもす」の発行経費

などとなってございます。

次に、７２ページになります。
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芸術文化振興費は、３８３万１千円の計上です。

これは、大仙市の芸術文化協会が主催する大仙市芸術祭の経費、それから８地域を巡

回いたします「ふるさと民謡めぐり」の経費、各地域個別の生涯学習成果発表会の開催

経費などであります。

次に、７４ページになります。

学校支援地域本部事業は、８６３万６千円の計上です。

この事業は、地域の教育力の低下が叫ばれておりますけれども、その改善に向けた学

校・ＰＴＡ・地域住民が一体となって取り組む、そして学校を盛り上げようとするもの

でございます。

７５ページになります。

生涯学習推進費負担金は、６１１万３千円の計上です。

主な内容といたしましては、日本語講座の運営費、おばこ節全国大会、おはら節全国

大会、また、２２年度から全国大会として開催予定の秋田飴売り節大会、そのほか市民

交流囲碁大会、将棋大会などの負担金となっております。

次に、７９ページになります。

花いっぱい運動推進事業費は、２１６万５千円の計上です。

この事業には、花の里づくり基金から２００万円が充当されております。

次に、８０ページになります。

公民館主催事業費は、７００万３千円の計上です。

これは、市内８地域の公民館が創意と工夫をしながら、社会教育講座や生涯学習講座

などの自主事業を開催する経費となっております。各地域の主な事業は、説明書下段に

記載のとおりとなっております。

次に、８２ページになります。

図書館管理及び運営費は、４，８１５万９千円の計上です。

これは、市内８図書館の管理・運営に関する経費でありまして、主なものといたしま

しては、臨時職員の賃金、電気料、上下水道料、燃料費などとなってございます。

次に、８６ページをお願いいたします。

大曲市民会館管理費は、４，２８３万４千円の計上となっております。

これは、市民会館の電気料、各種保守業務委託料などの維持管理に要する経費となっ

ております。平成２２年度には、グランドコンサートピアノのオーバーホールほか、自
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動火災報知器等修繕などを予定しております。

特定財源として、市民会館使用料など５８０万８千円を充当しております。

次の８７ページにつきましては、中仙市民会館管理費、通称ドンパルの分３，１５１

万円。次の８８ページに関しましては、協和市民センター、これは和ピア。次に、８９

ページは仙北ふれあい文化センターの管理費、それぞれ記載のとおりの予算で管理運営

してまいりたいと考えてございます。

次に、９１ページになります。

総合市民会館運営費は、４，６９０万９千円の計上であります。

これは、大曲市民会館、中仙市民会館、協和市民センター、仙北ふれあい文化セン

ターの自主事業に係る経費となっております。

平成２２年度もそれぞれの施設の特徴を活かしまして、市民に喜ばれる事業を展開し

てまいりたいと考えております。

なお、財源といたしまして、入場料等２，５４６万円を充当しております。

次に、９５ページになります。

文化財保護関係に入ります。文化財保護施設管理費は、７３５万２千円の計上であり

ます。

これは、旧峰吉川小学校（仮称）むかしのくらし体験館の維持管理に要する経費と、

南外地域の民俗資料交流館などの管理に要する経費となってございます。

続きまして、次に９８ページになります。

払田柵跡環境整備事業費は、９３９万９千円です。

これは、遺跡の保存を図るとともに、遺跡の性格や内容をわかりやすく表現すること

により多くの見学者に史跡公園として活用してもらうことを目的に、平成２２年度は外

郭北門周辺盛土整地工事を予定してございます。

なお、財源として、４５０万円の国の補助金を充当しております。

次に、１０１ページになります。

池田氏庭園整備事業費は、５，８６３万２千円の計上です。

これは、国指定名勝「池田氏庭園」の築庭、庭ですが、当時の景観復元整備を行い、

学術上、鑑賞上優れた庭園を往時の姿によみがえらせることを目的として整備している

ものでございます。

平成２２年度は洋館の修復工事の最終年度工事及び米蔵、味噌蔵修復工事の実施設計



- 91 -

業務委託などを予定しております。

特定財源として、国の補助金２，９２５万円と、文化財整備事業債２，６３０万円が

充当されております。

続きまして、１０６ページになります。

１０６ページから１０７ページ・１０８ページにつきましては、それぞれ県のふるさ

と雇用臨時対策基金事業費補助金を充当した雇用対策となっております。それぞれ記載

のとおり、文化財保護のための事業を平成２２年度も実施していくというふうな内容に

なっておりますので、よろしくお願いしたいと思います。

次に、スポーツ関係に入りまして１１２ページになります。

１１２ページ、全県５００歳・５５０歳野球大会の開催経費は、２８８万２千円の計

上でございます。

昨年度からは２大会を一つの実行委員会として運営しておりますが、それに対する負

担金などとなっております。

次に、１１７ページになります。

保健体育総務費補助金は、１，４７４万６千円の計上です。

これは、市体育協会や市のスポーツ少年団の運営や派遣費に係る経費の補助金などと

なってございます。

次の１１８ページから１１９ページ・１２０ページ・１２１ページ・１２２ページに

わたりましては、市の体育施設の維持管理に関する内容となってございます。それぞれ

の施設ごとに分類してございますが、いずれも市民から喜んで使っていただくための維

持管理、そして安全対策に要する費用でございますので、よろしくお願いいたしたいと

思います。

以上で私からの説明を終わります。

○議長（児玉裕一君） 次に、藤原教育次長。

○教育次長（藤原保子君）【登壇】 同じく資料Ｎｏ．４－７、教育委員会の事業説明書

について、学校教育課所管の当初予算に係る事業についてご説明いたします。

７ページをお願いします。

教職員コンピュータの管理及び運営費につきましては、教職員パソコン、サーバー等、

リース機器の支払いと障害発生時の対応経費４，９０２万５千円を予算計上しておりま

す。
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１０ページをお願いします。

学習定着度調査事業費につきましては、国や県で実施する学習状況調査実施後、市内

小・中学生の学習状況を調査・分析した上で、フォローアップシートを作成、配布し、

その後の児童生徒の指導に活かしてまいるものであります。

続いて、１１ページをお願いします。

心ふれあうさわやか大仙事業につきましては、全中学校の代表生徒が大仙市中学生サ

ミットを開催し、共通実践テーマや活動内容を設定し、小・中学校が足並みをそろえて

保護者や地域住民を巻き込んだ実践を展開し、一体感を持って生活習慣や学習習慣の定

着を図ることができるようにするもので、１７万５千円を予算計上しております。

１２ページになります。

就学指導経費につきましては、特別支援教育を要する児童生徒の適正な就学を図ると

ともに、本市及び学校における特別支援体制の一層の整備・充実を図るもので、１３万

１千円を予算計上いたしております。

１３ページになります。

教育振興全般にかかわる庶務的経費についてでありますが、学校評議員会や結核対策

委員会、定期検診等に係る報酬や委託料、手数料等で、１，８８７万円を計上しており

ます。雑入は、仙北市、美郷町からの経費であります。

１４ページになります。

外国語指導助手招致事業費についてでありますが、英語圏の国から７人の指導助手を

招致し、幼稚園や小・中学校の国際理解教育及び英語科教育の充実を図ります。また、

国際理解教育や国際交流並びに市の国際交流事業のコーディネーターとして、日本語に

堪能な国際交流員１名を教育研究所に配置するものであります。

財源のその他は、家庭事情により任期終了前に帰国した協和地域指導助手からの住宅

使用料等の返納金であります。予算は３，７７６万６千円を計上しております。

１７ページをお開きください。

小中学校芸術鑑賞事業費につきましては、児童生徒に優れた舞台芸術の鑑賞機会を提

供し、豊かな情操の涵養をねらって行うものです。小学校は、大曲、中仙市民会館、協

和市民センター、中学校はたざわこ芸術村わらび劇場でミュージカルの鑑賞を予定して

おります。

５９３万１千円を予算計上しておりますが、その他の財源は、鑑賞料として児童生徒
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から１人１千円を徴収するものです。要保護と準要保護児童生徒は無料としております。

２３ページになります。

小学校の教材購入費につきましては、小学校の教育環境の充実を図るため、学習教材

や机脚等の備品、学校図書の購入費を学校規模に応じて予算措置するもので２，７６０

万７千円を予算計上しております。

２５ページになります。

小学校スクールバス運行経費につきましては、通学困難な地域の児童の安全な登下校

のため、スクールバスを６台運行するための管理費で１，０３４万２千円を予算計上し

ております。

２６ページになります。

小学校の教育設備用コンピュータの設置経費につきましては、児童一人一人の能力の

向上を図り、情報社会に対応できる児童の育成のための経費でありますが、リース機器

の支払いや障害発生時の対応にかかわる経費で２，０９４万８千円を予算計上しており

ます。

事業概要の設置機器台数の「職員用パソコン」とありますが、これは「児童用パソ

コン」となりますので、ご訂正をお願いいたします。

２７ページになります。

通学援助費（小学校費）につきましては、路線バスの廃止や学校の統廃合による、通

学が困難な地域の児童の安全な通学を確保するためにタクシー業者に委託し輸送しても

らうもので、５９１万４千円を計上しております。来年度は１地域が増え４地域となり

ます。

２８ページになります。

チェンジあきた・教育プロジェクト事業につきましては、県のチェンジあきた・教育

プロジェクト事業補助金を活用し、校種間連携や家庭・地域との連携・協働、著名人を

招いての夢講座を実施し、大きな夢や希望を持ち続け、チャレンジ精神や創造性に富む

児童の育成を目指します。大曲小学校の最終年度の事業となりますが、予算額５００万

円は県補助金が充当されております。

３０ページになります。

教育振興費補助金につきましては、１つは小学校の修学旅行引率費補助金、２つは通

学距離がおおむね４ｋｍ以上の児童の通学に係る路線バスの定期券購入費の全額補助、
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スクールバスとして利用している協和地域の羽後交通の路線バスヘの赤字補てん等の遠

距離通学費補助金、３つは学校教育課程に位置づけられた部活動及び各種コンクール、

研究発表等の各種大会派遣補助金で、３，８８３万６千円を計上しております。遠距離

通学補助金につきましては、国庫補助金８８４万５千円が財源に充当されております。

３１ページになります。

就学援助扶助費（小学校）につきましては、経済的に困窮している世帯の児童の学校

生活に係る学用品費や校外活動費、修学旅行費等について援助し、保護者の負担軽減を

図るもので９１２万６千円の計上をしております。財源には要保護児童の修学旅行費２

分の１の国庫補助金が充当されております。

３２ページになります。

医療扶助費（小学校）につきましても経済的に困窮している世帯の保護者の負担軽減

を図るもので、６６万円の予算計上をしております。

これも国庫補助金２分の１、要保護児童の医療費に充当されております。

３３ページ、給食扶助費（小学校）につきましても同様の内容でありまして、保護者

の負担軽減を図るもので１，３７２万８千円を予算計上しております。要保護児童は生

活保護費から支給されております。

３４ページになります。

特別支援教育就学奨励費（小学校）でありますが、特別支援学級に在籍する児童の就

学に係る学用品費、校外活動費、修学旅行費、給食費等の一部を援助し、保護者の負担

の軽減を図るもので１７４万３千円を計上しております。財源の一部に国庫補助金５７

万５千円が充当されております。

３９ページからは中学校関係の事業説明書となります。小学校と同様の内容でありま

すので一部省略させていただきますが、教材購入費は１，５１１万２千円を予算計上し

ております。

４０ページ、国際交流事業費は５２８万９千円を計上しております。

４１ページになります。

心の教室相談員活用事業につきましては、教育相談の充実により、不安やストレスな

どを要因と考えられる不登校やいじめ、問題行動を未然に防ぐことを目的に相談員を配

置するもので、１５２万１千円を計上しております。これは県の委託事業であります。

続いて、４２ページからは前に説明しておりますので省略させていただきます。
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４６ページをお願いいたします。

西仙北西中学校寄宿舎管理費につきましては、通学距離６ｋｍ以上ある生徒の冬季寄

宿舎生活に係る臨時調理員居住補助金等で９１万４千円を計上しております。

４７ページになります。

キャリア・スタート・ウィーク推進事業についてでありますが、生徒に望ましい職業

観、勤労観を身につけることができるよう、市で毎年１校ずつ実践校を指定し、職場体

験学習等ができるように支援するもので、今後５年間ですべての中学校において事業が

推進されることになります。

４８ページになります。

教育課程研究指定校事業についてでありますが、大曲中学校が今年度から２カ年、文

部科学省の教育課程研究指定校として…財源は委託金２５万６千円であります。

４９ページから５４ページは省略させていただきます。

５８ページからは幼稚園関係予算であります。

すこやか子育て支援事業につきましては、所得基準を満たす世帯の幼稚園児の保育料

や教材費、給食費等を補助し、経済的負担を軽減するもので２，０７９万３千円を予算

計上しております。財源には県の補助金を充当しております。

６１ページになります。

園児バス運行管理費につきましては、４幼稚園の園児を安全に登・降園させるため４

台の運行管理を行うもので、９００万７千円を計上しております。財源のその他は社会

福祉法人大空大仙の負担金であります。

６３ページになります。

幼稚園就園奨励費補助金につきましては、すこやか子育て事業と同様の内容でありま

す。７２２万６千円を計上しております。国の補助金も充当されております。

６４ページをお願いします。

法人立幼稚園補助金につきましては、市立幼稚園の移譲を受けた社会福祉法人大曲保

育会の円滑な園運営のため、事業の概要に記載の運営基準に基づき、運営費補助金と保

育料軽減負担金、事務局経営安定化補助金等を交付するもので４，２４３万８千円を予

算計上しております。

６５ページの発達支援サポーターは小・中と同様であります。

以上で、教育委員会の主な予算についてご説明いたしましたが、よろしくご審議の上、
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ご承認賜りますようお願いいたします。

○議長（児玉裕一君） この際、暫時休憩いたします。本会議は６時１０分に再開いたし

ます。

午後 ６時０２分 休 憩

…………………………………………………………………………………………………………

午後 ６時１４分 再 開

○議長（児玉裕一君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

○議長（児玉裕一君） 日程第６６、議案第６９号から日程第８８、議案第９１号までの

２３件を一括して議題といたします。

提案理由の説明を求めます。はじめに、総務部所管の特別会計予算、老松総務部長。

○総務部長（老松博行君）【登壇】 それでは、ご説明申し上げます。また最初の資料に

戻っていただきまして、総務部の資料、資料Ｎｏ．４－１の２４ページから最後までに

なります。２４ページになります。

議案第７２号、平成２２年度大仙市土地取得特別会計予算について、ご説明申し上

げます。

２２年度の予算額は、歳入歳出それぞれ９３１万９千円で、前年度比較７４６万８千

円の減となっております。

本会計は、旧大曲市におきまして公共用地の円滑な取得を図ることを目的に設置され

た特別会計であり、歳入の内容は一般会計からの繰入金で、歳出は用地の先行取得に係

る市債の償還金であります。市債の償還は平成２２年度で終了となることから、本特別

会計は平成２２年度をもって終了する予定のものであります。

次に、２５ページから３０ページまでになりますが、議案第８６号から議案第９１号

までの財産区特別会計予算６件について一括してご説明申し上げます。

財産区におきましては、財産区の主たる財産であります山林の保育等を実施すること

によりまして、森林の荒廃防止や森林機能の維持を図るとともに、立木等の収益性を高

め、地域住民への還元を目指すものであります。

それでは、２５ページ、平成２２年度内小友財産区特別会計の予算につきましては、

歳入歳出それぞれ６０万４千円であります。

歳入の内容は基金繰入金などでありまして、歳出は管理会経費や下刈り経費などであ
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ります。管理会の開催、山林検分の実施、委員研修の実施及び山林保育の実施をしてい

るものであります。

次に、次のページ、２６ページになります。

平成２２年度大川西根財産区特別会計の予算額は、歳入歳出それぞれ４１万６千円で

あります。

歳入の内容は繰越金や土地貸付収入などでありまして、歳出は管理会経費などであり

ます。同じように管理会の開催、山林検分の実施、委員研修の実施及び山林保育の実施

をしているものであります。

次に、平成２２年度荒川財産区特別会計の予算額は、歳入歳出予算それぞれ１５８万

２千円であります。

歳入の内容は基金繰入金や繰越金などであり、歳出は管理会経費、土地使用料及び雪

害木処理経費などであります。管理会の開催、委員研修の実施、山林保育の実施及び地

区振興協議会等への助成を実施するものであります。

次に、峰吉川財産区の予算であります。２８ページになりますが、歳入歳出予算それ

ぞれ１１８万７千円であります。

歳入の内容は基金繰入金や繰越金などであり、歳出は管理会経費や作業道刈払い経費

などであります。同様に管理会の開催など、それから地区振興協議会等への助成を実施

するものであります。

次のページの平成２２年度船岡財産区特別会計の予算は、歳入歳出それぞれ１４６万

９千円であります。

歳入の予算は基金繰入金や繰越金などであり、歳出は管理会経費、雪害木処理経費及

び下刈り経費などであります。同様に管理会の開催、委員研修の実施及び地区振興協議

会等への助成を実施するものであります。

最後になりますが、３０ページ、平成２２年度淀川財産区特別会計の予算額は、歳入

歳出それぞれ１７０万円であります。

歳入の内容は基金繰入金や繰越金などであり、歳出は管理会経費、作業道刈払い経費

及び一般会計への繰出金などであります。同様に管理会の開催、委員研修の実施、山林

保育の実施及び地区振興協議会等への助成を実施するものであります。

以上、総務部所管の特別会計予算につきまして一括してご説明申し上げました。よろ

しくお願い申し上げます。
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○議長（児玉裕一君） 次に、市民生活部所管の特別会計予算について、元吉市民生活部

長。

○市民生活部長（元吉峯夫君）【登壇】 資料Ｎｏ．４－３の３８ページからをお願いい

たします。

議案第６９号、平成２２年度大仙市国民健康保険事業特別会計予算でありますけれど

も、事業勘定の歳入歳出予算総額は１０４億２９５万８千円で、国保の事業運営安定化

計画に基づいて編成したものでございます。この後、国の積算数値及び被保険者の所得

が確定する６月に見直す予定でございます。

税率は平成２１年度と同率といたしまして、一般被保険者数は２万６，０３４人、退

職被保険者数は１，７６７人、１人当たりの療養給付費の伸び率を、一般及び退職被保

険者ともに３．１５％と見込んでおります。

一般会計からの基準外繰入は１億５，０００万円とし、財政調整基金の積立額は１億

５，１００万１千円、取り崩し額は１億３，０００万円で、２２年度末の基金残高は２

億９，５０３万３千円となる予定でございます。

保健事業につきましては、国保会計で実施しておりますインフルエンザ予防接種及び

はり・灸・マッサージ施術費への一部助成を廃止いたしまして一般会計からの助成とす

るものとしたほか、人間ドックの助成単価の見直しをしております。

次に、４０ページでございます。

診療所勘定の歳入歳出予算の総額は１億８，５４４万６千円で、医師が２名体制とな

り、昨年１０月から毎週火曜日・木曜日の診療時間を午後７時まで延長いたしましたこ

となどから患者数が増加しておりまして、一日平均患者数を平成２０年度比で１８人増

の１１０人と見込みまして、年間患者数を２万６，６９６人としております。

また、診療所の法人化に向けた取り組みを今後進めるために、新年度から嘱託の事務

長を配置することとしております。

次に、４１ページ、歯科診療所勘定の歳入歳出予算の総額は３，５５３万１千円で、

同地に民間の歯科医院が開業したことなどから同歯科医院はその役割を終えたと考えて、

平成２３年度をもって廃止する計画であります。このため、歯科医院に常駐する医師、

歯科衛生士、事務職員はすべて嘱託または臨時職員となりますが、財務処理等につきま

しては市職員が行うこととしております。

次に、議案第７０号、平成２２年度大仙市老人保健特別会計予算でございますが、
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４２ページでございます。

歳入歳出予算の総額は１４万２千円で、後期高齢者医療制度の施行に伴う経過措置と

いたしまして老人保健制度時の医療給付の請求遅れや過誤調整分に対応する予算であり

ます。

次に、議案第７１号、平成２２年度大仙市後期高齢者医療特別会計予算につきまして

は、４３ページでありますが、歳入歳出予算の総額は８億９，７９２万６千円でありま

す。

平成２２年度は２年ごとに見直される保険料率算定の年度となっておりまして、秋田

県後期高齢者医療広域連合では、所得割を７．１８％、均等割額は３万８，９２５円に

引き上げております。

これによりまして、歳入につきましては右下の財源内訳表のとおり、保険料は滞納繰

越分を合わせまして５億８，４１９万６千円であります。一般会計からの繰入金は、事

務費及び保険基盤安定繰入金といたしまして３億１，１７９万５千円を計上しておりま

す。

歳出につきましては、管理事務費５５０万円、徴収費３９６万９千円、秋田県後期高

齢者医療広域連合納付金８億３，３３４万６千円を計上しております。

以上、ご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願いを

申し上げます。

○議長（児玉裕一君） 次に、健康福祉部所管の特別会計予算について、武藤健康福祉部

長。

○健康福祉部長（武藤芳和君）【登壇】 健康福祉部所管の特別会計３議案を、関連があ

りますので一括してご説明申し上げます。

前の健康福祉部所管の資料Ｎｏ．４－４をどうぞご覧願いたいと思います。資料Ｎｏ．

４－４でございます。

議案第８２号、平成２２年度大仙市介護老人福祉施設介護サービス事業特別会計予算

について、ご説明いたします。

事業説明書４－４の４７ページをお開きください。

居宅生活が困難な要介護老人に対し、施設で安心した生活を送ることができるための

サービスを提供する介護老人福祉施設介護サービス事業特別会計の予算は、３億４９１

万３千円であります。
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平成２２年４月には協和地域の峰山荘が大仙ふくし会の経営に移行するため、平成

２２年度予算は南外地域の福寿園１施設の経営となります。

下段の財源内訳にありますが、主な収入は、福寿園の介護サービス費収入が２億

６４４万３千円のうち２億６３６万８千円が介護サービス費収入となっております。ま

た、一般会計からの繰入金の９，８４７万円でありますが、これまで法人の経営に移行

した施設愛幸園、桜寿園がありますが、及び峰山荘の公債費分も市の負担として計上し

ております。

主な支出は、福寿園の職員人件費１億６，３１３万９千円、一般管理費５，２２０万

２千円、施設事業費２，１４７万３千円及び４施設の公債費等であり、福寿園の一部工

事も予定しております。

続きまして、議案第８３号、平成２２年度大仙市介護老人保健施設介護サービス事業

特別会計予算について、ご説明いたします。

事業説明書の４８ページをお願いいたします。次のページになります。

要介護老人に対し、機能訓練や介護等の施設サービスを通じ、居宅生活への復帰を支

援する介護老人保健施設介護サービス事業特別会計の予算は、中仙地域の八乙女荘と西

仙北地域の幸寿園の２施設の計８億３，１０７万８千円であります。

下段の財源内訳にありますが、主な収入は、介護サービス費収入が７億５，０３１万

９千円のうち７億３，９５９万７千円、あと、一般会計からの繰入金８，０７５万９千

円であります。

主な支出は、職員人件費の５億７，４３９万６千円、一般管理費の１億１，６６７万

７千円、施設事業費の９，３６３万９千円であります。

続きまして、４９ページをお願いいたします。

議案第８４号、平成２２年度大仙市老人デイサービス事業特別会計予算について、ご

説明いたします。

４９ページでございます。

支援や介護が必要になった高齢者を通所によるサービスの提供を通じ、在宅での生活

の継続を支援する老人デイサービス事業特別会計の予算は、福寿園、協和デイサービス

センター及びデイサービスセンターなんがいの３施設の計１億５，１３３万７千円でご

ざいます。

財源内訳としましては、主な収入として、サービス費収入が９，５６６万３千円のう
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ち９，５６６万１千円、一般会計からの繰入金５，５６７万４千円で、法人経営に移行

した施設の公債費分も含めての繰入金であります。

主な支出は、職員人件費の５，０５１万１千円、一般管理費の２，３７１万８千円、

協和、南外２事業の委託料４，１４５万１千円、公債費償還金２，８９３万５千円であ

ります。

以上で、健康福祉部所管の３会計を一括してご説明申し上げました。終わらせていた

だきます。よろしくご審議のほど、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（児玉裕一君） 次に、建設部管所の特別会計予算について、中嶋建設部長。

○建設部長（中嶋喜代博君）【登壇】 はじめに、議案第７３号、平成２２年度大仙市土

地区画整理事業特別会計予算について、ご説明いたします。

事業説明書の４－６、４４ページから４７ページになりますが、予算の総額は１６億

３，０００万８千円を計上しております。

４４ページをお願いします。

大曲駅前第二地区土地区画整理事業費（補助分）につきましては、中通こ道橋に接続

する黒瀬側の中通線新設工事や通町線新設工事、区画道路４０号線新設工事、整地工事

及び１０戸の建物移転補償費を予定しております。

財源としましては、大曲駅前第二地区土地区画整理事業費補助金及び事業債を予定し

ております。

４５ページ、１１事業、単独分になりますけれども、仮住居補償費・営業補償費及び

減価補償金による土地購入費であります。

財源としましては、大曲駅前第二地区士地区画整理事業債を予定しております。

４６ページ、１３事業、住宅市街地総合整備事業につきましては、１戸３棟の建物移

転補償費であります。

財源としましては、住宅市街地総合整備事業費補助金及び事業債を予定しております。

４７ページ、１６事業、都市再生住宅維持管理費につきましては、昨年８月より使用

開始しております大花都市再生住宅にかかわる電気・上下水道等の維持管理費でありま

す。

なお、新年度の移転契約により１５戸程度の入居が見込まれることから、６７．３％

の入居率を予定しております。

財源としましては、住宅使用料及び共益金等を予定しております。
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次に、議案第７６号、平成２２年度大仙市宅地造成事業特別会計予算につきまして、

ご説明申し上げます。

４８ページをお願いいたします。

分譲地の売却を図るため、仙北地域の払田地区の宅地造成事業費として用地造成及び

用地取得費のほか、協和、西仙北、神岡地区の宅地造成事業にかかわる償還金を予定し

ております。予算総額は３，２６６万７千円で、財源としては、下川原地区の土地売払

収入及び払田地区の土地売払収入の充当を予定しております。

次に、議案第７８号、平成２２年度大仙市公共下水道事業特別会計予算について、ご

説明申し上げます。

４９ページをお願いします。

下水道維持管理費につきましては、管渠・処理場等の保守点検等維持管理費並びに県

の汚泥炭化施設・処理センターの維持管理費の負担金であります。

５０ページ、一般管理費補助金につきましては、２８人分の水洗便所改造資金利子補

給補助金を計上しております。

５１ページ・５２ページの補助分・単独分の事業費につきましては、大曲地域、神岡

地域の管渠工事を予定しております。

予算総額１５億７，１２１万５千円で、財源としましては、受益者負担金、使用料、

排水設備工事店指定手数料、公共下水道事業補助金及び公共下水道事業債、流域下水道

事業債等の充当を予定しております。

議案第７９号、平成２２年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計予算につい

て、ご説明いたします。

５４ページをお願いします。

下水道維持管理費につきましては、保守管理業務、西仙北強首地区の処理場及び協和

中央浄化センター、南外浄化センターの維持管理業務委託料や県の汚泥炭化施設・処理

センターの維持管理費にかかわる負担金、汚泥処理の最終処分経費などが主なものであ

ります。

５５ページの一般管理費補助金につきましては、融資あっせん利子補給補助金、１８

人分を予定しております。

５６ページ・５７ページの補助・単独にかかわる事業費につきましては、中仙地域、

南外地域の管渠工事を予定しております。
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なお、南外地域につきましては、平成２１年度末、３月３１日に一部供用の開始とな

ります。

予算総額は７億７，５０７万３千円で、財源として、受益者分担金、使用料、手数料、

特定環境保全公共下水道事業費補助金及び事業債、流域下水道事業債の充当を予定して

おります。

次に、議案第８０号、平成２２年度大仙市特定地域生活排水処理事業特別会計予算に

ついて、ご説明いたします。

５９ページ、お願いいたします。

浄化槽維持管理費につきましては、管理基数３９１基の浄化槽法定点検手数料、保守

点検・清掃汲取業務委託料等であります。

６０ページの一般管理費補助金につきましては、融資あっせん利子補給補助金、５人

分を計上しております。

総額は２，８８２万２千円で、財源としましては、浄化槽使用料、浄化槽手数料等の

充当を予定しております。

次に、議案第８１号、平成２２年度大仙市農業集落排水事業特別会計予算について、

ご説明いたします。

６１ページをお願いします。

農業集落排水維持管理費につきましては、２７処理場等にかかわる電気料・修繕料な

どの需用費、電話料等の役務費、施設等の維持管理業務委託料、施設関連の土地借上料

などが主なものであります。

６２ページの農業集落排水事業費補助金につきましては、水洗便所等改造資金利子補

給分、５８人分であります。

６３ページ、農業集落排水事業債償還基金積立金につきましては、県から償還助成金

の事業費補助金として同額の積み立てをするものであります。

６４ページ・６５ページの補助分・単独分の農業集落排水事業費につきましては、大

曲地域の角間川地区の処理施設の下部工工事のほか、管路工事、太田地域の三本扇地区

の処理施設の建築・機械、電気工事のほか、管路工事を予定しております。

予算総額が１７億６，９０７万９千円で、財源としましては、受益者分担金、使用料

督促手数料、事業費県補助金、償還助成事業費補助金、農業集落排水事業債の充当を予

定しております。
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以上、建設部関連の特別会計についてご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、

ご承認賜りますようお願い申し上げます。

終わります。

○議長（児玉裕一君） 次に、水道部所管の特別会計予算について、藤田水道部長。

○水道部長（藤田良雄君）【登壇】 議案第７７号、平成２２年度大仙市簡易水道事業特

別会計につきまして、ご説明いたします。

資料Ｎｏ．４－９、事業説明書の２ページをお開き願います。

一般管理費でありますが、予算額１億６，８８４万５千円で、神岡、西仙北、中仙、

協和、南外及び仙北地域の各簡易水道事業の運営に要する経費として、電気料、修繕料、

施設保守点検委託料及び電算システムリース料などのほか、水道部水道課に新統合電算

システムの保守委託料及びリース料などを計上しております。

特定財源として、その他１億６，１２６万６千円は、水道使用料、下水道料金徴収事

務委託料及び水道施設維持管理負担金、給水装置工事検査及び設計審査手数料でありま

す。

次に、３ページをお願いします。

大沢郷地区簡易水道施設整備事業でありますが、平成１４年度から２９年度までの事

業期間で、工事は平成１９年度から２３年度まで５カ年の継続費を設定しており、住民

の強い要請に応えるため、２２年６月頃を目途に全域への給水が可能となる見込みであ

ります。

予算額は３億５，３２８万１千円で、成瀬ダム負担金、工事請負費として第２送水

ポンプ設備工事、第２配水池及び付帯電気計装設備工事、配水管布設工事などを予定し

ております。

特定財源として、国庫支出金１億２，８５２万円は簡易水道事業施設整備費補助金、

市債２億１，９９０万円は簡易水道事業債及び過疎対策事業債、その他２３８万５千円

は国土交通省からの配水管撤去補償金であります。

次に、４ページをお願いします。

刈和野地区簡易水道施設整備事業でありますが、平成１４年度から２９年度までの事

業期間で、工事は平成１７年度から２０年度までの４カ年で完成しております。

予算額は７５万８千円で、成瀬ダム負担金であります。

特定財源として、国庫支出金１８万９千円は簡易水道事業施設整備費補助金、市債
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５０万円は簡易水道事業債であります。

次に、５ページをお願いします。

強首地区簡易水道配水管移設事業６９万４千円でありますが、秋田県が施工する強首

地区ほ場整備事業の横断暗渠工の施工に伴い配水管が支障となることから、移設工事を

実施するものであります。

特定財源として、その他４８万５千円は県からの配水管移設補償金であります。

６ページをお願いします。

南外地区簡易水道施設整備事業でありますが、平成１３年度から２９年度までの事業

期間で、工事は平成１３年度から１７年度までの５カ年で完成しており、１８年度以降

は成瀬ダム負担金であります。

予算額は２１２万７千円で、成瀬ダム負担金及び事務費であります。

特定財源として、国庫支出金６２万７千円は簡易水道事業施設整備費補助金、市債

１００万円は簡易水道事業債であります。

７ページをお願いします。

戸地谷地区簡易水道施設整備事業でありますが、事業期間は平成１９年度から４カ年

の継続事業で、平成２２年度は最終年度であります。

予算額は２億２，５３４万９千円で、補助事業の工事請負費として配水管布設工事及

び路面復旧工事、単独の工事請負費として消火栓設置工事及び従前の川前簡易水道の加

入者７２戸に対します給水管接続工事であります。

特定財源として、国庫支出金６，８２０万円は簡易水道事業施設整備費補助金、市債

１億３，７００万円は簡易水道事業債及び過疎対策事業債、その他２００万円は簡易水

道事業基金繰入金であります。

以上、平成２２年度大仙市簡易水道事業特別会計予算につきましてご説明申し上げま

したが、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（児玉裕一君） 次に、教育委員会所管の特別会計予算について説明を求めます。

はじめに、髙橋教育次長。

○教育次長（髙橋修司君）【登壇】 それでは、私の方から教育委員会関係の特別会計予

算を説明いたします。

資料の４－７の薄い方でございます。

奨学資金特別会計、スキー場事業特別会計、それから学校給食事業特別会計の３つの
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準備をお願いいたします。

私の方からは最初に、議案第７５号、平成２２年度大仙市奨学資金特別会計予算につ

いて、ご説明申し上げます。

１ページになります。

歳入として、大仙市奨学金３，８７３万１千円を計上しております。

これにつきましては、基金からの繰入金と貸付金の元金収入が主なものであります。

次に、２ページになります。

大仙市奨学資金貸付金は、３，８６９万円の計上でございます。

市内に居住する者の子弟で、経済的理由で就学が困難な生徒に対して奨学金を貸与す

るものでございます。平成２２年度は、新規に大学生２０人、高校生１０人を予定する

ものであります。

続きまして、議案第８５号、平成２２年度大仙市スキー場事業特別会計予算について、

ご説明いたします。

お手元の資料の１ページになります。

スキー場事業は、４，９９４万円の計上です。

これは、市の運営する２つのスキー場について、指定管理料及び用地の借上料、リフ

トの運転に要する経費などとなっております。なお、その他の財源として使用料など

３，５２２万８千円を充当するものでございます。

以上で説明を終わります。

○議長（児玉裕一君） 次に、藤原教育次長。

○教育次長（藤原保子君）【登壇】 議案第７４号、平成２２年度大仙市学校給食事業特

別会計予算について、ご説明いたします。

学校給食事業特別会計の事業説明書をお開きください。１ページをお願いします。

給食材料費につきましては、３億６，７６５万６千円を予算計上しております。財源

のその他は、給食費納付金、滞納繰越金、合わせて３億６，６２０万２千円が充当され

ております。

２ページになります。

給食運搬車両の維持管理費につきましては、７センターに配送車１５台、連絡車４台

を配備しておりまして、その維持管理費でございます。６５４万５千円を予算計上して

おります。
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３ページになります。

給食センターの管理及び運営につきまして、７センターの需用費、設備管理委託料、

機械リース料等の経費で、１億４２９万４千円を予算計上しております。

最後になりますが、４ページ、調理運搬業務委託料につきましては、２億２，７０６

万２千円を予算計上しております。仙北学校給食センターは運搬業務を業者に委託して

いるものでございます。

以上で、教育委員会特別会計予算の説明を終わります。よろしくご審議の上、ご承認

賜りますようお願いいたします。

○議長（児玉裕一君） 申し上げます。この際、会議時間を７時３０分まで延長いたしま

す。

○議長（児玉裕一君） 次に、日程第８９、議案第９２号を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。伊藤市立大曲病院事務長。

○病院事務長（伊藤和保君）【登壇】 それでは、議案第９２号、平成２２年度市立大曲

病院事業会計予算について、説明申し上げます。

資料の４－８の３枚ものの薄いものをお開きいただきたいと思います。

当病院は、精神科、神経科、それに今休診中の内科を標榜いたしておりまして、入院

病床が、一般精神病棟で７０床、認知症病棟で５０床の計１２０床の精神科病院で、精

神的な症状を呈する方々並びに認知症を患っておられる方々に対しまして医療のサービ

スの提供を行っております。

平成２２年度の業務の予定量につきましては、入院では一日平均患者数を１１５人、

年間の延べ患者数を４万１，９７５人、外来では一日平均患者数を５７人、年間の延べ

患者数を１万３，８５１人と見込んでございます。

さらに、在宅医療の一環として実施しております訪問看護指導につきましては、年間

の延べ患者数を３１２人と見込んでおります。

この業務量をこなすために関連ある予算であります収益的収入及び支出の予定額につ

きましては、収入支出ともに前年度比較で３，５００万８千円、率にいたしまして

３．８％増の９億４，９５７万６千円で、収支差し引きでゼロの予定額となってござい

ます。
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収入の内訳になります医業収益につきましては、入院や外来などの収入で７億８１５

万１千円を見込んでございます。また、医業外収益につきましては、一般会計負担金の

２億４，０２５万５千円を含む２億４，１４２万５千円を見込んでございます。

支出の医業費用につきましては、このたびの定例会で職員定数増をお願いしておりま

す。私どもの増員分を含めました給与費、また、薬品購入などの材料費、光熱水費など

の経費、有形固定資産の減価償却費などを含めまして８億９，７５２万円、医業外費用

につきましては、企業債の支払い利息などで５，０５５万６千円、予備費につきまして

は前年度同様の１５０万円を計上いたしております。

また、資本的収入及び支出の予定額につきましては、収入では該当する収入がなくゼ

ロでございまして、支出の資本的支出は９，８３１万４千円で、内訳は、病棟廊下の工

事費や全自動錠剤分包機などの購入費、企業債の償還元金などでございます。

なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額につきましては、過年度分損

益勘定留保資金によりまして補てんしようとするものでございます。

以上、平成２２年度市立大曲病院事業会計予算の概要について説明申し上げましたが、

よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

○議長（児玉裕一君） 次に、日程第９０、議案第９３号を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。藤田水道局長。

○水道局長（藤田良雄君）【登壇】 議案第９３号、平成２２年度大仙市上水道事業会計

予算につきまして、ご説明申し上げます。

資料Ｎｏ．４－９の事業説明書の８ページをお開き願います。

業務の予定量につきましては、給水戸数が前年度比０．６％増の１万３，６７２戸、

年間総配水量は前年度比３．６％増の４４９万８，１９９㎥、一日平均配水量は、前年

度比３．６％増の１万２，３２４㎥を予定しており、水道料金算定の基礎となります有

収率は前年度と同率の９０％を見込んでおります。

収益的収入及び支出につきましては、上水道事業収益は前年度比３．４％増の８億

６，４０５万６千円を見込んでおり、営業収益８億５，８６４万９千円のうち、水道料

金として給水戸数の増加、大型店舗の出店及び地下水から上水道への切り替えなどによ

り、前年度比３．３％増の８億５，０９０万２千円であります。

営業外収益５４０万６千円の主なものは、他会計補助金として仙北南地区簡易水道の
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企業債支払利息であります。

次に、上水道事業費用は、前年度比３．６％減の６億８，０８５万７千円であります。

営業費用５億７，８３９万３千円の主なものとしまして、職員２０人の給与費、水質

検査経費、宇津台、玉川浄水場施設修繕費及び減価償却費であります。

営業外費用９，９９６万４千円の主なものは、企業債利息、消費税及び地方消費税で

あります。

収入及び支出の差し引きとしまして、消費税を控除しました純利益については、前年

度比３８．６％増の１億７，６８７万４千円を見込んでおります。

次に、資本的収入及び支出につきましては、資本的収入額を前年度比１５３．５％増

の２億６，１７７万３千円、資本的支出額を前年度比１１４．２％増の６億２８９万６

千円を見込んでおります。

資本的支出額に対する財源不足額３億４，１１２万３千円につきましては、過年度分

損益勘定留保資金、減債積立金、建設改良積立金、当年度分消費税、地方消費税資本的

収支調整額で補てんするものであります。

収入の内訳としまして工事負担金は、大曲駅前第二地区土地区画整理事業に伴う配水

管移設工事負担金など５９５万９千円、補償金は、大曲橋架け替え事業に伴う県からの

水道施設工事補償金としまして２億５，５８１万４千円を見込んでおります。

支出の内訳としまして、建設改良費４億９，６６６万３千円及び企業債償還金１億

６２３万３千円を計上しております。

建設改良費の主なものとしまして９ページ・１０ページに記載しておりますが、大曲

橋架け替え事業に伴う水道施設整備事業は、取水施設築造工事ほか３件、４億

２，２００万円、配水施設拡張改良事業として予算額６，１３７万円で、配水管布設工

事として内小友字仙北屋地区ほか１件、配水管改良工事として大曲福見町ほか２件、配

水管移設工事として大曲駅前第二地区土地区画整理事業に伴う移設工事ほか１件、その

他改良工事１件を計上しております。

そのうち、内小友字仙北屋地区、大曲福見町地区、大曲白金町地区及び下深井字相布

地区の４地区につきましては、大仙市経済・雇用・生活対策本部の第２次行動計画に基

づき２月２５日に前倒しで発注しております。

以上、平成２２年度大仙市上水道事業会計予算につきましてご説明申し上げましたが、

よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。
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○議長（児玉裕一君） これにて本定例会に上程された議案についての説明が全部終了い

たしました。

○議長（児玉裕一君） お諮りいたします。議案等調査のため、２月２７日から３月４日

まで６日間、休会いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（児玉裕一君） ご異議なしと認めます。よって、２月２７日から３月４日まで

６日間、休会することに決しました。

○議長（児玉裕一君） 以上で本日の日程はすべて終了いたしました。

本日はこれをもって散会し、来たる３月５日、本会議第２日を定刻に開議いたします。

大変長時間にわたり、ご苦労様でした。

午後 ６時５９分 散 会


